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ファーストキスは禁断の味




　ひとり暮らしのアパートの部屋は、当然ながらすごく静かだ。

　だから私はいつも通り髪をブラッシングしながら、テレビのリモコンに無意識に手を伸ばす。テレビ画面に映った朝の情報番組の司会者の笑顔と明るい声が、室内に漂うわびしさを救ってくれた。

　大学卒業後、就職浪人することなく無事ＯＬになれた私はラッキーだと思う。

　私、遠とお山やま成なる実みが勤めるオフィス用品専門小売り会社は、まだ四十代の三代目若社長をトップに据えた、もうすぐ創立五十周年を迎えるそれなりに安定した中小企業だ。

　大学時代の友人たちの中には、この不安定なご時世で転職を余儀なくされた人もいるけれど、私は今年で勤続四年目。

　お給料は高くないから贅ぜい沢たくはできないし、実は退職金制度もなくてその点は少々不安だけど、彼氏いない歴一年以上いまだ記録更新中の私は、ここ最近オシャレやデート代にお金を使うこともないからそんなに心配はしていない。ＮＩＳＡでも始めてみようかなぁ……なんて気軽に考えている、今日この頃だ。

　レーズンパンと牛乳の簡単な朝食を済ませ、出勤に備えてメイクをしようと立ち上がったところで、ふと窓の外を見た。

　まだ七時だというのに、もう日差しがこんなに強い。日に照らされた街路樹の葉や、建物の屋根や壁の濃い色彩が強烈に映って、私は目を細めた。

　あぁ、今日も暑くなりそうだな。まだ六月なのに三十度越えってどういうこと？

　外で待ちかまえているであろう、うだるような空気を想像するとため息が出る。

　今日も熱中症で倒れる人がいそうだな。私も気をつけないと。最近は経費をケチッているのか、会社のエアコンの温度設定はやたらと高めだし、私の席は窓際で直射日光が当たるから、油断してたらバッタリいくことになる。

　そう、まだ私が高校生だった、あの日のように……。

　私は洗面台の鏡に向かって、顔に日焼け止めジェルをたっぷり塗りながら、過去の出来事に思いを馳はせた。

　毎年暑くなってくると必ず思い出す、まるで夏の風物詩のような記憶。

　忘れもしないあの日の出来事は、私にとってとんでもなく衝撃的な事件だった。




「――はぁ、暑いよぉ」

　ムンムンする真夏の熱気の中で、汗まみれの私はたまらず大きな息を吐いた。

　部活帰りの通学路で信号待ちをしながら、額に浮かんだ汗をタオルで何度拭いても、拭いたそばからまた浮かんでくる。

　高校が夏休みに入ってからの気温は、これが株価だったらどんなに親が喜ぶだろうってくらい、右肩上がりの線を描いていた。

　今は午後の二時過ぎ。一日の中で一番日差しがキツくなる時間帯だ。注いでくる音が聞こえそうなほど強烈な日光が、頭のてっぺんをジリジリと痛めつける。

　まぶしい日差しのせいで眉間に皺しわが寄るし、国道を行き来する車のエンジン音が騒々しくて頭痛がするし、部活疲れで体はひどくダルい。暑さで呼吸が速まるせいか、さっきから心臓までドクドク鳴っている。

　もう、たまらない。今日はいつもと違う道を通って帰ろう。ちょっと遠回りになるけど、狭い住宅街を通っていけば日陰が多いだろうし、少しは涼しいはず。

　そう思った私は方向転換して、国道から少し逸れた、昔ながらの閑静な住宅街へ入っていった。

　ここの住人はお年寄りが多いせいもあってか、こんな灼しゃく熱ねつの時間帯に出歩いている人は誰もいない。人っ子ひとりいない静まり返った狭い道を、まとわりつくような熱気に包まれながら私はフラフラと歩いた。

　あぁ、喉が渇いた。今日はちょっと水分補給が足りなかったかな？　早く帰って、エアコンが効いた家の中でキンキンに冷えたジュースを思いきりゴクゴクと……。

　ちょうどそのとき、私の体が揺れを感じた。

　地震かと思ったけれど、違う。これって地面が揺れているんじゃなくて、私の体が揺れている？

　そう思った次の瞬間、平衡感覚を失った私は、道路にバタリと倒れてしまっていた。ビックリしてすぐに起き上がろうとしたけれど、まったく体に力が入らない。

　それでも無理に起きようとして足に力を入れたら、ふくらはぎが派手に痙けい攣れんして、あまりの痛みに顔が盛大にゆがんだ。

　い、痛い！　足も痛いけど頭もガンガン痛い！

　周りがグルグル回転して目を開けていられない。おまけになんだか吐き気もする。

　……これって、もしかして熱中症!?

　焦る私の脳裏に、昨夜のテレビで見た『熱中症で死亡』のニュースがよぎって、顔からスーッと血の気が引いた。

　助けを呼ぼうにも周囲に人影はない。近所の玄関チャイムを鳴らそうにも、起き上がることができないんだから不可能だ。

　ポケットの中のスマホに手を伸ばそうとしたら、指が痺しびれてまともに動かなかった。怖くて心臓が激しく鳴り、余計に呼吸が苦しくなって、さらに恐怖が倍増する。

　どうしよう。お父さん、お母さん、助けて。死んじゃうよ。誰か、お願い助けて。誰か、誰か、誰か……。

「どうした!?　しっかりしろ！」

　完全にパニック状態に陥った私の耳に、天から救いの声が降ってきた。

　正確に言えばそれは別に天からではなくて、私を上から見下ろしている人がしゃべってるだけなんだけれど、私にとってその声はまさに救世主だった。

　ホッとして、涙ぐんでしまう。

「しっかりしろ！　大丈夫か!?」

　見れば私の救世主様は、どうやら同い年くらいの男子高校生らしい。

「ね、ね……」

『熱中症みたいなんです』と答えようとしたけど、激しい動どう悸きと強いめまいと混乱のせいで、うまくしゃべれない。それでも、懸命に目力で危機的状況を訴えようとした。

　大丈夫じゃありません。大丈夫だったら、そもそも地面に倒れていません。だからお願い、早く救急車呼んでください。

「待ってろ！　今、救急車呼んでやるから！」

　救世主様と私の気持ちは、以心伝心だった。

　彼は自分のスマホを胸ポケットから取り出し、一一九番に連絡してくれているらしい。

「もしもし、女の子が路上に倒れています。熱中症らしいです。はい、意識はあります。ええと、場所は――」

　ここの場所を伝えた彼は電話を切って、スマホを胸ポケットにしまいながら私に話しかけてきた。

「とりあえず救急車が来るまで、日陰に移動してろって言われた。動けるか？」

　そう聞かれても、私は首をわずかに横に振る動作が精いっぱい。

「無理か。じゃあ、俺が動かしてやるから」

　言うなり彼は、倒れている私の両脇の下にグッと手を入れて、そのまま力任せにズルズルと近くの家の日陰まで引きずっていく。

　うぅ、お姫様抱っこしろとまでは言わないけど、急病人なんだからもうちょっと丁寧に扱ってくれてもいいのに。

「これでよし。次は水分補給だな」

　ファスナーを開けるような音がして、彼が自分のバッグからペットボトルを取り出したのが見えた。

「ほら飲めよ。俺が口つけたやつだけど、この際我慢しろ」

　そう言って蓋を開け、ペットボトルを突き出してくる。

　だけど、そうされたところで、まともに手が動かないんだから受け取れるはずもない。うなり声を上げながら身じろぎしていると、彼が私の口にボトルの口を押し当て、一気に傾けた。

　けれどお互いのタイミングが合わず、液体はダラダラこぼれてジャージの襟を濡ぬらし、私は咳せき込んでしまった。

「下手くそだな。ちゃんと飲めよ」

　彼は文句を言いながらもう一度ペットボトルを傾けたけれど、またタイミングと角度がズレて飲めない。

　どうもこの人と私は、とことん相性が悪いらしい。さっきは以心伝心って思ったのに。

　ほんの少し咳き込んだだけなのに余力が奪われてしまって、自分と世界がグラグラしている。なんだか頭もボーッとなって、視界がぼんやり薄暗くなってきた。

　これって意識障害を起こしかけてる？

「おい。聞こえてるか、おい。お前、どんどん顔色悪くなってるぞ？」

　彼の焦ったような声が遠くに聞こえる。

　私は向こう側に引っ張られそうな自分の意識を、懸命にこっち側へ引き戻そうとしていた。

「飲めよ。ほら飲めって。がんばれ」

　あぁ、もう、ダメかも。お母さぁん、お父さぁん。

　そう心で泣き叫んだ瞬間……。

　えっ!?　なに、この感触。もしかして……。

　なんと私は、彼にキスされていた。

　自分の唇に生まれて初めて触れた、他人の皮膚。そのやわらかさとか、肉感とか、温度が、私の脳全体を刺激して白いスパークが走った。

　そして鮮烈に感じる、リンゴの味と香り。

　――ゴクン。

　彼の唇から私の口こう腔くうへ注がれた液体を、喉を鳴らしてひと口飲んだ。

　まだ微かに冷たさの残るリンゴジュースが、渇いた食道を伝って落ちていくのをはっきり感じる。

　口移し？　この人、口移しで水分補給させているの？　……そんな、嫌だ！

　ようやく状況を把握した私は、声にならない悲鳴を上げた。

　これは純粋な人命救助で、決してセクハラ行為じゃないことはわかっている。

　でも見知らぬ他人にキスされるなんて……。断わりもなくこんなことをするなんてひどい！　しかも、私の初めてのキスなのに！

　なんとか彼を押し退けようともがいたけれど、腕も足もほとんど動かない。涙声で抗議するのが精いっぱいだった。

「ヤダ、私、ファーストキス……」

「俺もだ」

　顔を上げた彼が、わずかに頬を赤らめながらぶっきらぼうに言った。

　その声を聞いた瞬間、胸がキュッと鳴って、熱中症の症状だけではない熱と苦しさを感じる。

　また彼が喉を反らしてジュースを口に含み、こっちへ顔を近づけてくるのを、私は戸惑いながら見ていた。

　少し長めのまつげに縁取られた真剣な目は、瞬きもせず真っすぐ私を見つめている。

　まるで宝石のように透明感のある、澄んだ綺き麗れいな瞳だと思いながら、お互いの視線の距離があっという間に縮まるのをどうすることもできない。

　砂漠のように乾いた全身は、せがむように水分を欲している。

　だから……また唇が重なった。

　彼の口腔で温められたジュースの香りが強く匂い立って頭を突き抜け、私をクラクラさせる。ふわりとした優しい甘さが口の中いっぱいに立ち込め、わずかに隠れた酸味がほんのりと舌をくすぐった。

　こんな味、私、知らない。

　人生で初めての鮮烈な衝撃が、心と体を駆け抜ける。

　そっと離れた彼の唇は、夏の強烈な光を受けて、水を浴びた薄赤い果肉のように輝いていた。

　ああ、その綺麗な唇から目が離せない。離せ……な……い……。

　救急車のサイレンの音が遠くに聞こえる。

　近づいてきているはずなのに、なぜかその音は私の耳から急速に遠ざかっていく。

　そして私はリンゴの味と香りに包まれながら、彼の腕の中で気を失った――。

　思い起こせば、あれからもう十年経つんだなぁ。時の流れはあっという間だ。

　この夏新発売のＵＶファンデーションのケースをポーチから取り出しながら、しみじみと感慨にふける。

　あの後、意識を取り戻した私は病院のベッドの上で、全身を保冷材で冷やされながら点滴を受けていた。私に口移しでジュースを飲ませた彼の姿はなく、目覚めたときはちょっと記憶が混乱していて、状況が把握できなかった。

　けれど助かった安あん堵ど感かんと一緒に、口移しで飲まされたリンゴジュースの味と、彼の生々しい唇の感触のすべてがよみがえって、絶望に陥った。

　当時は今よりもっと純粋だったから、不眠症気味になるくらい本気で悩んでいたっけ。ファーストキスを、人命救助なんて味も素っ気もロマンもドリームも皆無な形で奪われたという現実は、乙女にはかなり深い痛手だったもの。

　あんなのはキスじゃない。ノーカウントだって思い込んで記憶を抹消しようとしたけれど、無理だった。

　渇いた全身を包むように駆け抜けた、あの鮮烈な味と香り。そして、リンゴのように赤く濡れていた彼の唇の色と感触。それらはすべて、夏の強い日差しによって烙らく印いんを押されたように、私の目や唇に焼きついてしまったから。

　結局、通報時に名乗らなかった彼とはそれっきり。両親が『娘の命の恩人にお礼を言いたい』と、彼のスマホの番号を教えてもらえるようにセンターに頼み込んだのだけれど、『個人情報ですので教えられません』のひと言で、けんもほろろに断られてしまった。

　新聞に投書したりもしたけれど、名乗り出る人はおらずじまい。私がファーストキスを捧ささげた相手は正体不明な高校男子となった。

　そして現在、十年分の月日の波にのまれるように、彼に関する記憶もずいぶん薄れてしまった。

　けっこうイケメンだったと思うけれど、本当のところはわからない。ファーストキスの相手を美化しようとする、自己防衛本能が無意識に作動しているのかもしれないし。

　それでも今でも繰り返し思い出すのは、あの綺麗な黒い瞳と、濡れて輝く唇の色。そして口移しで飲まされたジュースの甘酸っぱい味と香りが鮮やかによみがえって、なんともいえない複雑な気持ちになってしまう。

　そんなふうに青春時代の思い出に浸っていると、テーブルの上に置いたスマホがやかましく鳴動して、私の心を現実に引き戻した。

「はいはい、待って待って。今、出ますよー」

　ファンデーションケースを片手に、私はパタパタとテーブルに駆け寄って急いでスマホを手に取った。

「もしも――」

《もしもし成実!?　あのね、会社に入れないの！》

　職場の同僚であり、親友でもある飯いい田だ瑞みず穂ほの甲高い声がキーンと耳に響いた。

　私は一瞬耳からスマホを離し、顔をしかめながら再び瑞穂に話しかける。

「瑞穂？　朝っぱらからどうしたの？」

《だから、今、会社に来てるんだけど、中に入れないんだってば！》

「会社に入れない？　ああ、今日は瑞穂がカギ当番だったっけ？」

　つまり、カギを自宅に忘れちゃったってこと？　別にそんなに慌てることでもないのに、瑞穂ったらそそっかしいんだから。

　私は笑いながら、必要以上に慌てふためいている瑞穂を落ち着かせようとした。

「大丈夫だよ。多分もうすぐ川かわ口ぐち課長が着くだろうから。課長はいつも必ずスペアのカギを持って――」

《じゃなくて！　会社の玄関の取っ手にチェーンがグルグル巻かれてて、中に一歩も入れないの！》

　さっきよりも一オクターブ高まった瑞穂の声が、私の鼓膜に切実に訴える。

　私はまた顔をしかめながら、彼女のかなり狼ろう狽ばいしている様子と、その内容にさすがに疑問を覚えた。

　チェーンが巻かれてるってどういうこと？　新しい防犯対策かな？　それならそうと、全社員にきちんと事前通達してくれないと困るのに。

　ところが、そんな呑のん気きな私の横っ面を張り飛ばすような爆弾発言が聞こえてきた。

《玄関に張り紙がしてあるの！　会社が破産したから、この建物は差し押さえたって！　だから立ち入り禁止って！》

「……は？」

《だから、破産したって！　この会社が破産したって、私の目の前の紙に書いてあるの！》

「はああぁ!?」

　限界まで高まった瑞穂の声に負けず劣らず、私も大声で叫んだ。

　破産って、どういうこと!?　だって、昨日まで普通に営業してたじゃない！　そんなの嘘うそだ。瑞穂がふざけて冗談を言っているに決まってる!!

《どうしよう成実！　どうすればいいの!?　助けて！》

　瑞穂の本気の泣きべそ声が聞こえてきて、私もスマホを強く握りしめながら泣きそうになった。

　嘘じゃ……ないんだ。本当に会社、潰れちゃったんだ。どうしよう。

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ室内のテレビから、お天気キャスターの明るい声が響いてくる。

《今日も暑い一日になりそうです。皆さん、充分に注意してお過ごしください》

　注意したって、どうにもならない。今日、急にうちの会社が倒産したように、突発事故は向こうから勝手にやってくる。自衛策なんてないに等しい。嵐のように訪れる事件や事故は、成すすべもなく受け入れるしかないんだ……。

　青ざめる私の手から、購入したばかりの夏用ファンデーションケースが床にすべり落ちる音がした。




　どうか夢であってくれと願いながら、取るものもとりあえず会社へ飛んでいったけれど、現実は無情だった。

　電話で聞いた通りのチェーンと張り紙が、ドーンと目の前に存在していて、なにも知らずに出社した社員たちが青い顔で上司に詰め寄っている。

「部長！　どういうことなんですか、これは！」

「俺もわからん！　さっきから社長に電話してるけど、自宅の電話も携帯も繋つながらないんだよ！」

　とりあえず部長や次長が会社前に残り、「事情がわかったら、後で連絡するから」ということで、その場を解散した。




　そして、泣き出しそうな不安感と必死に戦いながら、悶もん々もんと連絡を待ち続けた私に届いたのは……。

『うちの会社が破産したのは紛れもない事実である』という、知りたくもない、知ってもどうにもならない情報だけだった。

　本当に部長以下の役職者全員、今回の顛てん末まつはまったく知らされていなかったらしい。大学生になったばかりの息子さんに『父さん、俺が大学を辞めて働くから心配しないで』と言われて涙が出たと、部長が男泣きしていたから。

　私だって、同じくらい切羽詰まっている。家賃、どうしよう。食費は？　水道光熱費は？

　もちろん多少の貯蓄はあるし、幸い失業保険も出るけれど、それは言ってみれば時限爆弾みたいなもので、ゼロ地点へ向けて着々とカウントダウンしている状態だ。

　しかも、そんな社員たちの窮状を尻目に、誰にも知られずコソコソと自己破産手続きをしていた憎っくき社長は、雲隠れ。説明会が開かれることもなく放り出された私たちは、途方に暮れるばかりだった。

　その上、事情を知った田舎の母が、これ幸いとばかりに連日の電話攻撃で私に帰郷を促した。

《そら、ごらん！　大学を卒業したら必ず実家に戻るって約束を反ほ故ごにするから、こんなバチが当たったんだよ！》

「そんなこと、今さら言ってもしょうがないでしょ？」

《お母さんとお父さんの言うことを聞かないからこうなるのよ！　あんたは子どもの頃から頑固なところがあって――》

　それからは、幼稚園のときに親と手を繋ぐのを嫌がって、走って転んで骨折しただの、小学生のときに風邪をひいているのにプールに行って、危うく肺炎になりかけただの、本人も覚えていないような遠い過去をほじくり返しながら、母がくどくどと続けるお説教を、心を無にして聞き流していた。

《成実、もうこっちに帰ってきなさい》

「嫌です」

《またあんたは！　親の言うことを聞かなくて痛い目にあったんでしょ!?》

　別に私が実家に戻らないからって理由で、うちの会社が破産したわけじゃないんだけれど、私がなにを言っても母は聞く耳を持たない。

《とにかく、お母さんの言うこと聞きなさい！　戻ってきて、こっちで結婚しなさい！》

　出た。必殺、『結婚しなさい』。

　今度は、いとこのユリちゃんが去年ついに結婚したとか、さやかちゃんがふたり目を妊娠したとか、親戚の女の子たちと私の現状を比較して、まるで私が負け組街道を驀ばく進しんしているみたいにチクチクと攻撃してくる。

《お母さんが、あんたにピッタリのいいお相手をちゃんと探してあげる。どうせあんたに恋人なんかいないんでしょ？》

　我が母ながら、性格も言い方も非常にキツくて嫌になる。これで本当に私と血が繋がっているの？

　ＤＮＡ鑑定してやろうかと密かに思ったことは、一度や二度じゃなかったりする。

《お母さんだってね、そろそろ孫の顔が見たいのよ。体力がある今のうちでなきゃ孫育てもできないんだから》

「別に、お母さんに孫育てしてもらうつもりなんてないもの」

《お母さんがしたいの！　なんて親不孝な娘かしらね！　親不孝はともかく祖母不幸は許しません！　おばあちゃんにあれほどかわいがってもらったでしょ!?》

　それを言われて、さすがに私はグッと言葉に詰まった。

　昔むかし気質かたぎで優しくも逞たくましかったおばあちゃんは、共働きだった両親に代わって、まるで一輪の花を育てるように深い愛情を込めて私を育ててくれた。

　その大好きだったおばあちゃんは、去年突然亡くなり、今年は新盆。

　いつも私の味方をしてくれたおばあちゃんの死に目に間に合わなかった罪悪感は、私の中でしこりとなってずっと消えない。

《早く帰ってきて、お仏壇にお線香をあげて手を合わせて、おばあちゃんを安心させなさい》

「もちろん。そのときは、晴れて再就職の吉報を仏前に報告するから」

　優しかったおばあちゃんの笑顔を思い出して、私の意思はますます固まった。

《こら、成実！》

「じゃ、またね」

　さっさと話を切り上げた私はスマホの電源を切ってしまった。

　このまま実家に戻るなんて冗談じゃない。おばあちゃんは、いつも無条件に私の応援をしてくれていた。だからこそ、スゴスゴと都落ちした惨めな姿なんて見せたくない。

　待ってて、おばあちゃん。きっと私、いい結果を持ってお線香をあげにいくからね！

　決意も新たに、私は目についた会社へ片っ端から資料請求のメールを送りつけた。




　もう無差別攻撃並みにあちこちに資料を請求しまくって、そして入社試験のノウハウ本と履歴書をどっさり買い込んだ頃、部長から唐突に連絡が来た。

《うちの会社と取引があった大手総合商社の入社試験を受けてみないか？》

　なんでも、その商社のお偉いさんが、路頭に迷った私たちを不ふ憫びんに思ってくれたらしい。『先代の頃から長年のお付き合いもあったことだし、さすがに全員雇用とはいかないが、数人なら面倒を見よう』と、救いの手を差し伸べてくれたらしかった。

「う、受けます受けます！　ぜひ受けさせてください！」

　さすが大手は懐の大きさが違う。断る理由も余裕もない私は、大喜びで部長に即答した。










地獄から天国？




　そして迎えた試験当日。

　真夏の暑さにむせ返るオフィス街の只ただ中なかで、雑踏に紛れながら大きなビルを見上げた私は、そこで一気に怖気づいた。

　……大きい。たしかに懐も大きいみたいだけど、建物自体がまず大きい。

　窓の数なんて数える気にもならないほどの、巨大で近代的なビルが威圧感たっぷりにそびえ建っている。

　この『一いち之の瀬せ商しょう事じ株かぶ式しき会かい社しゃ』は、有名な総合商社だ。食糧、鉱物、繊維、運輸、インフラ、コンサルタント等々、この世の食べられる物から食べられない物まですべてを手広く扱い、ことごとく業績を伸ばし続けている。

　でも怖気づいてる場合じゃない。こんな大手に就職できるかもしれないなんて、めったにないチャンスなんだから。

　なんとか気を取り直して自動ドアを通り抜けた私は、エントランスに一歩踏み込んだところで、またウッと怯ひるんでしまった。

　ここって高級ホテル？

　シックなモノトーンを基調とした、見渡すほど広々とした空間は、落ち着きとグレード感に満ちている。でも透明度の高いアクリル板やガラス製のインテリアをあちこちに配置しているから、クリアな印象が強くて重々しさがない。

　応接コーナーやパンフレット棚には、高級感漂う木製の家具を使用していて、これがまたモノトーンな空間に絶妙にマッチしていた。

　さすが大手、センスがいい。

　流線型のカウンターに座っている美人受付嬢に説明を受けた私は、エレベーターで試験会場へと向かった。

　指示された階でエレベーターを降り、絨じゅう毯たんを踏みしめながら【試験会場は、こちら】の立て札に従って進んでいく。途中、すれ違う社員さんたち全員が、すごくエリートっぽく見えて萎縮してしまった。

　エントランスの印象とは一変して、オフィス部分は実務的で機能的な印象のデザインだ。レイアウトはそんなに入り組んでいるわけじゃないけれど、建物自体がすごく広いから、迷いそうで不安になる。

　どうにか【中会議室】と書かれたプレートの部屋の前までたどり着き、私は安堵のため息をついた。

　オズオズと扉を押し開けると、濃いグレーのカーペットの上にズラリと並べられた細長いテーブル席に、たくさんの受験者が座っている。

　大きな電子ボードの前に座っている、首に社員証をぶら下げた中年の男性社員と目がバチッと合って、私は身を縮こませた。

「成実、こっち」

　私の名を呼ぶ小さな声に振り向くと、瑞穂が手招きしている。

　そそくさと近づいて隣の席に座った私は、瑞穂とお互いの顔をくっつけるようにしてコソコソと話した。

「けっこうな人数が来てるね」

「だね。うちの社員だけじゃないみたい」

　会議室をそっと見渡せば、百人は越えているだろう応募者の中に、見知った顔がわずかに混じっている。どうやら、うちの会社の救済処置のためだけの入社試験ってわけではなさそうだ。

　甘かった。これだけの人数の中で、なんの特技も持たない一般事務の私が拾い上げてもらえる可能性なんて、ないに等しいだろう。ここ最近は食費を抑えるために、ずっと安売りのそうめんと特売卵ばかりの食生活を続けているけれど、当分そうめんとゆで卵の日々は続きそうだ。

　いかに採用されるかじゃなく、いかに麺つゆを工夫するかを真剣に考えている自分に気がついて、ゲンナリした。

　それもこれも全部、あの憎っくき社長のせいだ。いっそ呪われちゃえ！

　心の中で悶々と呪じゅ詛そを唱えていると、前方の扉が開いて、ひとりの若い男性が颯さっ爽そうと入室してきた。その人は居並ぶ受験者たちの真ん前に堂々と立ち、無言で会場内一人ひとりの顔をゆっくり端から眺めている。

　ひと目でオーダーメイドだとわかる、体のラインに綺麗にフィットした明るい紺色のスーツがパッと目を引いた。遠目からでも生地の高級感が伝わってくるし、見るからに品質のよさそうな革靴は、まるで今日おろしたてみたいな光沢を放っている。

　ネクタイだって、ノット部分のボリュームと全体の重厚感から見るに、あれは相当なお値打ち品だろう。

　不自然に手を加えた様子のない、サラサラとした自然な黒髪。左右対称の美を誇る整った目鼻立ちは、華やかさと同時に清廉さも感じさせる。人形のように端整な容貌だけれど、作り物のような印象を受けないのは、ひとえにその目に宿る意思の強そうな輝きのせいだろう。

「一之瀬部長、ちょうどお迎えにあがるところでした」

　試験官の社員がその若い男性に向かって言った言葉に、私は驚いた。

　この人、私とほとんど変わりない年に見えるけれど、この若さでこの大企業の部長職なの？　でもたしかに彼が身に着けている物は、大企業の重役クラスでもなければ到底手が届かなそうな高級品ばかり。それで苗字が一之瀬、ということは……きっとここの会社の社長の息子だ。じゃあ、次期社長？

　そう思った途端、私の心は濃いサングラスを装着したように色眼鏡で彼を見てしまう。

　この身に起きた悲惨な体験のせいで、どうも社長直系ボンボンは信用できない。とくに三代目あたりとか、絶対なにかやらかしそうな予感がする。なんの根拠もない勝手な思い込みだけど。

　でもそんなことより私は、さっきから妙に落ち着かなくなっている自分の気持ちに気がついて、困惑していた。

　なんだか、彼からずっと目が離せない……。

　なぜかは知らないけれど、不思議と彼に目が惹ひきつけられて、どうしても視線を逸らすことができないのだ。

　彼がすごいイケメンだから？　でも、そういったトキメキのたぐいとは違うような気がする。

　そして見れば見るほど、この不思議な感覚はどんどん強まっていく。

　なぜ？　この感覚はなんなの？　いったいこの人がどうしたの？

「そこのキミ」

　……ああ、ダメ。考えてもわからない。喉のところまで答えが出かかっている気がするのに。

「キミ、そこのキミ」

　せっかくテストのヤマが当たったのに、一夜漬けで覚えた年表が、寝不足のせいでどうしても思い出せない感覚にすごくよく似ている。絶対に絶対に、答えはわかっているはずなのに出てこない。この残念感がハンパない。

「おい、聞いてるのか？　キミ」

　眉間を指で押さえながら、目をつむって懸命に集中している私の肘を、隣の瑞穂がバンバン叩たたく。

　なに？　ちょっと考え事してるんだから静かにしてくれない？

「おい。さっきから眉間の肉を指で引っ張っているキミだ、キミ」

「……はい？」

「キミ、名前は？」

　顔を上げた私の目を、部長様がまっすぐ見ている。

　眉間の肉を引っ張ったままポカンとしている私に、この場の全員の視線が痛いほど集中していて、ようやく自分が置かれている状況に気づいた私は急いで立ち上がった。

「は、はい！　遠山成実です！」

「よし、採用」

　部長の表情と口調があまりに淡々としているせいで、言われている言葉の意味がわからなかった。

「……は？」

「採用だ。俺についてこい。仕事の内容を説明する」

　そう言ってさっさと扉に向かって歩き出した一之瀬部長の背中に向かって、試験官が慌てて声をかける。

「お待ちください一之瀬部長。これから試験を始めます」

「ああ、どうぞ始めてくれ」

「いえ、ですからその、部長からのご挨拶などはよろしいのですか？」

「全部任せる」

　一之瀬部長は振り返りもせず、扉を開けて会場から出ていってしまった。

　パタンと閉じられた扉を眺めながら、試験官をはじめ、全員揃そろって呆あっ気けにとられてしまっている。

　もちろん私も例外じゃない。直立不動のままポカンと口を開けて、部長が出ていった扉をじっと見つめていた。

　なんなの、これは？　あの人、私になんて言ったっけ？　採用？　採用って、私が入社試験に合格したって意味なの……？

　固まったまま身動きできない私の手を、隣の瑞穂がまたバシバシ！とひっぱたく。

「なにやってんの成実！　あの人行っちゃうよ!?　早く行かないと」

「行くって、誰がどこへ？」

「あの人、『ついてこい』って言ってたじゃない！　行かなくていいの!?」

　そこで私はようやく我に返った。

　なにがなんだか事情はぜんぜんわからないけれど、反射的にバッグを引っ掴つかみ、大急ぎで試験会場から飛び出して左右をキョロキョロする。

　どこ!?　どこ行ったのイケメン部長!?　……あ！

　廊下の数メートル先を歩いている部長を発見した私は、その後ろ姿を目がけて急いで駆け寄った。

「遅い」

　追いついた私をチラリと横目で見て、たったひと言。そして説明もないまま部長はまた歩き出す。

　置いていかれたらたまらないとばかりに、私も慌ててついていった。

「待ってください！」

「待たない。時間が惜しいんだ」

「そ、そうなんですか？　じゃあ、待たなくていいので歩きながら聞いてください」

　早歩きの部長の歩幅に合わせ、セカセカと忙しく両足を動かす。足の長さの違いは歴然だから、ついていくのもひと苦労だ。

「あの、どうして私が採用されたんですか？」

　ほぼ小走りの状態のまま、私は部長に向かって疑問を口にした。

「なにか不満があるのか？」

「い、いえ」

「だろうな。お前は就職したくて試験を受けたんだ。それで採用されたんだから、なんの不満もないはずだ」

　この人の言う通り、こんな立派な企業に採用されたことに対して不満なんてない。まるで宝くじ連番当選に匹敵するほどの奇跡的な確率だもの。けど、不満はないけど不安はあるの。たっぷりと。

「私は筆記試験も面接も受けていません。なのにどうして採用されたのでしょうか？　差し障りがなければ、ぜひその理由を教えていただきたいんです」

「そこにこだわる必要はない。俺がお前を取った。それだけだ」

「ですが……」

　なおも食い下がろうとする私の顔すら見ようともせず、部長は冷たく言い放った。

「俺の採用の判断に、お前は異議でも申し立てるつもりなのか？」

　少々、その不遜な言いざまにムッときてしまった。

　いや、もちろん、路頭に迷っている私を採用してくれたご厚意には、異議申し立てどころか心から感謝を申し上げたい。でも、なんにもしないまま、こんな大企業にいきなり顔パスで合格しちゃった私の身にもなってほしい。

　持って当然の疑問に対して、この人はなにも答えてくれないし。妙に口調がつっけんどんで、態度からも微妙な冷たさを感じるし。いつの間にか呼び方が、『キミ』から『お前』に格下げされているし。

　うまい話の裏側を勘ぐりたくなるような空気が、この高級スーツからプンプン漂ってくる。

　それにこの人は、なんといっても直系ボンボン三代目。……いや、四代目か五代目かもしれないけど。

　とにかく、過去に学んだ経験からして、無条件に信用してはいけない気がした私は、部長に向かってはっきり言った。

「私に採用試験を受けさせてください。その結果を見てから、採用するかどうかの判断を下してください」

　途端に部長がピタリと足を止めた。

　その背中にぶつかりそうになって、つんのめりながら私も慌てて立ち止まる。

　そのまま部長は一歩も動かず、なにもしゃべらず、四方から聞こえてくる各部署の活気あるざわめきの中で、ここだけ気まずい沈黙が流れた。なにもない廊下のど真ん中で無表情に立ち尽くす部長の姿を、周囲の社員たちは怪け訝げんそうに見ている。

　これはどうも、怒らせちゃったかな？

　内心ちょっとビクつきながら、私は背の高い彼の表情を斜め後ろから見上げた。

　少し長めのまつげに覆われた意志の強そうな黒い瞳と、スッと通った形よい鼻筋。整いすぎて冷たく見えがちな印象を、唇の温かな赤色が救っている。

　つくづく綺麗な顔立ちだなぁ。背も高いし、この人なら三代目社長にならなくても、モデルや俳優で立派に身を立てられそうだ。

　つい見み惚ほれていると、前を向いたままのその唇が、ようやく動いた。

「つまりお前は、俺の判断を跳ね退けるということなんだな？　なぜ自ら幸運を捨てようとする？　俺にはその考えが理解できない」

「私はただ、公正にしてほしいんです」

　この人が私を採用したのは、この人なりの正当な理由があるのかもしれない。でも私にはどうしてもこの状況を、『ラッキー』なんて素直に受け入れられない。

「公正？」

「はい。私も他の受験者たちと同じ条件で、試験を受けたいんです」

　失業保険も下りずに途方に暮れていた後輩も、あの試験会場にいた。実家に戻れば仕事があるけど、子どもを転校させたくないからとがんばっている先輩もいた。おそらく、胃に穴が開きそうなほどのストレスと戦いながら、一家の大黒柱として必死に就職活動している上司も。

　そんなかつての職場仲間たちを尻目に、このままホイホイ就職するなんてできない。

「みんなの目の前で、こんなひとりだけ抜け駆けみたいな形で採用されるのは嫌なんです。誰かが受かれば、誰かが落ちます。それは仕方がないけれど、それを堂々と納得するためにも、私はちゃんと試験を受けて入社したいんです」

「本当にそれでいいのか？　本当に後悔しないんだな？」

　そこで初めて部長は振り返り、まっすぐに私の顔を見下ろした。

　宝石みたいに綺麗な黒い瞳に見つめられて、一瞬ドキッとしながら私は言葉に詰まる。

　頭の中には、当選宝くじの券がヒラヒラ～っと風に舞って飛んでいくシーンが……。

　思わず喉から飛び出そうになる手をグッと堪えて、私はうなずきながら答えた。

「はい。後悔しません」

「わかった。じゃあこうしよう。お前の正式な採用は当分の間、おあずけだ」

「おあずけ？」

　小首を傾げる私に、部長は相変わらず淡々とした表情と声で告げる。

「それこそ文字通り、試験採用扱いだ。その間、俺の役に立てたら正式採用。俺のお眼鏡にかなわなければ、採用は白紙だ」

「…………」

　それでは結局のところ、私は未試験のまま、ということなんだけれど、納得しろと？

「俺は譲歩した。これ以上ゴチャゴチャ言うな。わかったな？」

　どうにもその俺様気質が漂う物言いは引っかかるけれど、こうまできっぱり断言されてしまってはうなずくしかない。

　すると部長は、納得した私に気をよくしたのかフッと笑顔になった。途端に彼の全身に漂う無愛想な印象が消え去って、人懐っこい顔つきに変わる。そして、なんだか少し楽しそうな声で言った。

「強情そうな顔をしているな？　明らかに意に沿わないといった表情だ」

「あ、いえそんな……」

『そんなことはありません』とはっきり言えばいいのだろうけれど、そんなことはあるので、言えない。

　私の性格が意地っぱりなのも、この件に心から納得していないのも事実だもん。

　返答のしようがなくて、部長の顔から視線を逸らす私に、部長は突然改まった口調で告げた。

「筆記試験も面接も、そんな物は必要ない。俺に必要なのはお前自身なんだ」

　私は思わず顔を上げた。

　今の言葉がちょうど耳に入ったらしい、近くを歩いていた社員たちも足を止めて、驚いた顔で私たちを見ている。

『俺に必要なのはお前自身』？　な、なにそれ？

　まるで口説き文句のようなことを言われて、さすがに心臓がドクンと高鳴る。自分の頬がほんのり赤らんでいくのを自覚しながら、止められない。

　部長はふざけているような様子もなく、真面目な顔でそんな私を見下ろしている。

　少しの間そうして私と見つめ合い、「行くぞ」とひと言告げたかと思うと、踵きびすを返してまた早足で歩き出した。

　私は慌てて部長の背中を追いかけながら、速いリズムを刻む鼓動を落ち着かせようとして、そっと手で胸を抑える。

　さっきのセリフはどういうこと？　深読みする気はないけれど、ちょっと意味深じゃなかった？　まさか、まさかとは思うけれど……この人、私に一目惚れして、それで私の採用をあの場で即決したんじゃ？

　そう思った瞬間、胸の奥がますますドキドキしてきてしまって、慌てて息を整える。

　ま、まさかそんなことないって。それはさすがに自意識過剰。だって私はこんなイケメンに一目惚れされるような美人なんかじゃないもの。……でも、だとしたらさっきの部長のセリフは、どう受け取ればいいの？

　部長の後ろ姿を見つめながら、私はもう一度、自分の心の中の疑問と向き合った。

　やっぱり私、なぜかこの人のことが気になって仕方ない。この気持ちはなんなのだろう？

　落ち着かない鼓動と、答えの見つからない疑問を心の中で何度も反はん芻すうしながら、私は食い入るように高級スーツの背中を見つめ続けた。










プロジェクトとパーティードレス




「あの、部長。質問してもよろしいですか？」

「なんだ？」

「これから私たち、どこへ行くのでしょうか？」

　私は部長の背中にそう問いかけながら、我ながら実に的を射ている質問だと自画自賛してしまった。

　この質問は、私たちが向かっている場所に対する疑問でもあり、この不可解な現状に対する今後の先行きへの不安も同時に示している。

「会議室だ。今ちょうど責任者会議をしている」

　よほど急いでいるのか、部長の歩くペースはまったく落ちない。

「会議？」

「俺が手がけている、地域開発プロジェクトの会議だ。新規造成型のニュータウン構想で、対象地区のインフラ整備に、商業施設や医療施設の充実、それらに伴う人口増加を十数年弱の短期計画で目指している」

　部長がちょうどそう言い切ったとき、私たちはひとつの扉の前に立っていた。

　ノックもせずに扉を開け、部長は部屋の中にスタスタと入ってしまう。

　大きく開け放たれた扉の向こうに、明るいクリーム色の壁と、薄いブルーのカーペットが見えた。白の地に鮮やかな黄色いラインが大胆に走ったテーブルが、室内の印象をさらに明るくしている。

　十人掛け程度のそのテーブルの席についている、首から社員証を下げた数人の男女の視線が部長に集中した。そして次に、それらの視線が一気に私に流れる。

　明らかに『あなた誰？　ここになんの用？』と全員に目で問われて、私は恐縮して視線を下げてしまった。

「なにをしている。グズグズしないで早く入ってこい」

　なにやら小難しそうな情報がカラフルに映し出されている電子ボードの真ん前で、部長が私を見ながら急かした。

「あ、はい。失礼します」と挨拶して、私は廊下から一歩だけ中に踏み込み、ゆっくりと頭を下げる。

　どうやら見た限りでは、ここにいる顔ぶれは全員、それなりの役職らしい。男性社員も女性社員も推定年齢四十～五十代。皆さんなかなか高価そうなスーツに身を包み、ネクタイやら腕時計やらの小物もそれぞれ洒落ていらっしゃる。

　失礼があってはいけないと、ことさら丁寧にお辞儀をした。

　とりあえず言われた通りに入ったはいいけれど、自分がなんの理由でここにいるのか皆目見当もつかず、緊張しながらその場に立ち尽くす。

「そんな所でなにを突っ立っている。ここへ来い」

「は、はい」

　私が隣に立ったのを確認した部長が、テーブルの面々に話し始めた。

「席を外してすまなかった。みんなに紹介しよう。彼女は本日の採用試験に合格した遠山成実だ」

「遠山成実と申します。よろしくお願いします」

　自分の足先が綺麗に揃っているのを確認しながら、私は再び頭を下げて挨拶した。

「今日から彼女は、この責任者グループの一員だ。とくに私の全面サポートをしてもらう」

「はい!?」

　深々とお辞儀をしていた私は、素すっ頓とん狂きょうな声を上げながら勢いよく頭を上げた。

　責任者グループの一員!?　全面サポート!?

　席についている面々も寝耳に水な話だったらしく、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をして部長を見ている。

「遠山、彼らはプロジェクトの各チームの責任者たちだ。これからお前には彼らと一緒に仕事をしてもらう。では、行くぞ」

「は!?　い、行くってどこへ!?」

　しかし部長は、言うだけ言ってその後始末もしないまま、部屋からサッサと出ていこうとする。

　さすがに私は裏返った大声を出してしまった。

「ちょっと待ってくださいよ！」

「なんだ、どうかしたか？　……ああ、そうか。それぞれ自己紹介できればいいんだが、あいにく今日は時間がないんだ」

　いや、そこじゃなくて！

　心の中で思いきりツッコむ私の耳に、狼狽した声が次々と聞こえてくる。

「一之瀬部長！　それはどういうことでしょうか!?」

「今日入社したばかりの新人社員を、この責任者グループに加えるとおっしゃるのですか!?」

「しかも部長のサポートですか!?　どういったお考えからのご判断か、お聞かせください！」

　言いたいことを代わりに全部言ってもらった私は、全力で首を縦に振った。

「私の一存での決定事項だ。では遠山、行くぞ」

　部長はみんなの困惑ぶりも、どこ吹く風といった様子で短く言い切り、私を促す。

「ですから、どこへ!?」

「パーティーだ」

「パ……!?」

　私は口を開けたまま絶句してしまった。

　どうしてここでパーティーという単語が出てくるのか、まったく意味がわからない。

「我が社の会長、つまり私の祖父の誕生パーティーがこれからホテルで開かれる。お前には私の同伴者として出席してもらう。つまりお前は、私のパートナーだ」

　もはや、開いた口が塞がらない。私には目の前のこのイケメンが、まるで異星人に思える。

「ということで中座してすまないが、後はよろしく頼む。さあ遠山、急げ。パーティーまでに済ませるぞ」

　すっかり混乱している私の様子など意にも介さず、部長は壁にかかっている時計にチラリと目をやった。

「なにを、ですか？」

「買い物だ。私がお前にドレスと靴とアクセサリーを買ってやる。どうせ持っていないんだろう？」

　そう言って部長は、急ぎ足で部屋を出ていった。

　その場に縫いつけられたように立ちすくむ私を、責任者の面々が、なんとも表現不能な目つきで眺めている。

　身の置き所のない私は、誰ともなしにブンブン頭を下げながら逃げるように部屋を飛び出し、前方に見える部長の背中をほぼ全力疾走で追いかけた。

「ちょっと待ってください、部長！」

「なんだ？　どうした？」

「なんで私があなたに、ドレスと靴とアクセサリーを買ってもらうことになるんですか!?」

　追いついた背中は、相変わらずのマイペース。動揺する私の心情も歩幅もいっさい考慮なしでスタスタと先に進んでいく。

「お前に自前のドレスがあるのか？」

「ないですよ！」

「じゃあ、ないものは買うしかないだろう」

　そういうことじゃなくて！

　私は息を切らしながら、自分の髪の毛を掻かきむしりたい心境だった。

　ああ、この人と私って、とことん相性が悪い気がする。まったく意思の疎通ができていない。

「なぜ私がそんなセレブなパーティーに、しかも部長のパートナーとして出席するのかって聞いているんですが！」

「お前が俺のプロジェクトのサポート役だからだ」

「だから、そもそも私がサポート役ってところからして、おかしくないですか!?」

　興奮して声高になる私とは対照的に、部長の声は腹が立つほど冷静だ。

「俺の役に立たなければ採用は取り消しと言ったはずだ。もう忘れたのか？」

「覚えてます！」

「お前が役に立つかどうかを見定めるためには、一緒に仕事をするしかないだろう。お前は公正に扱われるのが好きなようだから、公正な状況を作ったまでだ。理に適かなっているだろう？」

　私はもう、その場にヘナヘナとしゃがみ込んでしまいそうだった。

　やっぱり私の認識は正しかった。賭けてもいい。この人は絶対、〝地球は自分を中心に回っていると信じて疑わない系ボンボン三代目〟に違いない。

　ああ、これってなんの因果？　ボンボンの呪い？　あの憎っくき社長をずーっと呪ってたから呪詛返しでもされちゃったの？　それともひょっとして、これは私が見ている悪夢？　きのう食べたゆで卵が傷んでて、うなされているとか。

「駐車場に車を待たせている。急げ」

　そう言って部長は、近場のエレベーターの前で立ち止まった。

　先に並んでいた社員たちが驚いた顔で振り向き、居心地悪そうな様子で、さりげなく別のエレベーターに向かって移動する。

　普段の部長は、きっと直通エレベーターしか使用しないのだろう。彼らは一般エレベーターの前に平然と立っている部長と、変な低級霊にでも取り憑つかれたような顔をしている私との組み合わせを、さも珍しそうにチラチラ眺めている。

　エレベーターの扉が開いて中に乗り込み、地下の駐車場で降りた私は、部長と一緒に靴音をカツカツ響かせながら移動していくうちに、だんだん達観してきた。

　もうこの部長にあれこれ質問するのも、この状況を私の常識の範囲で理解しようとするのも、あきらめよう。だってしょせん、この人は恐怖の直系ボンボン三代目。悪いことって続くって言うし、トランプのババ抜きで連続してババ引いちゃったようなものだ。これも我が身の不運とあきらめるしかない。

　脱力しながら部長の後についていくと、駐車場の一角に大きな黒い高級車が数台並んでいるのが見えてきた。

　そのうちの一台に寄り添うように、ふたりの男性が並んでいる。ひとりは白手袋を両手にはめた運転手らしき中年の男性。もうひとりは私より少し年上程度の、メガネをかけた男性だった。

　彼らは私たちが近づくのを待ちかねていたように、丁寧に腰を折ってお辞儀をする。

「一之瀬部長、お車の用意ができております」

　低いけれども聞き取りやすい声のメガネの男性に、部長がうなずいた。

「待たせたな。急いでくれ」

「承知いたしました。購入する店は私の判断でよろしいでしょうか？　ご希望の店がございますか？」

「任せる」

　部長と若い男性の会話を聞きながら、私は目の前の車に目が釘くぎづけだった。

　車にまったく興味も知識もない私でも、ひと目でわかる事実がある。

　すっごく高そう……。

　大きくて真っ黒な車体は曇りひとつなく磨き上げられ、表面に水の膜でも張っているのかと思うほどツヤツヤ光っていて、ヘタな人間よりも威風堂々とした風格が感じられた。

　メガネの男性が慣れた仕草で後部座席のドアを開け、部長が中に乗り込む。

　当然のように助手席のドアを開けようとした私をメガネの男性が制した。

「いえ、助手席には私が。遠山さんは一之瀬部長のお隣にお座りになってください」

「え？　でも」

　私は思わず彼の顔に見入った。

　初対面の相手にいきなり名前を呼ばれたことにも驚いたけれど、私がこんな立派な高級車の後部座席に座るの？

『分不相応』とか『おそれ多い』という単語が頭に浮かんで、怖気づいてしまう。

　そんな私の様子を見たメガネの奥の目が、穏やかに微笑んだ。

「牧まき村むらと申します。一之瀬部長の秘書を務めさせていただいております」

「あ、遠山成実です。よろしくお願いします」

「おい、ふたりとも自己紹介は後にしてくれ。遠山、いいから早く乗れ」

　部長に急かされ、私はおっかなビックリ車内に乗り込んだ。そして目玉をグルリと動かしながら、口の中で小さく「うわー」と感嘆の声を上げる。

　さすが高級車。立派なのは外見だけじゃない。ゆったりとした座り心地のいいシートから漂う香りは、最高級本革独特の、あの憧れの香り。ついナデナデして本革の感触を楽しんでしまう。

　内装も、豪華というか剛健というか、フロント部分のハンドル仕様や並ぶ計器の見た目からして圧巻だ。内側のドアハンドルや、ドアロックのノブに至るまで、一般車とは明らかに物の出来が違う。足もとのマットの感触まで心地いい。

　カボチャの馬車に乗ったシンデレラって、こんな気分だったのかな？

　だけど、そんな高揚感と緊張感が入り混じったドライブは、そう長くは続かなかった。

　すべるように快適に走る車は、会社を出てからほんの十分少々で大通りから逸れた道に入り、裏道で停止した。でも周囲には、お店の影も形も見えない。

　てっきりどこかの高級ブティックにでも行くのかと思っていた私は、首を傾げた。

　牧村さんと運転手さんが車のドアを開けてくれて、部長と私が降りた瞬間、すぐ目の前の地味な建物の扉が開いて人影が見えた。計ったようなタイミングで現れた、黒いノースリーブのシンプルなワンピースに身を包んだ中年の女性が、美しい姿勢で私たちにお辞儀をする。

「一之瀬様。本日はようこそお越しくださいました」

「急ですまない。彼女だ。頼む」

「承知いたしました。こちらへどうぞ」

　その女性に案内されて、私は部長と牧村さんと一緒に建物の中へと入っていった。

　この建物、いったいなんなのかな？

　素直に同行しながらも疑問はますます深まっていく。

　ひょっとしたらどこかのお店の裏口かと思ったけれど、そんな感じは見受けられない。一本の狭い廊下の左右に、味も素っ気もない扉がいくつも並んでいるだけだ。

「どうぞお入りください」

　扉のひとつをワンピースの女性が開けてくれて、その先に見えた光景に私は息をのんだ。

「いらっしゃいませ」

　薄いグレーのスーツに身を包み、白い手袋をはめた女性たちがズラリと横一列に並んでいる。彼女たちはまるでシンクロナイズドスイミングのように、完璧に同調したお辞儀を披露してくれた。

　でもなによりも私は、扉一枚を隔てた別世界に目を見張ってしまった。

　床一面が大理石。複雑で神秘的なマーブル模様が、まるでスケートリンクのような光沢を放っている。壁紙の織布は雪のように真っ白で、縁に施されている金糸の模様がとてもよく映えていた。

　応接セットのテーブルとイスは、艶やかで重厚な木製品。手の込んだ掘り込み模様がなんとも豪勢だ。天井のシャンデリアの、クリスタルとゴールドの絢けん爛らんな輝きにも目を奪われてしまう。

　まるでホテルのスイートルームに迷い込んでしまったような錯覚を覚えて、私は目をパチパチさせてしまった。

　そんな小市民丸出しの私を尻目に、部長はさっさとイスに腰かけ、「よろしく頼む」と言ったきり素知らぬ顔でコーヒーを飲み始めた。

　黒いノースリーブの女性が心得たように微笑みながら、「ではお嬢様、こちらへどうぞ」と歩きながら私を促している。

　美しいドレープの緑色のカーテンの向こうに、アンティーク調の鏡やイスが置かれたフィッテングルームが設置されているのが見えた。

　でも私、実は大理石の床って苦手なんだよね。あまりにもツヤツヤしすぎて、すべって転んで頭打ったらどうしよう、とか余計なこと考えちゃうんだもん。

　おっかなびっくりノースリーブの女性に歩み寄ると、彼女は極上の笑顔で優しく話しかけてきた。

「清せい楚そなデザインがお嬢様のお好みだと、一之瀬様からお聞きしました。勝手ながらこちらで数点ご用意させていただきました」

　はあ？　誰が、なんのデザインをお好みだって？

　そんなセリフはひと言も言った覚えはないけれど、ここで話をややこしくする勇気も気力もない。私は手渡された衣装を手に、素直にフィッティングルームへ入った。

　ゆっくりとカーテンが閉められて、外界から一応遮断された狭い空間にホッとする。

　ああ、なんだかもう、豪華な敵城にひとり取り残された捕虜みたいな心境だ。

「時間がないんだ。急げ」

　やっとひと息ついていると、カーテンの向こうから部長の素っ気ない声が聞こえてきた。

　はいはい。わかってます。でも汚したり傷つけたりしたら大変だから、そーっと。そーっと。

「まだか。早くしろ」

　わかってますってば！　少しはこっちの身にもなってください！

　プンプン憤りながら着替えを終えた私は、鏡に映った自分の姿を確認した。

　膝丈より少し短めの、Ａラインのノースリーブドレス。オフホワイト一色の胸もとと裾に、真珠のようなビジューがお揃いで散りばめられている。

　これ……お高いんだろうな……。

　すごくシンプルな服だけど、発せられる威圧感がすごい。女なら誰でも嗅ぎ分けられる風格の違いが、このドレスから醸し出されている。

　こんな状況ではあるけれど、やっぱり私も女だから、心がふわふわ華やいでしまった。

　ただ、服と自分が見事に釣り合っていないのが非常に悲しい……。

「お嬢様、よろしいでしょうか？」

「あ、はい。大丈夫です」

　完全に衣装負けしている自分の姿に嫌気がさしていたら、カーテンがゆっくりと開けられた。

　恥ずかしくてうつむく私の姿を、応接コーナーの部長と牧村さんが真面目な顔で凝視している。

「お似合いですよ。とてもかわいらしくていらっしゃいます」

　ノースリーブの女性が明るい声でお世辞を言ってくれた。

「牧村、これじゃちょっと若すぎないか？」

「そうですね。全体的に受ける印象が幼いようですね」

　部長も牧村さんも、まるで品評会に出展された品を審査しているみたいに真剣な顔で、私の全身を眺めている。

「次、頼む」

　ノースリーブの女性がうなずいて、隣に控えていたスーツの女性に目配せをする。

　その人が持ってきてくれた別の衣装を受け取って、私はまたカーテンの奥で着替えた。

　今度の衣装は、膝丈のＶネックのドレス。涼しげな水色と白の衣装で、腰から下のシフォンが綺麗なドレープを作っている。胸のラインに沿うような、波しぶきを模したラインストーンがとても綺麗だ。

「胸もとの色気が余計だな。次」

　なかなか部長のお気に召さず、私は次々と着替えさせられる。

　まるで着せ替え人形のような扱いに、顔には出さないけれど私はちょっぴりご立腹モードだった。

　私の意見は無視？　もちろん買っていただく立場で言えることじゃないのはわかっているけれど、ちょっとくらいはお義理でも、『どうだ？　気に入ったのはあるか？』くらいは言ってくれてもいいのに。これじゃまるで、意思を必要とされていないマネキン人形みたい。

　そんな着せ替えごっこの果てに、やっと部長がお気に召したのは、ちょっとクラシカルな感じのサックドレスだった。やわらかな光沢を放つペールグリーンのシルク生地を、同色のシフォンがふわりと覆っている。袖の小花飾りがとても清楚でかわいらしくて印象的だ。

「これだな。このドレスが最適だ」

　少々イラつきが見え始めていた部長の表情が、このサックドレスを着た私の姿を見た途端にパッと明るくなった。

「となると、パンプスはこちらがお勧めです。バッグはこのタイプがよろしいかと。アクセサリーは、シンプルなパールがお似合いと存じます。ストッキングは――」

　女性たちがまるで精密機械のように、あれよあれよという間に小物を揃えていく。

　上品なシャンパンベージュのパンプスと、お揃いの色のパーティーバッグ。ほんのりピンク色が愛らしい、短めのパールネックレス。ナチュラルベージュの、見えない部分に繊細なレースが施されているストッキング。

　その全部に部長のＯＫが出て、私は「それっ！」とばかりに隣の部屋へ連れていかれた。

「初めまして～。お待ちしてました。ヘアメイク担当のマモルです。よろしくお願いします～」

　隣の部屋では、短髪でちょっと面長の中年男性が笑顔でお出迎えしてくれた。かわいく小首を傾げながら片手をヒラヒラさせる仕草は、紛うことのないおねえキャラ。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「んま、キチンとご挨拶のできるお嬢さんなのね。さあ、時間がないから急ぎましょ」

　背中を押されるようにして洗面台の前に連れていかれ、自前のメイクを手早く落とされた。それから鏡の前に座らされ、メイクが始まる。

「ナチュラルで控えめにってご要望だから、華やかさよりも清楚な可か憐れんさをコンセプトにしていきましょ」

　そう言ったマモルさんの男らしく骨ばった手が、意外なほど繊細に私の顔の上を動き回る。まるで蝶ちょうがヒラヒラ舞っているみたいで、思わず指の動きを目で真剣に追ってしまった。

　ベースメイクもアイメイクもリップも、何種類もの色を使って絵画のように緻密に塗り重ねていく。そしてできあがったお顔はとても自然で、生き生きとした愛らしさにあふれていた。

　いつもの私とは別人の顔。驚くことに、輪郭や目鼻立ちの高低差からして違う。

　これがプロの技なんだと心底感心したけれど、マモルさん自身はできあがりが少々不満らしい。

「パーティーメイクにしては、やっぱりちょっと地味かしらねえ」

「そんなことないです！　とても素敵です！」

「あら、そおぉ？　うふ、じゃあ次はブローするわよ」

　セミロングの髪はあっという間にブロッキングされ、スタイリング剤が吹きつけられて、ドライヤーとヘアブラシでテキパキとブローされた。

「本当ならアップにしたいんだけど、あなたの恋人から『ナチュラルストレートで』ってご要望があったのよ」

「え？　恋人？」

「あ、動かないで」

　思わず振り返りそうになった私の頭を、マモルさんが慌てて手で押さえた。

　恋人って誰？　自慢じゃないけど私、恋人なんてここ一年以上お目見えしていないんですけど。ひょっとして、部長のことを勘違いしてるのかな？

「うらやましいわあ。あんな素敵な男性が恋人だなんて。私、嫉妬しちゃうわ」

「あの、違います。一之瀬部長は上司なんです。私はただの部下です」

「んまあ、なに言ってるの？　ただの部下にここまでする物好きなんていないわよ」

　マモルさんがタレ目をキュッと細めて、冷やかすように笑った。

　人の警戒心を解かせるような、すごく人懐こい笑顔に私の気持ちも緩んで、ついお口が軽くなってしまう。

「お金持ちの御曹司の気まぐれなんじゃないですか？」

「御曹司だからこそ、気のない女性にここまでの待遇なんてしないわ。勘違いされてつきまとわれたら、立場上大変なことになるもの」

　マモルさんはそう断言する。

　それって他人の目から見ても、これは常識外れなほどの厚待遇ってことだよね？

　そう考えた途端にまた、『もしかして』なんて自意識過剰な考えが頭をよぎって、勝手に胸がドキドキし始めてしまった。

　そんなはずないってことくらい、自分でもちゃんとわかってる。でも、正直少しだけ高揚感を感じている自分の心が恥ずかしくて、私はわざと強めにもう一度否定した。

「つきまとったりしませんよ。私、本当にただの部下ですもん」

「じゃあ『キミをただの部下とは思っていない』って、彼からのアプローチなんじゃないの？　うらやましいわあ」

　マモルさんのその言葉に、私の心はまたまた反応してしまう。

　下世話な話だけれど、このドレスとかの支度金だって相当な額になるはずだ。部長にとってはこんなのお小遣い程度の金額なのかもしれないけれど、でもだからといって、部下の女性全員にホイホイこんな待遇なんて与えないだろう。

『筆記試験も面接も、そんな物は必要ない。俺に必要なのはお前自身なんだ』

　部長の言葉が脳裏によみがえり、私は思わず頭をプルプル振って、「だから動かないの」とマモルさんに叱られてしまった。

　ようやくブローを終えて、ツヤツヤのサラサラヘアになった私は、部長と牧村さんの待つ隣室へと移動した。

「お嬢様、お似合いです」

「さすがは一之瀬様がお連れになったお嬢様ですね。とても素晴らしいですわ」

　衣装もヘアメイクも万端整った私を、お店の人たち全員が晴れやかな笑顔で褒め称えてくれる。

　ああ、完璧にお世辞とわかっていても、顔が喜びに緩んでしまうのを止められない。どうして女って、この手の賞賛に弱いのかな？

「本当に素敵だわあ。でもね、一之瀬様。せっかくのパーティーなんですから、もうちょっとお嬢さんのメイクを華やかに――」

「いや、いらない」

「そ、そうですかあ？」

　バッサリ切って捨てられて、マモルさんはガクッと意気消沈した。

　部長は真面目な顔で、私を頭のてっぺんから足の先までジロジロと見つめている。

　こうなるとつい反発したくなるのが意地っぱりな私の悪い癖で、負けじと部長を見返していると、そんな私を見た部長の表情が不意にふわっと優しく変わった。

「……とても、似合っているよ」

　――トクン……。

　その恥ずかしげな声のトーンに私の胸は大きく高鳴り、うろたえた。

　な、なんなの？　その豹ひょう変へんぶりは。今まであんなに無愛想だったくせに、いきなりそんな優しい言葉をかけるなんて反則！　ひ、卑ひ怯きょうだ！

　心の中でブチブチ文句をつぶやきながら、動揺を隠すようにうつむいたけれど、波打つ動悸は止まらない。

　マモルさんも女性店員さんたちも、みんな心から微笑ましそうに私と部長を見つめている。

　それがまた恥ずかしくて、『違うんです、そうじゃないんです』と心の中で懸命に否定しながら焦りまくっていたら、部長が店員さんたちの顔を一人ひとり見ながら声をかけた。

「急がせてすまなかった。急な話で大変な思いをさせてしまった」

「とんでもございません。一之瀬様、お嬢様」

「またいつでもお声をかけてくださいませ。心よりお待ち申し上げております」

　ノースリーブの女性と、アシスタントリーダーらしきグレースーツの女性が、お作法のお手本にしたいくらい綺麗な動作でお辞儀をした。

「お嬢さん、またヘアメイクしに来てね～」

　マモルさんがタレ目をニコニコさせて、明るく手を振ってくれる。

　その懐っこい笑顔につられて、私も心からの笑顔を返した。

　たぶんここはセレブご用達の隠れ家的なお店なのだろう。こんな高級な所にもう二度と来る機会なんてないだろうけれど、こうして来られてよかった。いい思い出になる。

「部長、もう会場へ向かいませんと」

「そうだな。行こう」

　牧村さんに促され、部長がそっと私の背中に手を添えた。

　その感触にまた私の心が敏感に反応して、ふわふわと泡立ってしまう。

　来たときとはまるで違う気持ちで、私はドギマギしながら店を後にした。










三代目ボンボンじゃ……ない？




　道路が混雑していたこともあって、某有名ホテルに到着するまで多少時間がかかってしまった。

「一之瀬部長、申し訳ございません」

「私の責任です。申し訳ございません」

　どうやら誕生パーティー開始の時刻はもう過ぎてしまっているらしく、牧村さんと運転手さんが平謝りしている。

「いや、もとから時間が押しているのはわかっていたんだ。ふたりの責任じゃない」

　私は部長と牧村さんと一緒に急ぎ足で正面ホールを抜け、一階の会場へ向かった。

　受付を顔パスで済ませて会場の扉を開くと、きらびやかで華やかなパーティーの様子が目の前に広がっている。

　床や壁に和風で優美な木目材を用いながら、斬新で大胆なデザインの照明を取り入れた大きな宴会場は圧巻だった。立食パーティー形式で、大勢の着飾った招待客が飲み物片手に自由に歩き回っている。女性客のドレスや着物の色鮮やかな装いが、まるで花々のようだ。

「一之瀬部長、まずは会長にご挨拶をいたしませんと」

　こんな立派なパーティーは初めてで、ここに立っているだけで緊張している私とは違い、牧村さんは慣れた様子で部長をサポートしている。

「そうだな。お祖父様はどこだろうか」

　ネクタイのノット部分に軽く手を当てながら、部長が周囲を見回した。

　正面奥にステージが設置されているけれど、そこには誰もいない。

　会場内ではあちこちに小グループができあがっていて、それを構成している人員が、まるで細胞分裂みたいに目まぐるしく入れ替わりをしている。全員どこかの有名企業のお偉いさんとか、各界の主要人物とかなのだろう。幅広い年齢層の男女が、ひたすら紹介と雑談を繰り返しては移動していた。

　とはいえ、各界のトップばかりが招待されているらしい会場内には、さすがに私と同年代の若い客人は少ない。それでも幾人かは若い男性がいて、いつの間にか私は彼らの注目の的になっているようだった。

　こんな格好をしている私が一般庶民だとは夢にも思っていないらしく、あちこちの御曹子らしき紳士たちが意味深な微笑みを向けてくる。しかもそのうちの何人かが私に声をかけようと近寄ってくるのが見えて、ドッと冷や汗をかいてしまった。

　すると部長がすかさず私の背に腕を回し、牽けん制せいするような微笑みで彼らを見返す。

　その凄みの効いた微笑みに撃沈され、紳士たちは次々と私から視線を逸らして退散してしまった。

　ホッとするのと同時に、そんな頼りがいのある部長の堂々とした態度に、不覚にもドギマギしてしまう。

「一之瀬部長、あちらに社長ご夫妻と弟さんがおられます」

　牧村さんの声に振り向くと、ステージ脇辺りに小さな人だかりができていた。

　その中心で優雅に微笑んでいる夫妻と、私よりもちょっと年下らしき男性の姿がひと際目立っている。

　私は、会社情報の役員一覧に載っていた写真を思い出した。

　あの人は一之瀬商事株式会社の社長、一之瀬直なお一かず氏だ。じゃあ、あれは社長夫妻と次男。つまり部長のご両親と、弟さんってことか。

　社長はヒョロッと背が高くて痩せ気味で、あまり貫録があるタイプには見えない。大企業のトップというより、気のいい近所のオジさんという形容がピッタリくる。

　逆に社長夫人のほうはふっくらと貫録があって、仕草ひとつ見てもたしかな自信に満ちあふれている。

　私は社長夫妻の平凡な容貌と、部長の整った容貌とをこっそり見比べた。

　あの夫婦から、この部長が生まれたのかぁ。部長って、きっと突然変異体みたいなものなのね。だって弟さんのほうは、お母さんに瓜うりふたつだもん。

　そんなことを考えていると、どうやら弟さんが部長に気がついたようで、シャンパングラスを片手にこちらへ向かって歩いてくる。そして自分よりだいぶ背の高い兄と向かい合い、露骨に不機嫌そうな口調で言った。

「一之瀬部長、遅いぞ。なにをしていたんだ？」

「申し訳ありません。専務」

　……はい!?

　私は思わず、弟に丁寧語で謝罪する部長の顔を見上げてしまった。

　兄が弟に向かって『専務』？　弟が兄に向かって『部長』？

　私の聞き間違いじゃなかったら、たしかにお互いをそう呼び合っていた。

　え？　なんで兄のほうが部長で、弟のほうが専務？

　混乱している私の目の前で、『専務』と呼ばれた弟さんが続けざまに兄を叱責した。

「主催者側から遅刻者が出るなど、みっともない。気が緩んでいる証拠だね」

「はい。大変失礼しました」

「まったく情けない。ちゃんと責任を感じてもらわないと困るよ」

　クドクドと部長を叱責する専務を、私は眉間に皺を寄せながら穴が開くほど見つめた。

　どう見てもまだ二十歳を少し過ぎたくらいだから、間違いなく部長の弟のはずだ。なのに、なんなの？　自分の兄に対して、はたから見ていて不愉快になるほど偉そうなこの態度は。

「前々から思っていたけど、どうやら部長は社会人としての自覚に欠けているようだね。そもそも――」

「直なお一いち郎ろうさん。直なお哉やさんへのお小言はそれくらいにしなさい。今日はお祖父様のお祝いですよ？」

　弟のしつこい叱責を、穏やかな女性の声が遮った。

　いつの間にか社長夫妻が、私たちのすぐそばに来ている。社長は困惑したような表情で、そして夫人はふくよかな顔をニコニコさせながら、涼しげな睡すい蓮れん柄がらの着物姿で立っていた。

「直哉さんだって遊んでいて遅れたわけじゃあないんでしょう？　そうよね？　直哉さん」

「申し訳ありませんでした。お母さん」

　軽く目礼しながら謝罪する部長の態度は、母親に対してというよりもまるで上司に接しているように見える。

「ほら、直哉さんもこうして謝っているんだから許してあげなさい。直一郎さん」

「やれやれ、お母さんは部長に甘いなあ。ひょっとして部長に気をつかっているんですか？」

「直一郎、ここは会社内じゃないんだ。兄を役職名で呼ぶのはやめなさい」

　社長がたしなめると、弟さんは外国人みたいに大げさに肩をすくめて黙った。

　社長夫人が、私と牧村さんの存在に初めて気がついたように「あらぁ？」と声を上げる。

「牧村さん、お久しぶりねえ。いつも直哉さんがお世話になっています」

「奥様、お久しぶりでございます」

　牧村さんは三人に向かって、膝と頭がくっつきそうになるほど深く腰を折った。

「一之瀬部長が遅れましたのは、完全な私の手落ちでございます。申し訳ございません」

「んまあ、そんなこと、おやめになって。まるで私がイジメてるみたいに見えてしまうわ。ほほほ」

　社長夫人は口もとに手を当て、軽やかに笑い声をたてる。

「もう誰の責任とか、そんな話はおしまいにしましょうね？　……ところで」

　綺麗に手入れされた指先を頬に当て、夫人はニッコリ微笑みながらクィと首を動かした。

「そちらのお嬢さんは、どちら様？」

　私はギクッとして、ヘビに睨にらまれたカエルのように固まってしまった。

　社長や弟さんも私のことを怪訝そうな目で見ているし、天下の一之瀬ファミリーの視線にさらされて、どう対処すればいいのかわからない。

「は、初めまして。遠山成実です。あの、私は……」

　とりあえず名前だけは名乗ったけれど、この後はなにを言えばいいのやら。

　なぜ自分がこの場所にいるのか自分でもよく理解できていないのに、他人に説明なんてできっこない。

「彼女は、私のプロジェクトのチームに参加した社員です」

　おろおろしていたら、横から部長が助け舟を出してくれた。

　するとまた弟さんが片眉を吊つり上げながら部長に突っかかる。

「〝私の〟プロジェクト？　兄さん、あのプロジェクトを統括しているのは僕なんだけど？」

「あら、プロジェクトの統括？　まあ、直一郎さんはもうそんな立派なお仕事を任されているの？」

「えぇお母さん。お祖父様が発案された大きなプロジェクトなんですよ」

「んまあ、お母さん、うれしくてお鼻がピノキオさんになってしまうわあ」

　母と息子が仲よく笑い合っている隙を狙って、部長が社長に声をかけた。

「お父さん。お祖父様にご挨拶をしたいのですが、どちらに？」

「今は控え室で休んでいるよ。先にあちらのお客様方へご挨拶を済ませなさい」

　夫人と専務の仲睦まじい様子を静かに眺めていた社長が、会場の中心に集まっている、ひときわ大きな人だかりの方を見ながら部長に促した。

　なんだか社長、意識して部長から視線を逸らしているように感じるのだけれど、私の気のせいかな？

「あ、そうね。直哉さん、お母さんがあなたを皆さんに紹介してあげますからね」

　ぽんっと軽く手を打って、少女のようにかわいらしく首を傾げながら、夫人は部長に笑顔を見せる。

「お願いします、お母さん。牧村、遠山、ここで待っていてくれ」

　そう言って部長は両親と弟と一緒に、招待客のグループの方へ歩いていく。

　私と一緒にお辞儀をしながら牧村さんがこっそり重い息を吐くのを、私は聞き逃さなかった。

　部長たちの姿が人混みに紛れたのを確認してから、牧村さんがなんとも複雑な表情で私に話しかけてくる。

「遠山さん、さぞ驚かれたでしょう？」

「あ、はい。あの、たしかに兄が部長で弟が専務っていうのは、私の感覚では奇妙に感じましたけど」

　それとも、上流社会ではこんなことも普通にあるんだろうか？　一般庶民には考えの及ばない、経営上の深い問題とか戦略とか？

「あのご家族の人間関係は複雑なんです。いずれ遠山さんの耳にも入るでしょうから、ここで説明しておいたほうがいいかもしれませんね」

　牧村さんはそう言って目を閉じ、ふぅっと大きく息を吐いた。そしてすばやく周囲の様子をうかがいながら私に耳打ちする。

「部長は、亡くなった先妻の子なんです。今の奥様は後妻なんですよ」

「え？　そうだったんですか？　じゃあ部長にとって奥様は継母？」

　どうりで似てない親子だと思った。突然変異じゃなくて、半分しか血が繋がっていなかったんだ。

「はい。先妻が亡くなって間もなく、奥様が一之瀬家に嫁がれたそうです。当時まだ幼かった部長はなかなか継母に馴な染じめなかったようで、だいぶ深刻にモメたようなんです。それで部長は母方の田舎に預けられて、かなり大きくなるまでそちらで過ごされたそうです」

「えぇ!?　先妻の子が自分に懐かないからって厄介払いしたんですか!?」

　私はつい大声を出してしまって、慌てて口を両手で押さえた。そして周囲に気を配りつつ、小声で牧村さんに話しかける。

「社長はなにしてたんですか？　父親なのに」

「奥様のご実家は、たいそうご立派な家柄なんです。代々政治家を輩出してきた名門で、華族に連なるお家柄だそうで」

「つまり、奥様とその背後に控えている勢力に逆らえなかったんですね？」

　わかる。社長って、見るからに押しが弱そうだもん。自分が先陣切ってグイグイ意思決定を下すより、常に控えめに一歩下がってる副社長タイプだ。失礼ながら、大企業の社長室に座っているより、犬を連れて近所を散歩しているほうがよっぽど似合ってる。

　あの家族の間に漂っている、微妙にゆがんだ空気がこれで腑ふに落ちた。

　つまり部長は母親と弟から、継子イジメをされているんだ。どうりで変だと思った。おっとり優しいお母様って印象の社長夫人が、部長に対してだけ妙に冷たい毒を発しているように感じたから。

「そんな母親の態度をずっと見て育った結果が、あの弟さんなんですね？」

「奥様にしてみれば、社長と現社長夫人の血を継いでいる直一郎さんが後を継ぐのが、当然なわけです」

　直一郎、か。社長の直一の名前をもじって、直一郎と名づけたんだろう。

　次男なのに一郎なんて、露骨に『こっちのほうが跡取りだ』と周囲に宣言しているようなものだ。普通、先妻が遺した長男を前に、そんなことできる？　名前ひとつにしてもこの様子じゃ、部長は日頃から家族の中でどれほど疎外感を味わっていることだろう。

　牧村さんも、銀縁メガネの奥の形よい目を気遣わしげに瞬かせている。

「部長は大学を卒業後、まずはグループ会社で修行して、そこでの実績が認められて本社の部長に就任したんです。親の威光ではなくご本人の実力ですよ」

「なら弟さんも、最初は子会社とかで修行したんですか？」

「いいえ。ちょうど弟さんの大学卒業時に、ピッタリのタイミングで当時の本社専務が突然引退したんです」

　うわ、それって露骨に胡う散さんくさい。そんなあからさまな工作を堂々とするなんて、やっぱり部長は厄介者扱いをされているんだ。

「本来なら部長が専務に昇進するべきなんです。でも部長は重要な仕事をいくつも抱えていて、今現場から抜けられたら困るので、とりあえず応急処置で弟さんを専務の座に据えよう、という話でした」

　そうやって一度専務の座につけてしまえば、後はもうこっちのもの、というわけか。

　私は、笑顔で招待客に挨拶している社長一家を見た。

　和やかに懇談しているように見えて、その実、社長夫人が部長と客人の間にさりげなく入り込み、主導権を握っている。

「夫人は部長が有力者の面々と親密にならないように、ああやって常に目を光らせているんです」

　あの様子じゃ、気弱そうな社長の力ではとても太刀打ちできないだろう。

　社長は部長を冷遇しているわけじゃなさそうだけど、後妻の魔の手から息子を守っているとはお世辞にも言えない。ニコニコと作り笑顔で息子の隣に立っているだけだ。

「部長、こんなひどい状況でよくグレないですね」

「いっそグレたら楽なのでしょうが、賢いせいでそれもできないんです。グレたところで、どうにもならないことをよくご存じなのでしょう」

　彼は、三代目ボンボンじゃなかった。当然三代目になるはずだったのに、その権利を継母と弟に奪われてしまった、気の毒な長男だったなんて……。

　招待客たちに如才なく振る舞う部長の整った笑顔が、余計に痛ましくて胸が痛い。彼の冷たい態度の合間に見えていた優しさの正体が、ようやく見えた気がした。

　部長は決して、無愛想で冷たいだけの人じゃない。きっと自分の中の優しさや寂しさを、心の奥に閉じ込めてしまっているんだ。

「待たせたな。それでは会長のところへ挨拶に行こう」

　招待客へ挨拶を済ませた部長が、こちらへ戻ってきた。そして何事もなかったような平然とした態度で、出入口へ向かって歩き出す。

　牧村さんが部長の後を追って、私もふたりの後に続きながら後ろを振り返った。

　きらびやかな照明に照らされながら楽しげに談笑する、なんの不満もなさそうな社長一家。そして家族という名の彼らに背を向けて、この場から離れていく部長の姿。ほんの数メートルしか離れていないのに、この隔たる距離はあまりに遠い。

　私は華やかな笑い声に背を向け、やるせない気持ちを抱えながら部長と一緒に会場を出た。










偉大なるカリスマ会長




　一階上の控え室には、会場を出てすぐのエレベーターで簡単に移動ができた。会長の付き人らしき初老の男性が、扉の前に控えている。

　部長とその人とは顔見知りなようで、お互い笑顔で軽く会釈をした後、付き人さんが扉をノックした。

「会長、直哉さんがお見えになりました」

「通しなさい」

　付き人さんが扉を開けてくれた途端、室内から生花の芳ほう醇じゅんな香りが廊下へ漏れた。

　部長を先頭に控え室へ入ると、所狭しと飾られた、たくさんの豪華絢爛な盛り花に出迎えられる。

　部屋の真ん中には、染みひとつない純白のテーブルクロスがかけられた、金の四つ足丸テーブルがあって、なんだか外国の絵本の世界のようだ。そこに、白髪の男性がひとり腰かけていた。

「おお直哉、久しぶりだね。よく来てくれたね」

「お祖父様、お誕生日おめでとうございます。遅れてしまって申し訳ありません」

「そんなことはいいから。さあ、ここへ来て座りなさい」

　そう言って孫に手招きをするこの人が、一之瀬秀ひで雄お氏。敗戦後の貧困と混乱に満ちた日本で一之瀬商事の土台を作り上げ、強固なものにした傑物だ。

　もう八十才を過ぎているはずなのに、ずいぶん若々しい。髪は真っ白だけどフサフサと豊かだし、顔の皺は深くても肌の血色はいい。表情そのものがしっかりしていて、目の輝きも強く、老いても人を惹きつけるなにかを感じさせる。

　勢いみたいなものが、まだまだ失われていないんだな。さすがはカリスマ。

「おや？　そちらのお嬢さんは？」

　まじまじと観察していたら、会長と目が合ってしまった。

　私はとっさに視線を下げて、失礼のないように身を縮める。

「彼女は私のプロジェクトチームに配属になった新人です。遠山、会長に挨拶しなさい」

　部長に促され、一歩前へ出て丁寧にお辞儀をしながら、私は緊張を押し隠した声で挨拶をした。

「遠山成実です」

「……ほう、これはなんとも魅力的なお嬢さんだね」

「お祖父様もそう思いますか？　実は私は今日の入社試験で、彼女を見初めたんです」

　頭を下げた体勢のまま、私は両目を見開きながら固まってしまった。

　み、〝見初めた〟!?　ちょっと部長、な、なにを言っ……!?

　心臓をドクドク鳴らしながら額にドッと汗をかく私の隣で、部長は平然とした口調で言葉を続ける。

「ですので、彼女をプロジェクトのサポート役として任命しました。お祖父様がご発案のプロジェクトですので、ご挨拶をさせようと連れてきました」

　……あ。なんだ、そういうことか。

　部長の言い間違いに気づいた私はホッと息をついた。

　部長、そこは『見初めた』じゃなくて、『見出した』って言うべきなんです。頼むから、そんな絶妙な言い間違えしないでください。会長に誤解されないうちに早く言い直してくださ――。

「衝撃でした。私は彼女の姿をひと目見ただけで、どうしても目が離せないほど惹かれてしまったんです」

　私の心臓がさっきよりも大きな音をたて、せっかく引いた汗がまたドッと噴き出た。

　あ、あの、もしもし？　なんだかまた、問題発言を聞いちゃったような気がするんですが……？

「私は彼女に運命と言ってもいいほど強烈な、なにかを感じました。気がついたら彼女を自分のパートナーに指名していたんです」

「ほう。それは実に素晴らしいね」

　頭を下げたままの私にはよく見えないけれど、会長が軽く身を乗り出している様子が伝わってくる。

　か、会長？　あの、なんでそんな興奮した声を出していらっしゃるんですか？

「どうかお願いです。私と彼女がパートナーになることを、正式に認めてください」

「直哉が選んだ人物なら、もちろん私は認めるよ。これからふたりで一緒にがんばっていきなさい」

「ありがとうございます！　お祖父様！」

　ブンッと下げた頭を勢いよく上げた部長は、まるで褒められた少年のようにうれしそうな声でお礼を言っている。

　私はもう、ドギマギするやら、視線がフラフラ泳ぐやら。下げた頭を上げる余裕もなく、自分の足もとを見つめながら完全に動揺しまくっていた。

　パートナーって、仕事でのパートナーって意味だよね？　これからふたりでがんばれって、それは、仕事をがんばりなさいって意味だよね？　……なのに、まるで結婚の承諾を受けてるみたいに聞こえるのは私だけ!?　これって私が自意識過剰なだけですか!?

「キミ、遠山くんといったかな？　そんなに緊張しなくていいから頭を上げなさい」

　まるで謝罪会見のように頭を下げっぱなしでいる私に、会長が声をかけてくれた。

　おずおず頭を上げたけれど、羞恥のせいで赤くなった顔を見られたくなくて視線は下向きのまま。

　すると部長が、うつむいている私の肩にそっと手を置いてささやいた。

「これでもう、専務にも誰にも文句を言わせない。お前と一緒に仕事ができるんだ。……よかった」

　たまらず私の心臓がキュンと音をたてた。

　人気俳優と並べても遜色ないほど美形な男の、極上の微笑みが目の前にある。

　これは、卑怯なほどに強力な武器だ。それが自分だけに向けられていたとしたら、なおさら威力は強烈。どんな鉄壁の防御壁であっても、たちまち無力化してしまいそう。

「おや、私はすっかり忘れ去られてしまったかな？」

　頬を染めて部長を見つめ返す私の耳に、会長の声が聞こえてきた。

　我に返って周囲を見回すと、会長や牧村さんや付き人さんの注目を浴びてしまっている。

　恥ずかしさのあまり私の顔はますます赤くなり、全身がカァッと火ほ照てって、体中の汗腺から一気に汗が噴き出てしまった。

　は、恥ずかしい！　もう挨拶も済んだことだし、またなにか失態をさらす前に早く撤退しよう！

「あ、あの、部長。それでは私は、外で待たせていただきます」

「ダメだ」

「はい。それでは失礼しま……は？」

　颯爽と退去する気満々だった私は、出鼻をくじかれてキョトンとした。

「お前は、ずっと俺のそばにいろ」

　ひどく真面目な顔と声で、部長は私にそう言った。綺麗な黒い瞳が、有無を言わさぬように私をまっすぐ見据えている。

「……え？」

「お前はずっと俺のそばにいろ。と言ったんだ。聞こえなかったのか？」

　いえ。聞こえました。聞こえましたけど！　だから、またそんな聞きようによっては問題発言なセリフを言わないでくださいー！

　声にならない叫びに身悶えする私の背中を押して、部長は強引に自分の隣のイスに座らせた。

　満足そうにしている部長の横で、私は身が縮む思いで体を固くするばかりだ。

　なんで？　なんで私がここに座らなきゃならないの？　しかも『ずっと俺のそばにいろ』って、なにそれ？　なぜもっと普通に『ここで待機していろ』って言えないの!?

　心の中でさんざん部長にツッコミまくっていると……。

「ところで遠山くん、お腹は空いていないかな？　なにか持ってこさせよう」

　こっちの気も知らない会長がのんびり話しかけてくる。

「あ、いえ、けっこうです」

「そうかね？　おお、そうだ。お茶を淹いれてあげようね」

「いえいえ！　私が淹れますから！」

　天下の一之瀬商事の会長様に、お茶なんて淹れさせられない。

　いそいそと席から立ち上がろうとする会長を必死に止めつつ、私は弾かれるように腰を浮かした。

「じゃあ私は、なにか茶に合う菓子でも出そうかね」

「いえ本当に！　本当にお気遣いなく！」

　頼むから、そこにおとなしく座っててください会長！

「会長、お茶とお菓子は私が用意いたします。遠山さんもどうぞ座ってください」

　ちょろちょろ動き回ろうとする会長を、牧村さんがうまく制してくれた。

「ん、そうかね？　じゃあお願いするよ」

　そう言ってやっと席に座ってくれた会長にホッとしながら、私も腰を下ろす。

　一代で地位と財を成した財界の重鎮なのに、なんでこんな迷惑なほどフットワークが軽いんだろう。身に染みついた、老いても労を厭いとわないこの勤勉さこそが成功の秘ひ訣けつなのかもしれないな。だからって、お茶菓子探してちょこまか動き回られても困るけど。

「直哉。プロジェクトというと、例のアレかな？」

「そうです。お祖父様の故郷の『三みツつ杉すぎ村むら』のプロジェクトです」

「直一郎のほうから報告が上がってきてはいるが、書類だけでは現場の雰囲気は伝わってこないからねえ。視察に行きたいが、この老体ではさすがに遠出は無理だからね」

　三ツ杉村？　故郷？

　初耳な単語に私は小首を傾げた。

　そういえばチラッと、地域開発のプロジェクトだと説明された記憶があるけれど。

「三ツ杉村はね、私の生まれ故郷なんだよ。田舎の、なんにもない小さな古い村でね」

　私の表情を読んだらしい会長が、笑いながら説明してくれた。

「七十年前に見渡す限りの焼け野原になった村を見て、いつか必ずこの手で立て直してみせると誓ったんだよ」

「焼け野原？　戦争ですか？」

「ああ。家も焼けて、私以外の家族は全員死んだ。私は失った物を取り戻すことだけを目標に、がんばって働いたんだ」

　牧村さんがお茶を淹れてくれる音に混じって聞こえる、会長の声。遠い過去を懐かしむような、悲しむような、そんな重みのある声だった。

「ところが会社が大きくなるにつれて、田舎の中では収まりきらなくなってね。こちらへ出てきて以来、故郷とは縁が切れてしまったんだ。私の命があるうちに、あの大切な場所にどうしても恩返しがしたい。初心の誓いを果たしてから死にたいんだよ」

　会長の話を聞きながら、私は地域開発というプロジェクトの持つ意味を理解した。

　つまり会長は、故郷に錦を飾りたいんだ。努力のおかげで立身出世はしたけれど、人生の終盤を迎えてまだ初心を果たしていないのなら、それは成功した男性にとって大きな心残りなのかもしれない。奪われてしまった家族と共に少年時代を過ごした地なら、思い入れも深いだろう。

　でも平たく言えばそのプロジェクトって、ぜんぶ会長のワガママなわけだ。よく会社が許したなぁ。まあ創始者なんだし、これだけの大企業なんだし、それくらいの希望は聞き入れても罰は当たらないとは思うけど。

「遠山くんは、どう思うかね？」

「え？」

「私が三ツ杉村に対して行う行為を、どう思う？」

　牧村さんが淹れてくれたお茶に手を伸ばしながら、突然、会長が私に話を振ってきた。チラリとこっちを見る目が、私の心中を推し量ろうとしているように見える。

　隣の部長も真面目な表情で私を見ていて、私は矢や庭にわに緊張した。

　……ひょっとして、これはテスト？　いけない。つい第三者的な気持ちで話を聞いていたけど、私はそのプロジェクトに参加する立派な当事者なんだ。その自覚を今、試されているのかもしれない。ヘタな受け答えをすればチームから外されてしまう可能性もある。

「大変、有意義なプロジェクトだと思います」

「そうかね？　物好きな年寄りの困ったワガママだろうに」

　う……。

　内心、言葉に詰まってしまった。だって実際、その通りだって思ってたもの。

「無駄だと思わんかね？」

「無駄？」

「そう、無駄だよ。こんなのはただの私の自己満足だよ。だから笑ってもいいんだよ？」

　目を細めた会長の目尻に、何本も皺が刻まれる。その年輪の深さが、穏やかな笑みの奥にある譲れない願いと、強い決意の表れのように見えた。

「笑ったりしません。だって会長は心の底から、故郷の人たちのためを思っているんですから」

　会長は、誰かに褒められたいわけじゃない。だって褒めてくれる親兄弟なんて、既にもうその地にはいないんだから。自分が今さらなにをしたって、記憶の中の人たちが喜んでくれるわけじゃないことは、百も承知なんだろう。

　それでも日を追うごとに募る郷愁や、失われた物のためになにかをせずにはいられない切ない思いを、ただの自己満足だと笑うことなど誰にもできないと思う。

「なにかをしたいと思ってする行為が無駄だなんて、私は思いません。きっと誰かに、なにかが伝わるはずです」

　そう答える私の目を、会長はじっと覗のぞき込んでいる。

　やがて満足したように微笑んで、手にしたお茶ちゃ碗わんを口もとに運んだ。喉を鳴らしてゴクリと飲み込み、「うん、うまいねえ」と言って、ずいぶんとうれしそうな顔で笑った。

「さあ、遠山くんも飲みなさい。お菓子も食べなさい。これはいただきもので、タダだから。遠慮しないでいいよ」

「は、はい」

　上機嫌の会長が、しきりにお茶とお菓子を勧めてくれる。

　計算したわけじゃなくポロッと口から出た本心だったけど、会長は私の言葉を気に入ってくれたようだ。

　黒い漆の茶ちゃ托たくの上に乗った、鶴亀柄のお茶碗の中の緑茶がほのかに香り立っている。揃いの柄の皿に乗せられたお菓子は、小さな瓢ひょう箪たん形がたの最中。お茶もお菓子もきっと、私なんて手が出ないような高級品に違いない。

　よし。滅多にない機会だから、思い切って記念にひと口いただこう。

　そう思って膝の上から動かそうとした手を、隣からそっと伸びてきた手に包み込まれて、心臓がドクンと跳ね上がった。

　ぶ、部長……？

　部長は私には目もくれず、会長の話に集中しているように見える。でも整った澄まし顔の奥に、どこか楽しげで、甘さの混じったイタズラな色が見え隠れしていた。

　テーブルクロスの下に隠れている私の手に、染み入るようなぬくもりが伝わってくる。緊張した手の皮膚が驚くほど敏感になって、肘まで熱く痺れてしまいそう。なのに部長の手を振り払うこともできずに、私は激しく鼓動を鳴らすだけだ。

　隣の男の素知らぬ顔が、テーブルクロスの下に隠されたふたりの手が、お茶の香りと共に秘密の匂いを運んでくる。

　他の人に、気づかれちゃいけない……。

　私は部長の方へ向けていた自分の首を、ロボットみたいにぎこちなく前方へ向けた。そして会長が楽しそうに続ける話に、微笑を顔に張りつけたまま適当に相あい槌づちを打つ。だけど本当は、内容なんて右の耳から左の耳だ。

　ああ、ちっとも聞いてないのがバレたらどうしよう。

　こんなに必死に危険な綱渡りをしている私の隣で、部長はこの状況を楽しんでいるかのような顔をしている。

「玉露だな」とか言いながらお茶を飲んでいるし、すごくおいしそうにお菓子を食べているし。私は飲み食いする余裕もないっていうのに、ちょっと意地悪すぎやしませんか!?

　そう思いつつ、私の手は微動だにせず、やっぱり抵抗らしき抵抗もしない。

　結局私は、しきりにお茶を勧めてくれる会長のご厚意を、曖昧な笑顔でごまかし続けるしかなかった。




「直哉、そろそろ会場に戻ったほうがいいんじゃないかね？」

　部長と楽しそうにおしゃべりしていた会長が、ふと我に返ったように自分の腕時計を見てそう言った。

「はい。そうします」

「どれ、私も顔を出すとしよう。主役がいつまでも引っ込んでいては示しがつかないからね。お前たちは先に戻っていなさい」

「わかりました。でもご無理はなさらないでください」

　部長が私の手を放して立ち上がり、会長へ一礼した。

　私も慌てて立ち上がって頭を下げ、扉へ向かう部長の後を追う。

「それではお祖父様、会場で」

「失礼しました」

　深々と腰を折って挨拶をする私に会長は、「遠山くん、またね」と笑顔で手を振ってくれた。

　大企業の偉大な創始者は、意外性に満ちた人物だった。故郷への尽力を望むような純粋な人だし、想像以上に態度も口調も庶民的で、尊大なところがまるで見られない。

　私は扉を閉めながら、やっぱりカリスマと呼ばれる人は違うと実感していた。

　部長と牧村さんと一緒に会場へ向かうエレベーターへ乗り込みながら、チラッと部長へ視線を向ける。

　背筋を伸ばしてまっすぐ前を見ている彼の表情は生真面目そのもので、さっきまでセクハラしていた人物とはとても思えない。

　私は彼のぬくもりや感触がまだ生々しく残る自分の手を、そっとさすった。

　狭いエレベーターの中でお互いに素知らぬ顔をしながら、小さな秘密を共有している私たち。いつもより速いリズムを刻む鼓動が全身をドキドキ、ふわふわと泡立たせて、斜め前に立つ男の存在を嫌でも意識させる。

　部長、どうして私にあんなことしたんですか？　どうしてそんなに平然としていられるの？　やっぱり、ただの御曹司の気まぐれなんですか……？

　困惑と、反発心と、切なさと、高揚が交差する。

　だけどいくら部長の顔を無言で盗み見ても、彼の意図は測れなかった。










シードルのように泡立つ気持ち




　エレベーターから出て会場の扉を開けると、相も変わらず賑にぎやかな談笑の渦が広がっていた。

「直哉さん、お祖父様のご様子はどうだった？　どんなお話をしてきたの？」

　水辺を模した薄青色のしゃれ袋帯に手を添えながら、社長夫人が待ちかまえていたように笑顔で近寄ってくる。

　着物も帯も礼装からは一段格が下がった品だけど、招待客の女性たちから敵てき愾がい心しんを持たれるような豪華な衣装は控えているのだろう。

「静かにお休みのご様子でした。話といっても、ただの世間話ですよ」

「あら、お母さんには秘密なの？　やっと直哉さんと仲よくなれたと思っていたのに、まだ私は家族としてあなたに認めてもらえないのね。あぁ、寂しいわ……」

「そんなことはありませんよ。お母さん」

　わざとらしく悲しむ様子を見せつけながら、嫌味くさい言いがかりをつけてくる社長夫人に、部長は冷静な態度を崩さない。

　夫人はふるふると首を横に振って、さらに悲しげに訴えた。

「直哉さん、私のことだけじゃなくて、本当は直一郎さんのことも恨んでいるんでしょう？　弟のほうが役職が上だなんておかしいものね。でも会社のためにはどうしても仕方ないことなのよ」

「はい。わかっています」

「役職なんて取るに足らないこと。兄弟の仲が悪くなるのだけは、お母さん嫌なの。兄として直哉さんに直一郎さんをしっかり守ってほしいの」

　キュッと握った手を自分の胸もとに当てて、乙女みたいに可憐な仕草をしながら夫人は切々とまくし立てる。

「もちろん、そのつもりですよ。お母さん」

「本当!?　んまあぁ、皆さんお聞きになって！」

　いきなり社長夫人が舞台女優のような派手な身振り手振りで、周囲に猛アピールし始めた。

「義理の息子が、これからも部長として専務を一生支え続けると約束してくれましたの！　縁の下の力持ちとして、ずーっと弟を盛り立ててくれるって！　ありがとう直哉さん！」

　強引な力技でそういう話に持っていった社長夫人が、ハンカチを取り出して目尻の涙を拭う仕草をする。

「なんてご立派な態度でしょう。自ら弟さんに道を譲るなんて」

「これで一之瀬商事は、これからもずっと安泰ですね奥様」

　堂に入ったお芝居に乗せられた周囲の招待客は、この茶番に惜しみない称賛を与えた。

「皆さん、ありがとう！　本当にありがとう！」

　グスグスと鼻をすすり上げながら感動シーンをアピールする社長夫人の隣で、部長は人形のように微笑みを崩さずに立ち続けている。

　黙ってこの状況を見ていた私は、さすがに開いた口が塞がらなかった。

『部長は賢いせいでグレることもできない』

　あぁ、牧村さんの言う通りだ。悪い噂うわさは広まるのが早いし、しかも尾ひれがつきやすいから、それを懸念した部長はいつも我慢ばかりしているんだろう。社長夫人はそんな部長の忍耐心を利用して、公衆の面前で部長を追いつめているんだ。これじゃ部長が可哀そうすぎる。部長はどんなに悔しいだろう……。

「ねえ、そういえばあなた、たしか直一郎さんのプロジェクトチームの人だったわよね？」

　目の前の茶番に眉をひそめている私に、突然社長夫人がニッコリ微笑みながら話しかけてきた。

　その笑顔の裏にひとかたならぬ凄みを感じた私は、思わず息をのむ。

「こんな若いお嬢さんが大事なお仕事を任されるなんて、さぞ優秀なんでしょうね。これまではどの部署にいらしたの？　どんな実績を上げて抜ばっ擢てきされたのかしら？」

「お母さん、彼女は私の一存でチームに抜擢したんです。先ほどお祖父様の承諾もいただきましたから、この件に関してはなんの問題もありません」

　夫人の目が正体不明の敵を前にした動物のように危険な光を放ち始めているのを見た部長が、とっさに会話に割り込んできた。

「あら、我が社にとって特別なお仕事に、どんな理由でまだこんなにお若いお嬢さんを抜擢したのかしら？」

「ですから、詳しい事情はこの場では説明できません。少々複雑ですので」

　もうこの話題を打ち切ろうとする部長に対し、夫人はますます目を光らせて食い下がろうとする。

「あらあら、どうして説明できないの？　まさかこちらのお嬢さんが綺麗だから、なんて理由じゃないわよね？」

「お母さん、それは――」

「あらあらあら！　直哉さん、それはいけないわあ！」

　肯定も否定もしていない部長の言葉にかぶせるように、社長夫人は大声を出した。そして渋い顔をして、まるで幼い子どもを諭すような態度をとる。

「お母さんは難しいことはわからないけれど、そんな理由でお仕事をしてはいけません。上に立つ者がそんなでは、部下への示しがつきませんよ」

「だから僕が言ったでしょう、お母さん。兄さんには社会人としての素養に欠けるところがあると」

　いつの間にか専務が周囲の人垣の中に紛れ込んでいて、嫌味な笑顔で近づいてくる。

「困るなあ、兄さん。社長の息子だからって勝手なことをされたら、社内の規律と統制が乱れてしまうだろ？　自分の血筋を悪用するような真似はやめてくれよ」

「直哉さん、直一郎さんの言う通りよ。会社も仕事も、あなたの好き勝手にしていいものじゃありません」

　そのセリフ、そっくりそのままお返ししたい！

　どうやら夫人と専務は、新顔で素性の知れない私を不穏分子と見なしたらしい。私を部長から早々に引き離そうと目もく論ろんでいるんだ。

　このふたりにかかれば、私の仮採用なんて簡単に取り消されてしまうかも。うぅ、悔しい。こんな人たちの思い通りになるのなんて嫌だ！　でもどうしたら……。

「なんと言われようとも、私は今回の決断を撤回するつもりはまったくありません」

　私の視界が明るい紺色のスーツで遮られ、ハッとした。

　部長が、私と社長夫人たちの間に堅けん牢ろうな壁のように堂々と立ち塞がっている。

「遠山成実は私のパートナーです。誰がなんと言おうとも」

　力強く言い切る部長の大きな背中を見つめる私の胸が高鳴り、熱くなった。

　さっきまで夫人や専務になにを言われても黙って耐えていた部長が、これだけは譲れないと言わんばかりに、はっきり私をパートナーだと宣言してくれている。

　社長夫人と専務は、予想に反した部長の強気な態度に呆気にとられたけれど、さすが夫人はすぐ平常心を取り戻してニッコリと微笑んだ。

「でも遠山さんにしてみれば、こんな強引な人事は困るわよねえ？　ごめんなさいね。直哉さんがワガママを言って」

　息子のしでかした悪さを謝罪する母親の顔をして、夫人が私に向かって頭を下げた。

「正直に迷惑だと言っていいのよ？　大丈夫。私も社長も専務も、みんながあなたの立場をわかっているから心配しないで」

　それはつまり、社長夫人も、社長も、専務も、他の取締役も誰も、部長の味方をする人はいないということ。だから部長の側についてもなんの得にもならないんだぞという脅しだ。

　私は大きく息を吸い込みながら一歩前へ進み、部長の隣に立った。

「いいえ奥様。私は、部長と一緒に仕事ができることに心から感謝しているんです」

　その瞬間、部長が弾かれるように私を見た。

「私は以前勤めていた会社で、トップに裏切られる形で職を失いました。とてもつらい思いをしたけれど、幸運にもこの一之瀬部長と出会うことができました」

　前を向く私の目には、隣の部長の表情は見えない。でも食い入るように私を見つめる彼の視線が、痛いほど感じられた。

　社長が少し離れた場所からこちらの様子をしきりに気にしているけれど、チラチラと視線を寄せるだけで、助け舟を出してくれる気配はない。

　でも私は、あんなふうに部長ひとりを矢面に立たせたまま、知らないふりはしたくない。どうせ私が仮採用とはいえこんな大企業に合格できたのは、棚からぼた餅、瓢箪から駒。もしも社長夫人と専務に楯たて突いたせいで採用がポシャッたところで、もともとありえない話が、ありえる話に落ち着くだけのことだ。

「私は、喜んで部長とお仕事をご一緒させていただきます。部長が誰にも邪魔されることなく実力を発揮できるよう、全力で努めるつもりですので、どうぞお気遣いなく」

　私はそう言い結んで口を閉じた。

　衆人の前で小娘に刃向かわれた社長夫人の笑顔は、もはやたとえようもない。三日月形にゆがんだ目と唇は、今にも飛びかかって私を飲み込みそうな迫力に満ちている。

　異様に静まり返った空気に、ピーンと緊張の糸が張りつめたとき……。

「やあやあ皆さん、お揃いでどうもどうも」

　場違いに明るい楽しげな声が聞こえて、全員がそちらを振り向いた。

「まあ、お義父様」

　社長夫人が我に返ったような声を出す。

　会長がニコニコと笑顔を振りまきながら、付き人さんを伴ってこちらへ向かってくるのが見えた。

「おや、成実ちゃん！　ここにいたのかね!?」

　なんと会長がいきなり私を〝ちゃんづけ〟しながら、うれしそうに近づいてくる。

　……は？　な、成実ちゃん？

　私自身はもちろんのこと、みんなが呆気にとられた顔になった。

　目を丸くしている社長夫人と専務の脇をすり抜け、会長は真っ先に私の目の前に立ち、手を取る。

「皆さん、この子はうちの社員の遠山成実です。うちの直哉のお眼鏡にかなった期待の新人なんですよ。ねえ成実ちゃん？」

　さも親しげに私に話しかけ、そして上機嫌で周囲の人々に私の自慢をし始めた。

「うん、実にいい子だ。私もこの子には一目惚れですよ。さすがうちの直哉は人を見る目がある。ねえ、そう思いませんか？」

　会長にそう問いかけられた招待客たちは、お互いの顔をすばやく見合わせた。そして瞬時に笑顔に豹変して、口々に私と部長を称賛し始める。

「いやあ、会長のおっしゃる通りです。このお嬢さんは実に素晴らしい」

「さすがは直哉さんだ。人材を見極める能力の高さは祖父譲りですな」

「これで会長悲願のプロジェクトは成功したも同然ですね」

　やんや、やんやの大喝采。

　よくはわからないが、会長が〝ちゃんづけ〟するほどお気に入りの娘なんだから、とりあえず褒めておくに越したことはない。長い物には巻かれろ理論を迅速に実行した皆さんのおかげで、この場の空気が一変した。

「皆さんにそう言っていただけるとは、ありがたいことです。なあ、直一郎？」

「ふぁ？」

　当然この展開がおもしろくなくて仏頂面をしていた専務は、突然話を振られて間の抜けた声を出した。

「お前が統括しているプロジェクトは順調に進んで、こうして皆さんに評価もしていただいている。お前は実に立派だ。私も鼻が高いよ」

「あ、ありがとうございます」

　それまでのふて腐れた態度はどこへやら。専務はすっかり機嫌が直った様子で、媚こびの混じった笑顔になる。

「富と美み子こさんも、息子と孫たちをしっかり支えてくれている。皆さん、うちの嫁は私の息子にはもったいないほど、よくできた女性なんですよ」

　夫人の肩に優しく手を置いた会長は、さもうれしそうな口ぶりで今度は嫁自慢を始めた。

「まあ、お義父様。そんなことは嫁として、母として、当然の務めですわ」

「うれしいねえ。私は本当によい家族に恵まれたよ」

　ベタ褒めされた社長夫人と専務が、機嫌よく胸を張る。

　みんなが穏やかな笑顔になって、張りつめた糸のように緊迫していた空気があっという間に収束した。

　ここでヘタに会長が部長に肩入れすれば、夫人と専務の神経を逆なでして事態が悪化したかもしれない。そこをうまく中立の立場を貫きながら、緩衝材の役割を果たしてくれた。さすがは、一代で大企業を興した人物だ。

「ちょっと喉が渇いたねえ。なにか飲みたいね」

「お義父様、あちらに飲み物がございますわ」

「おお、そうかね。さあ、皆さんもご一緒にどうぞ」

　会長がこの場の全員を誘導する形で、私たちから離れていく。トラブルの種を部長から引き離してくれたのだろう。

　部長は、会長の少し丸い背中を感謝のこもった目で見送っている。

　そんな部長と、会長の背中を見比べる私の心が、ほんのりと温かくなった。

「部長、遠山さん。よろしければお飲み物をどうぞ」

　いつの間にか牧村さんが両手にシャンパングラスを持っていて、部長と私に差し出してくれた。

「ありがとう牧村」

　すっかり落ち着いた表情になった部長がお礼を言って受け取る。

　ホッとして乾杯したい気分だった私も、ありがたくグラスを手にした。

「会長と招待客の皆様は、これからしばらくは社長たちが独り占めをなさるでしょう。この間に少し休まれてはいかがですか？」

　そう言って微笑む牧村さんの様子から、さりげない気配りと安堵感が伝わってくる。きっと牧村さんも心配して様子を見守ってくれていたんだ。

「そうだな。そうしようか」

「おふたりに、なにか軽く食べる物を用意してまいります」

「頼む。遠山、行こう」

　部長が私の背中に手を回して、大きな窓辺へと誘った。

　中庭に張り出したテラスには、アジアンテイストのオシャレな籐とう製せいテーブルセットが置かれている。私と部長は、その席に向かい合って座った。

　窓の向こうには、ライトアップされた美しい日本庭園が広がっている。

　黄色味を帯びたほのかな照明と、あちこちに設置されたキャンドルの慎ましやかな灯りが、夜の黒色と地面の緑色を朧おぼろに照らして、この上なく幻想的だ。昼には燦さん々さんと日を浴びて輝いていただろう木々の葉も、悠然と泳いでいただろう池の鯉こいも、今は夜の帳とばりに包まれて密やかに息づいている。

　窓越しの景観に思わず見入る私の耳に、部長の声が聞こえてきた。

「……ありがとう」

　振り返ると、声の主がやわらかな表情で私を見つめている。

　私の目は、その宝石のような黒い瞳に釘づけになってしまった。ザワザワと騒がしい会場の中で、夜の庭園の風景と私たちの周囲だけが、切り離された特別な空間に感じられる。

「ありがとうって、なにがですか？」

「牧村から聞いたんだろう？　俺の立場のことを」

「あ……ええと……」

　どう返答すればいいのかわからず口ごもる私に、部長は笑って言った。

「気を遣わなくていい。うちの会社の者なら誰でも知っていることだからな。昔から複雑なんだよ。いろいろと」

　部長は、静かに窓の外に目をやる。

「俺は、いつあの家族から追い出されてもおかしくないんだ」

　まるで他人事のように冷静な口調だけれど、声からも態度からも、物寂しげな空気が漂っている。本来ならば一番無防備でいられるはずの家族の中で、この人は一刻も気を緩めることができなかったのだろう。

　それを思うと、私の胸はチリチリとした痛みを覚える。

「お祖父様以外に味方はいない。牧村は俺の苦しい立場をよく理解して支えてくれるが、さすがに表立って俺を応援するのは不可能だしな。そんな中で、正面切って俺をかばってくれたのはお前だけだ」

　部長は軽く目を伏せて、再び私に感謝の言葉を告げる。

「ありがとう。……とても、うれしかったんだ」

　夜の帳が彼の形よい頬に淡い影を作って、その濃淡が彫りの深い顔立ちに不思議な色気を醸し出す。

　小さな痛みを感じていた私の胸が、大きなときめきと深い切なさに包まれた。苦しいような甘いような、表現しようのない複雑な感情の渦に戸惑ってしまう。

「でも、どうしてかばってくれた？　俺と一緒にいることが、必ずしもプラスになるわけじゃないことはわかったはずだろう？」

　庭の風景から視線を戻し、部長は真面目な顔をして聞いてきた。

「だって、こんなの公正じゃないですよ。理由もなく部長が虐げられて不当な扱いを受けるなんて変ですよ」

　私は強い動悸と高揚感を隠しつつ、平然とした振りを装って答える。

「公正、か。昼間もそんなことを言っていたな」

「私、理不尽って許せないんです。だから子どもの頃からあだ名はずっと――」

　そこで私は、慌てて口をつぐんだ。

　いけない。ついウッカリ自分から暴露してしまうところだった。

「どうした？　子どもの頃のあだ名がなんだって？」

「いえ、なんでもありません。どうぞ忘れてください」

「気になるだろう？　教えろよ」

「だから、大したことじゃないから忘れてくださいってば！」

　意固地になってそう言う私に負けず劣らず、部長もムキになって追及してきた。

「ますます気になるだろ!?　俺の家庭の事情は知ってるくせに、自分のことは秘密にするのか!?」

「……金さん、です」

　しつこく追及されて、私はしぶしぶ白状した。

　まあ、教えたところでどうせ部長には、なんのことやら意味がわからないよね。

「きんさん？」

「はい」

「金……？　あっ！」

　怪訝そうだった部長の顔がパッと変化した。

「遠山！　ひょっとして、『遠山の金さん』か!?」

「なんでそれが通じるんですか!?　部長の年代で！」

　予想に反して大正解されてしまって、私はつい大声を出した。

『遠山の金さん』とは、知る人ぞ知る時代劇ドラマの金字塔。セレブなお奉行様の金さんが、事件が起こると潜入捜査して真相を解明し、公正な裁きを行って弱き者を救うという、勧善懲悪ドラマだ。

　ドラマのクライマックスで金さんが罪人どもに『この桜吹雪が見えねえのか！』と切る威勢のいい啖たん呵かと、肩の桜吹雪のイレズミが有名で、子どもの頃、たまたまこの時代劇を見たらしいクラスメイトが、私の遠山という苗字とこの性格に引っかけて、『遠山の金さん』というあだ名をつけた。

「なんで部長が知ってるんですか？　私はお祖母ちゃん子だったから、付き合って毎週欠かさず見てましたけど」

「俺はずっと母方の祖父母に育てられたんだぞ？　遠山の金さんに限らず、有名どころの時代劇タイトルは完全制覇してる」

　現代的なイケメンが、顔に似合わないセリフを、しかもちょっと自慢そうに言う様子に私はすっかり気後れしてしまった。

「お、お見それしました……」

「なるほどね、金さんか。ふうん、遠山の金さんねえ。……プッ」

「笑わないでください！　けっこう本気でトラウマなんですから！」

　当時、片想いしてた男の子の横で毎日『金！　金！』と呼ばれるのはつらかった。口の悪い男の子なんて、『キン◯マ』とかモロに放送禁止用語でからかうし、図工の時間なんて、いつも絵の具で手に桜の花のイタズラ描きをされていた。

　もちろんやられっぱなしの私じゃないから、倍返しで反撃して、いい勝負を繰り広げていたけどね。

「ははは、金さんか！　お前にピッタリだな！」

「笑わないでくださいって言ってるでしょ！」

「いや、すまんすまん！　もう笑わな……ぶははは！」

　本気で睨みつける私の目の前で、部長は肩を揺すり、両眉を下げて白い歯を見せながら、まるで少年みたいな顔をして笑っていた。

　その楽しそうな姿を見ていたら、なんだか私の怒りは収まってしまって、逆に、とってもうれしくなってしまう。ああ、部長が笑ってくれてよかった、なんてことを不覚にも思ってしまった。

　それが悔しくて、恥ずかしくて、私はわざと機嫌を損ねたような顔をして見せつつ、シャンパングラスの中身をグイッと口に含む。爽やかで甘酸っぱいリンゴの味が、口いっぱいに広がった。

「あ、これ、リンゴ」

「シードルだ。香りも甘さもちょうどいいだろう？　俺のお気に入りなんだ」

　ようやく笑いやんだ部長が、シードルを口に含んでおいしそうに味わっている。

「飲み物はリンゴの味が一番好きだ。特別なんだよ。リンゴはね」

　そう言って彼は、どこか意味深な目をして私を見た。

「そうなんですか？　サッパリして飲みやすいですからね。リンゴ味って」

「…………」

　部長の意味深な表情が一転して、なんだか肩透かしを食らったような、気の抜けた表情になる。

「どうかしたんですか？」

「いや、なんでもない」

　なに？　私、なにか変なこと言ったかな？　飲みやすくておいしいって褒めたつもりなんだけど。

　キョトンとしている私に向かって、部長は軽く咳せき払ばらいをしながら改まった口調で言った。

「この後は接待が続くことになるから、遅くなる。お前は疲れただろうから頃合いを見て帰れ」

「え？　私もご一緒します」

　部長ひとりで接待なんかに参加したら、また社長夫人と専務にイジメられてしまうかもしれない。

　そう思った私の考えを読んだのか、部長がフッと微笑んだ。

「そう心配するなよ。俺は慣れているから」

「慣れているってことが、既に問題なんです」

「入社初日のお前を、接待で引きずり回すわけにはいかない。いいから帰れ。……ありがとうな」

　そう言って部長は、笑顔でグラスを掲げてシードルを口に含んだ。そしてシードルのようにほんのりと甘い瞳で私を見つめる。

　美しい夜の景色の横で、それ以上に美しい顔立ちの男が、私に向かって妖艶に微笑んでいる……。ああ、どうしよう。やっぱりこんなの反則だ。

　シードルのように泡立ち、激しく鳴り響く自分の鼓動。

　どうしようもない私は、部長と同じようにグラスを傾ける。サァッと舌を刺激するスパークリングが、ふわりと甘い香りを乗せて喉を通り抜けた。鼻腔も、口腔も、食道も、ほのかなリンゴの味で満たされて心地よい。

　私も部長も今、同じようにリンゴの香りに包まれている。その事実が、理由はわからないけれど、なぜかとても特別なことのような気がした。

　私と部長は牧村さんが現れるまで、言葉少なに、でも満足げにグラスを傾ける。そして会場の喧けん騒そうをよそに、静かにシードルを味わい続けていた。










仕掛ける男、陥る私




　どこに座ろうかな……。

　一之瀬商事に勤め始めてひと月になるというのに、ランチタイムの社員食堂の大混雑ぶりには、いまだに慣れない。トレーを持った私は圧倒的人数に埋め尽くされたフロアの中で、迷子のような心細さを感じていた。

　何列も並んだ長テーブルの所々に空きは見られるけれど、そこに割り込む勇気がなかなか持てなくて、ため息をつく。

「成実？　成実じゃん！」

　ウロウロしていたら、後ろから明るい声が聞こえた。

「あ、瑞穂！」

「偶然だねー！」

　振り向くと、同じようにトレーを持った瑞穂が、うれしそうな笑顔で立っている。

　入社試験に見事合格して総務に回った瑞穂とは、たまに電話やラインで簡単な近況報告程度の連絡は取り合っているけれど、顔を合わせる機会がなかった。

「成実の元気な顔を見られてうれしい。よかったら一緒に食べない？」

「うん、もちろん。それにしてもいつも大盛況の社食だね」

　瑞穂も私と同じように、この社員食堂の賑わいぶりに圧倒されているようだった。

「こんな光景を見ると、つくづく大きな会社なんだなって実感するね。私たちがもといた会社は、社食すらない中小企業だったし」

　比べて一之瀬商事には、社員食堂はもちろん、他にも社員が利用できる多種多様な施設が整っている。

　ビジネス書から流は行やりのマンガ本まで揃った図書室。セラピストを配備した、まるでイギリス庭園のようなリラクゼーションルーム。マッサージチェアを完備した仮眠室や、働くお母さんのための託児所もある。

「まるで楽園みたいね。こんな会社が世の中に本当に存在してるなんて信じられない」

「その楽園の制服を今自分が着ていることも、信じられないよ」

　動きやすそうな夏用の制服姿の瑞穂が、笑いながらそう言った。

　昨今では女子社員の制服廃止の企業も多いらしいけど、ここでは根強くユニフォーム制度が残っている。

「オシャレが楽しめないって意見もあるけど、私はこっちのほうが楽。けっこう動き回る仕事だし」

「そうだよ。制服のほうが絶対に楽だと思う」

　一応私の仕事は事務職の範はん疇ちゅう外がいということで、制服は支給されていなかった。だから何着か夏用のスーツを買ったし、着回しのきくシンプルなトップスやボトムスを数枚買って凌しのいでいる。これがまた、まだ仮採用でこれからどう転ぶかわからない身としては、実に手痛い出費だった。

　私たちはおしゃべりしながら食堂内を歩き回って、なんとか空席にすべり込む。

「いただきます」とお味み噌そ汁しるをひと口すすって、さっそく瑞穂が聞いてきた。

「で、どうなの？　成実の仕事は順調？」

「順調もなにも、まだ全然プロジェクトには関わっていないの。今は勉強段階で資料と睨めっこばかりだよ」

「じゃあ、毎日デスクで勉強三昧？　まるで受験生だね」

「あとは牧村さんのお手伝いとかね。秘書見習いというか、新人研修みたいなことしてる」

「牧村さんかあ。あの人、カッコイイよねぇ」

　瑞穂がホウレン草のお浸しを箸でつまみながら、デレッと顔を緩ませた。

　言われてみれば牧村さんって知性的なイケメンだから、瑞穂の好みにどストライクだ。

「たしかに牧村さんって、瑞穂好みの〝デキる男〟ってイメージだもんね」

「イメージだけじゃないよ。実際デキる男なのよ、牧村さんは。総務にいると情報には不自由しないんだけど、聞いたところによると、牧村さんって会長が特別に辞令を下して部長の秘書に任命したんだって」

「え？　そうだったの？」

　焼き魚の身をほぐす手を止めて驚く私に、瑞穂は得意そうに情報を披露してくれる。

「虐げられてる部長のための、会長の援護射撃だよ。会長っていい人だよね。でもどうしても下馬評じゃ、圧倒的に部長が不利なのよねえ」

「だろうね。でも会長は部長の味方をしてくれているから心強いよ」

「成実、そんな呑気なこと言ってられないのよ」

　瑞穂は声のトーンを落とし、深刻な顔をこっちに近づけた。

「実は社長夫人たちは、今度のプロジェクトが終了したら、完全に会長を隠居させる腹づもりらしいよ？」

「え!?　じゃあ部長の味方はひとりもいなくなっちゃうじゃない！」

「だからさ、今度の仕事は絶対に部長の力で成功させなきゃならないの。そうやって自分の存在を確固たるものにしておかないと、今度こそ確実に会社から追い出されちゃうって噂だよ？」

　私は焼き魚の身をつまんだまま、愕がく然ぜんとしてしまった。

　つまり、このプロジェクトは部長にとって、まさに背水の陣なんだ。私もなんとかして部長の力にならないと。でも資料読みばかりでほとんど戦力外な私なんかに、なにができるだろう。

　気ばかり焦ってもなにも思いつかず、ただ早食いになるばかり。ハイスピードでモグモグ咀そ嚼しゃくする私に、瑞穂は勇気づけるように言ってくれた。

「成実、がんばってね。私も応援する。役に立ちそうな情報が入ったら速攻でそっちに流すから」

「ありがと、瑞穂」

　口の中の食べ物をゴクリと飲み込んで、私は瑞穂にお礼を言った。やっぱり持つべきものは友だなぁ。

「だからぜひ近いうちに、私を牧村さんに紹介してね！」

「…………」

　この正直さと現金さが、瑞穂の魅力であり、玉にキズなところでもある。まぁ、紹介くらいならするけどさ。

　お昼を食べ終えた瑞穂と私は、社員食堂の出入口前で手を振り合って別れた。

　持ち場へと向かうためにエレベーターへ乗り込む私の足取りは、セカセカと忙せわしない。さっき瑞穂からあんな話を聞いた後では、穏やかでいられないのも仕方なかった。

　重要な意味を持つプロジェクトなのに、大した戦力になれない自分が恨めしい。いったい部長は、私のどんな部分を買ってパートナーに抜擢したというんだろう？

　悩みながらエレベーターを降りた私は、課せられた仕事をこなすためにまっすぐ給湯室に向かった。

　とりあえず、今の自分にできることをやるしかないよね。

　私は冷蔵庫を開けて中からジュースを取り出し、グラスに注いで、お菓子のダッグワーズを乗せたお皿と一緒にお盆に乗せて、部長のもとへと向かう。昼食後に飲み物をお出しするのが、午後一番の大事な仕事だからだ。

　今日の私は、心中期するものがある。気合いの入った胸を張り、表情を引きしめて扉をノックした。

「遠山です。お飲み物をお持ちしました」

「ああ。どうぞ」

「失礼します」

　中に入って一礼し、五人掛けソファーセットの応接コーナーの横をすり抜けて、部長のデスクへ向かう。

　部長は、大きな窓に背を向けて、シンプルだけど品のよい木製の平机の上でパソコンのキーボードを叩いていた。

　作業の邪魔にならないよう位置に配慮して、グラスをデスクの上へ置いた私は、部長の目がパソコン画面からグラスへ移動するのを見て、ほくそ笑んだ。

　ふふ、今日のは自信あるんだ。片っ端からネット検索して、評判をリサーチして、吟味に吟味を重ねたこの逸品。さあ、目の前のリンゴジュースを味わってください部長！

　部長の手がグラスに伸び、無造作にジュースを飲む様子を、意気揚々と見守っていると……。

「お前も飲んでみろ」

「え？」

　ひと口飲み終えた部長に、意味深な目をしながらグラスを突き返され、私は戸惑った。

　の、飲めと言われても……だってそれ、部長が口をつけたグラスでしょう？

「そこも踏まえて、飲め」

　私の心の声が伝わったのか、意味深な目のままで部長はさらに促す。

「いや、でも……」

「いいから飲んでみろ」

　ここまで強制されては断れない。私は言われた通りにグラスを唇に運び、ジュースを飲み込んだ。

　うん、おいしい。さすが万人から高評価を受けるにふさわしいお味だ。ところでこれって、部長と間接キスしちゃったことになるのかな？

「どうだ？」

　思わず頬を赤らめてしまう私に、部長はますますなにかを期待するように質問してくる。

「どうって、素直においしいですけど」

「それだけか？」

「それだけって？　ジュースを飲んで、他になんの感想が必要なんですか？」

　穴が開くかと思うほど私を見つめていた部長が、そこでガクッと首を垂れた。そしてハア～ッと聞こえよがしに残念感たっぷりのため息をついて、「もう、いい」と言いながら、私に向かってシッシと手を振る。

　今日もまた繰り返されてしまったそのパターンに、私は叫び出してしまいそうだった。

　またなの!?　また今日も不合格!?　いったいあなたは、なにを求めているんですか!?

　部長と一緒に仕事をするようになって、私が最初に直面した悩みはこのリンゴ問題だった。

　牧村さんには普通にコーヒーを頼むのに、彼が私に要求する飲み物は、必ずといっていいほどリンゴジュースかアップルティー。そしてお茶請けには、リンゴケーキや、リンゴタルト、リンゴコンポートといったアップルスイーツが必須だった。

　三ツ杉村の特産品がリンゴだから、きっと地域開発の一貫で、それを利用した計画を考えているんだろうけれど、ちょっと度を越した執着具合に途方に暮れてしまう。

　しかも部長がリンゴを味わう際には、必ず私もお付き合いをしなければならない。そしてご相伴にあずかり、ふたり一緒にリンゴ味で口を満たした後で、彼は期待を込めた目で『どうだ？』と質問してくるんだ。

　いや、だから、どうだって聞かれても。『おいしいです』と言う以外になにを言えばいいの？

　なのにそう答える私に部長は落胆するばかりで、今みたいに露骨に期待を裏切られたような態度をとる。

　もう、どうすればいいのかわからない。でもひょっとして私は、これこそを期待されて採用されたんだろうか？　部長は私の中に、リンゴの本質を見極める究極の才能でも感じ取ったのかな？

　そりゃあ私だって、できることなら部長のお役に立てるような、立派なリンゴ味を見つけてあげたい。けれどそんな特異な才能を持ってる自信はないし、たとえ持っていたとして発揮できる自信もない。

「失礼しました」

　敗北感に打ちのめされながら、グラスの乗ったお盆を手に部屋を後にする。

　なんの戦力にもなれないからこそ、せめてこんな形でも部長の役に立ちたいのに、毎回失望させてばかりいる。

　さっきの部長に負けないくらい大きなため息をついていたら、声をかけられた。

「今日もダメだったんですか？」

「あ、牧村さん」

　両腕に山のようなファイルを抱えた牧村さんが、お盆の上のグラスを見て苦笑いしている。

「牧村さあん！　私、どうすればいいんでしょうか！」

　私はつい、すがりつくようにして彼に訴えてしまった。

「これでも精いっぱい努力してるんです！　なのに、なにを出しても部長は満足してくれないんです！」

「もしかしたら部長が遠山さんに期待しているのは、リンゴ以外の物なのではありませんか？」

　牧村さんは首をひねりながら、思案するような表情でそう言ったけれど、そんなはずはない。部長が私に期待し続けていることは、私が部長の心を満足させるほどの究極のリンゴ味を見つけ出すこととしか思えないもの。

「部長は、以前はあそこまでリンゴに執着しておられませんでしたよ？　遠山さんが入社した途端の現象なんです。きっとなにか、部長の胸には秘めた物がおありになるのだと思います」

「それ、秘めてないで素直に吐き出してもらえたら、すごく助かるんですが」

「それは難しいでしょうねえ」

　牧村さんはファイルを抱え直しながら、また苦笑いをして、言葉を続ける。

「部長は、ストレートな性格ではありませんから。あの複雑な生い立ちのせいでしょうね」

　それは、そうなのだろう。部長があの家族に対して素直に接しようものなら、とっくの昔に身ぐるみ剥がされて家から放り出されている。ましてや他人になんて、ストレートに向き合う気になれないのも無理はない。彼がなかなか自分の考えを口に出さないのは、身に染みついた防衛本能のようなものなのかもしれない。

「このプロジェクトがもし失敗したら、部長、マズイんですよね？」

　瑞穂から仕入れた情報を恐る恐る確認する私に、牧村さんが難しい顔でうなずいた。

「なにしろ会長悲願のプロジェクトですからね。誰かが責任を取らなければなりません。その場合に矢面に立つのは部長クラスが相応ですから」

「そもそも、なんで専務はこの仕事に部長を引き込んだんですか？　仲の悪い兄と一緒に仕事をするなんて変ですよ」

「失敗したら、これ幸いと部長に責任を押しつけるためでしょう。逆に成功したら、総責任者の自分が手柄を独り占めです。どっちに転んでも専務においしい話になっているんです」

　いつもは冷静沈着な態度を崩さない牧村さんの声と表情に、隠しきれない不愉快そうな色が混じっていて、私もつい露骨に顔をゆがませてしまった。

「それ、最っ低ですね」

「部長ご本人は、非常に優秀な方なんです。ただ周囲の方々が――」

「なんだ遠山、まだそんな所でウロウロしてたのか？」

　話の途中で扉がカチャリと開き、部長が顔を覗かせた。

　私と牧村さんは慌てて口をつぐんで素知らぬ顔をする。

「早くグラスを置いてこい。もう会議が始まるぞ」

「あ、はい。今すぐに」

　そうだ。これからプロジェクトの責任者会議が始まるんだった。

　私も一応責任者のひとりに任命されているから、当然部長と一緒に参加しなければならない。

　急いで給湯室に駆け込み、手早くグラスとお皿を洗って戻ると、廊下で部長が牧村さんと話し込んでいた。

「――じゃあ、この全国の素データのグラフ化を頼む。人口比率と商業年間商品販売額、それぞれの産業従事者数もな。動線もわかりやすいように明記しておいてくれ」

「はい。会議が終わるまでに仕上げておきます。……ところで部長」

「なんだ？」

　資料から顔を上げた部長に、牧村さんがひと呼吸を置いてから報告した。

「本日の会議には急きゅう遽きょ、専務も出席されることになりました」

　思わず『ゲッ!?』と声を出しそうになって、私はグゥッと空気をのみ込んだ。

　部長は努めて無表情を装ってはいるけれど、一瞬で目つきが変わる。

「……そうか」

　ひと言、そう言っただけで部長は会議室へ向かって歩き出した。

　私も後に続きながらチラリと背後を振り返ると、牧村さんが気遣わしげな表情をして私たちを見送っている。

　どうにも、避けられないトラブルの予感がする。

　雨が降る前の灰色の空のような、そんな重苦しさが私の胸を覆っていた。




　他部署の社員が忙しく行き交う合間を抜けて向かう場所は、入社試験の日に私がプロジェクトの責任者グループに紹介された、あの会議室だ。

　扉を開けると、あの日と同じ十人掛けテーブルに、あの日と同じく首から社員証を下げた責任者たちが座っている。

　違うのは、最奥に座っている人物の顔。本来なら部長が座るべきその席に、凡庸な若い男が当然の顔をして座っている。

　その専務が、クイクイと座席を左右に回しながら小バカにしたような声で言った。

「遅いよ、部長。遅刻」

「遅れて申し訳ございません、専務」

「ほんとに遅刻するのが好きな管理者だね。困ったものだ」

　部長と一緒に頭を低くして謝罪しながら、私は既に胃の辺りがモアッとしてくるのを我慢していた。

　遅刻って、どこが？　まだ時間前なのに。

　それでも部長は専務の嫌味を受け流し、席について会議を進行し始めた。

「それでは早速、会議を始めるとしよう。その前に遠山、立て」

　部長の言葉に、彼の隣に座っていた私は立ち上がった。

　前回に顔を合わせたときは一瞬だけだったから、私にとっては今回が初顔合わせのようなものだ。ここの全員の顔や名前や部署は資料を読んで知っているけれど、部長はこの場で私をきちんと紹介してくれるつもりなんだろう。

「遠山、彼らがプロジェクトの責任者たちだ。順番に名前と部署……」

「ああ、そういうの、いいから」

　部長の言葉を遮るように、専務がヒラヒラと手を振って横から口を出す。

「時間がもったいない。彼女は新人社員の遠山成実。部長の大のお気に入り。はい、これで終了。会議を進めて進めてー」

　クイクイと座席を左右に動かす専務を、私は呆然と突っ立ったままで見つめていた。

　この人ったら、いくら自分が専務だからってこの態度はないでしょうに。しかもさっきからクイクイクイクイ座席を動かして、まるで子どもみたい。そんなに回転イスがお好きでしたら、私が全力でもって大回転して差し上げましょうか？　そしてどうぞ、遠心力で宇宙の果てまで飛ばされちゃってください！

「遠山、座れ」

「……はい」

　部長に言われた通り素直に席に着きながら、私はこっそり深呼吸を繰り返して気を落ち着かせた。

　しかも専務はこの場に漂う微妙な空気を気にする様子もなく、勝手に話を進める。

「それで部長、僕が以前に提案した湖畔の施設はどうなった？」

　その言葉を聞いたみんなが、一斉に手もとの資料に目をやった。

　実は三ツ杉村には、地元では有名な湖があった。そんなに大きくはないけれど、緑に囲まれた雰囲気のいい湖で、資料の写真を見た限りでは水も綺麗に澄んでいる。

　専務はそこに大きな宿泊施設を建てるべきだと主張していた。

「その件でしたら、前々回の報告書に記載しております。湖のそばの古民家を再生中で作業は順調です」

「ああ、それ、見たけどね。ダメだよあれ。小汚い古民家の再利用なんてみみっちいことしてないで、新しい施設を作るべきなんだよ」

　専務は手に持っていた資料をポンとテーブルの上に放り投げて断言した。その独断的な態度を見た部長が、いったん息を整えてから、丁寧な口調で説明を続ける。

「ですがあの古民家は、空襲で焼け残った貴重な建築物です。それを利用することこそ、地域再生の象徴となりえるはずです」

「だからその再生のために、立派な施設を作って建築業に金を回すんだよ。施設の規模が大きければ雇用も促進されて、若者が根づくだろう」

　真っ向から対立するふたりの議論の展開に、みんな困惑したようにお互いの顔を見合わせ始める。

　たしかに専務の言う通り、村が魅力的なオプションを持つことは強みになるだろう。でも住民の中には、昔ながらの田舎の風景がよそ者の手で変えられてしまうことに、強い拒絶反応を示す者も大勢いた。

　だから部長は、村の象徴のような古民家を再生させるという手段によって、村人本人たちに活性の息吹と意識を芽吹かせようとしていた。

　そのことについてはもう結論が出ている事案だったし、古民家の再生も進んでいるのに、今になってそんなことを蒸し返されても困ってしまう。

「参ったな、これでは水掛け論だ。部長と僕とではまったく意見が正反対のようだね」

　専務がフウッと息を吐いて、テーブルの面々を見渡した。

「では決を採ろう。みんなは僕と部長と、どちらが正しい意見を述べていると思うかな？　僕の意見に賛成の者は挙手をしてくれ」

　専務の表情には自信が満ちあふれていた。意見の有効性云うん々ぬんに関わらず、きっと全員が自分に従うはずだと確信しているのだろう。

　はたしてその通りになって、責任者のひとりが無言で手を上げた途端、堰せきを切ったように次々とみんなの手が挙がっていった。

　牧村さんがさっき言っていた『部長は優秀だが、周囲に問題がある』って、このことだったんだ。

　専務に逆らう者はいない。いったんこの人を敵に回して目をつけられようものなら、二度とこの会社で生きてはいけないから。だから生いけ贄にえを差し出して、自分の身に害が及ばないように息を潜めているつもりなんだ。

　パーティー会場で部長の窮地を見て見ぬふりしていた社長の姿と、ここの全員の姿が重なって見えた。

　孤立した部長が難しい顔をして黙り込んでいる。賛同してくれる人物が誰もいないのだから、結局どうにもならないのは目に見えていた。

　最初から決まりきった、予定通りの状況に満足したらしい専務が断言する。

「どうやら決まったな。それでは――」

「お待ちください専務。僭せん越えつながらチームの一員として、意見を述べてもよろしいでしょうか？」

　私の声に、専務が虚を突かれたように黙り込んだ。

　みんながギョッとした顔で一斉にこっちを向く中、私は表面上、平然としながら言葉を続ける。

「ここで結論を出してしまうのは、いささか早計かと思います」

　ここで怯んではいられない。だってこんなのが公正な決議とは、とても言えない。こんな集団イジメの個人攻撃みたいなことを、この〝遠山の金さん〟が黙って見過ごすわけには断じていかない。

「今から新しい施設を建てるとすれば、どれほどの時間と予算が必要でしょうか。これまでに費やした労力、費用、ヘタをすれば仕事に関わってくれていた人たちの信頼まで失ってしまいます。このプロジェクトは、地域住民の信頼なくして成り立つものではありません。その点を再考していただきたいと思います」

　専務に向かって臆せず意見を述べる私に、周囲の視線が突き刺さる。

『ああ、やったよこの娘。もう終わりだな』

　そんな憐あわれみと、わずかな蔑みの混じった視線だった。

　でも私は胸を張って、それらの視線を受け止めていた。私は間違ったことは言っていないし、このチームの一員として意見を述べる権利は当然あるのだから。

「キミは……」

　一瞬戸惑った専務は、それでもすぐに立ち直り、小バカにしたような声を出す。

「キミの考えは、実に浅はかだな。女は子宮で物を考えるというが、その通りだ。思考にセンスがないんだよ。さすがはそんな安物のスーツを着る女性なだけのことはあるね」

　その暴言に、会議室の空気がシーンと静まり返った。女性社員の顔つきは変わり、男性社員は落ち着きなく視線をさまよわせる。

　それでも誰にも批判されることのない専務は、まるで若き専制君主のようだった。

「なんだそれは。大量生産の通販か？　勘弁してくれ。よくも恥ずかしげもなくそんな姿でこの場に出席できるものだな」

　上等なスーツの群れに囲まれたみにくいアヒルの子を眺めながら、君主は私を非難し続ける。

「責任者というものは会社にとって、世間に見られる一番の顔なんだよ。キミは会社の顔に泥を塗るつも――」

「口を慎め。直一郎」

　凛りんとした声に遮られ、ピタリと専務の声が止まった。しゃべりかけていた状態のままで口を開き、呆気にとられた視線を私の顔から移動させる。その先には、端整な顔立ちを厳しく引きしめた部長がいた。

「……なんだって？」

「黙れ、と言ったんだ。そして、彼女への発言を撤回して謝罪しろ」

　部長の言葉に、口と同じように丸く開いていた専務の目が、急速に険しく細くなっていく。クイクイと動かしていたイスの動きを止め、専務は攻撃的な口調で部長を非難した。

「な、なんだ、その口のききかたは！　上役である僕に向かって失礼だろう！　あなたはたしかに僕の兄ではあるが、社内ではそんな身内意識は捨ててもらおう！　まったく部長は社会人としての常識に欠けているぞ！」

「それはお前だ。直一郎」

　すっかり頭に血がのぼった様子でわめく専務とは対照的に、部長はどこまでも冷静な態度を崩さず、興奮している専務を静かな声で諌いさめる。

「今のお前の発言を、我が社の専務の公式発言として認めるわけにはいかない。だから俺はお前の兄として諌めるんだ」

　部長は立ち上がり、しっかりと弟に向き合う。その顔つきにも態度にも、兄としての矜きょう持じが満ちあふれていた。

「遠山は有意義な意見を述べてくれた。その意見に対してお前の口から出た言葉は、女性の子宮とスーツの価格だけか？」

「ぼ、僕は彼女に、会社の顔としての責任の大きさを指摘してやったんだ！」

　専務はテーブルを手の平で強く叩きながら怒鳴った。まるで子どもが癇かん癪しゃくを起こしたような幼稚な態度に、部長の目が厳しさを増す。

「この場で議論すべきは、プロジェクトを成功に導く方法だけだ。遠山のスーツの品質が、それに大きく係わってくるとは思えない」

　今までどれほど自分が理不尽な扱いを受けようが、部長はじっと耐え忍んできた。なのにその部長が、人が変わったように、専務に対して強い態度に出ている。私という部下が虐げられた途端、断固として許すまじと戦ってくれている。

　……あのときと同じだ。あのパーティーで私が社長夫人に攻撃されたときも、部長は一歩も引かずに渡り合ってくれた。

　今も部長の背中はあのときと変わりなく、とても堂々として大きくて立派で、その背中を見つめる私の胸は、やっぱりあのときと同じように熱くなった。

「直一郎、お前の発言は彼女への侮蔑以外の何物でもない。遠山成実を侮辱することは、この俺が絶対に許さない」

　そう言い放つ部長の美しい顔立ちが、深い怒りのせいでよりいっそう凛り々りしさを増していた。

　専務の表情も同じように怒りに染まっているけれど、赤らんだ顔で兄を睨む姿には、品性といったものが感じられない。完全な貫録負けをさらしている姿は、滑稽にすら見えた。

　でもそんな専務の姿なんかもう、私にはどうでもよかった。目の前に立つ部長の姿を見つめるこの胸は、窓の外の日差しのように熱く灼けて、疼うずきすら感じられる。

　これまでに何度か経験したことのある、この疼き。この、熱を伴った疼きは……。

「ちょっと失礼するよ」

　そのとき、ノックもなしに突然開かれた扉に全員が虚を突かれた。視線の集中する扉の陰から総白髪の男性が姿を現した途端、場の空気が一変してしまう。

「か、会長!?」

「お祖父様!?」

　登場したのは、真っ白なちぢみの開襟シャツを着込んだ、涼しげでラフな装いの会長だった。

　パーティーのときと同じように、人懐こい笑顔で会議室の中に入ってくる会長の姿を見ていた全員が、ガタガタと慌てて立ち上がって一礼する。

「やあ、みんな元気かね？　今日も暑いねえ」

「お、お祖父様。突然で驚きました」

　素で驚いている専務の表情から見て、会長の訪問は本当に予定外だったらしい。

「ビックリしたかね？　やあ、そうかねそうかね。ははは」

　飄ひょう々ひょうとした会長は、イタズラが成功して喜ぶ子どものような顔で笑った。そして私と視線が合うと、さらにパァッと明るい笑顔になって大声を出す。

「おおー、成実ちゃんー！」

　またも、私の名前を〝ちゃんづけ〟。そして孫ふたりには脇目も振らず、いそいそと私のもとへ接近して、まるで親しい友人にでも再会したようなハシャいだ態度をとる。

「会いたかったよ、成実ちゃん！　いやあ、実にかわいい！　本当にキミはかわいらしいねえ！　んー、ちゅっちゅっ！」

　私の右手は会長の手にギュッと握りしめられ、なんと、手の甲にキスまでされてしまった。

　もう、なんて答えればいいのかわからない。この特異な状況にどういった反応を示すのが社会人女性として適切なのか、まったく判断がつかない。

　フリーズした状態で目を丸くしている私の手をしつこく握ったまま、会長はイスに腰かけた。

「さあ、成実ちゃんも座って座って。あ、みんなも座って」

　そうは言われても、私をはじめ専務も部長もみんな、オブジェのようにずっと突っ立ったままだ。

「これ直哉、直一郎。はやく座りなさい。お前たちがそうやって立ったままだから、みんなが座れないんだよ」

　……いえ。座れない原因は専務でも部長でもなく、あなたです。

　そんな全員分の心のツッコミが聞こえる中、なんとか専務が口火を切った。

「お、お祖父様。お元気そうでなによりです。ところで今日は突然どうなさったんですか？」

「うん、ちょっと大事な用事があってね」

　会長は専務との会話を続けながら私の手をなで回し、決して放そうとしない。

　そんな祖父の姿を唖あ然ぜんと眺めていた専務が、顔を引きつらせつつ、なんとか作り笑いを浮かべる。

「まさか遠山に会うためだけに、わざわざ会社へいらしたわけじゃないでしょうね？」

「なに言ってるんだい。そんなわけがないだろう。ははは」

「そ、そりゃそうですよねえ。ははは」

　そう言って互いに笑い合う専務と会長に合わせ、みんなも一斉に笑った。

　こ、この渇いた笑いに便乗して、気まずい状況をなんとか切り抜けたい。あとついでに、この手も放してもらいたい。

　ところがそんな私の願いも虚しく、次に会長が放ったひと言が、私の顔から一気に血の気を引かせた。

「成実ちゃんとぜひ一緒に、旅行がしたいと思ってね」

「……は？」

　専務の目がキョトンと丸くなる。

「だから、成実ちゃんをお泊り旅行に誘いにきたんだよ」

「…………」

　専務、部長、私、他一同、全員がその爆弾発言に沈黙した。

　もはや隠しようもないほどに気まずく張りつめた空気が、会議室中を覆う。見てはいけないものを見てしまった表情で立ち尽くす皆の目線が、落ち着きなく宙をさまよった。

　お泊り旅行って、つまり、そういう意味の旅行ってこと？　そんなぁ。あぁ、おばあちゃん助けて……。

　追いつめられて完全に退路を断たれた私はもう、めまいがしそうだ。

「三ツ杉村へね、成実ちゃんを連れていきたいんだよ。直哉も一緒にね」

「……え？」

　予想外の発言が会長の口から飛び出して、私は戸惑った。

　三ツ杉村？　会長の生まれ故郷の、プロジェクトの地に私と部長を連れていくって？

「それはつまり、視察をしたいとおっしゃっているのですか？」

　いち早く状況を読んだ部長の言葉に、会長は満足そうに何度もうなずいた。

「うんうん、そういうことだよ」

「ですがお祖父様。体に負担がかかるので視察は辞退するとのお話でしたが？」

「成実ちゃんと一緒に旅行ができるなら、老骨に鞭むち打ってでも行くとも！　ねえ成実ちゃん！」

　そう言って会長は、また私の手の甲にチュッとキスをする。

　ビクッと両肩を強張らせながらも、なんとか悲鳴を上げるのだけは踏みとどまった。

「やっぱり直に現場を見ないことにはねえ。いくら机の上で議論をしても決まらないさ。成実ちゃん、三ツ杉村にはまだ行ったことがないんだろう？」

「は、はい。そうです」

　私は背筋をぴんと伸ばして返事をした。たしかに私の三ツ杉村に関する知識は、紙の上に書かれている程度でしかない。

「おや？　そういえば直一郎も、まだ三ツ杉村へ足を運んだことがないのじゃなかったかね？」

「え？　あ……」

　急に話の矛先を向けられた専務がバツの悪そうな顔になった。

「あの、いろいろと仕事が詰まって、予定がつかなかったものですから」

「私も経験上、お前が忙しいのはよくわかる。でも、できることなら、かわいい孫ふたりと故郷を訪れたいんだよ」

「はあ……」

　渋っている様子の専務に対して、会長は切々とした声で肉親の情に訴える。

「年寄りの最後のワガママと思って叶えてくれないかね？　直一郎」

「承知しました。なんとか都合をつけます」

「おお、本当かね!?　それはうれしいねえ！」

　ホクホクした温かい笑顔を見ながら、私は会長の思惑が読めたような気がした。

　会長は専務がムチャな要求を部長に突きつけようとしているのを、事前に察知してたんじゃないのかな？　だからこの視察の話を持ち出したんだ。

　都会生まれで都会育ちの生粋セレブな専務には、ド田舎の光景なんて理解の外だろう。『となりのト◯ロ』を地でいくような長閑のどかな場所のど真ん中に、いきなり御殿のような施設がデーンと建ったところでギャグにしかならない。

　それを専務に肌で理解させるために、会長は視察を提案したのかもしれない。老いた体に鞭打って会長自らお出ましとなれば、統括者である専務だって黙っているわけにいかないもの。

「いやあ、うれしいねえ。成実ちゃんのような魅力的な女性と、あの故郷の地を再び踏めるとは。長生きはするものだよ」

「それでは、手配を整えましたらご連絡いたします」

　さりげなく目礼する部長の表情と態度から、会長への感謝の念が滲にじみ出ている。きっと部長も私と同じことを考えたんだろう。

「うん、楽しみに待っているよ直哉」

　そう言って会長は、私の手をなで回しながら名残惜しそうに立ち上がった。

「じゃあ、私はこれで失礼するよ。みんな、邪魔して申し訳なかったね」

「邪魔なんて、とんでもございません会長」

「久しぶりにご尊顔を拝見できて、とてもうれしかったです」

　責任者の面々が揃って頭を下げながら、口々に会長へ挨拶をした。

「ありがとう、ありがとう。それじゃあ成実ちゃん、また会おうねえ」

　ヒラヒラと手を振りながら会議室を出ていく会長を見送って、全員ふうっと大きく息を吐く。

　会長旋風が吹き荒れたおかげで、さっきまでの険悪な状況は吹っ飛んでしまっていた。

「それでは、先ほどの議題の結論はひとまず、会長のご視察の後ということでいかがでしょうか？　専務、部長」

　この中で一番年かさの社員が、専務と部長の顔を交互に見ながら意見を求めた。

「ああ、それがいいだろうな。どうだ部長」

「はい。私も異存ありません」

　ふたりの意見が合致して、みんなも安堵したようだった。

　その後はなんの問題も起こることなく効率的に会議が進行していく。

　それもこれも全部、会長のおかげだ。私の手に何度もキスしたセクハラまがいの行為は、帳消しということにしておこう。

　会議を無事に終えた私と部長は部長室に戻り、心配顔で待っていた牧村さんに、ことの顛末と視察の件を説明した。

「承知いたしました。こちらからの参加者は、部長と遠山さんと私でよろしいですね？」

「お前は無理だろう？　今はインターンシップの指導も任されているんだから」

　夏休みを利用した職業体験に、我が社にも大勢の大学生たちが参加していた。

　牧村さんも数日前から指導員の仕事をこなしていて、こっちの本業と合わせて二足の草鞋わらじ状態。いかに有能な彼でも、さすがに三足の草鞋は履けないだろう。

「ですが、秘書である私がご同行しなければいろいろとご不便でしょう」

「心配するな。俺の女房役は遠山にしっかり務めてもらうさ。俺とのお泊り旅行の間、ずーっとな」

『俺とのお泊り旅行』という部分にわざとアクセントを置いて、部長が意味深な目をして私をからかった。

　思わず頬を赤らめてうつむく私を見て、満足そうに部長が笑う。

　まんまと彼の期待通りの反応をしてしまった自分が悔しくて、つい軽く睨みつけてしまった。

　そんな私たちを見る牧村さんも、なんだかうれしそうに笑っている。

「それでは私はファイルを戻してきます」

「よろしく頼む。資料作成ありがとう。よくできているよ」

　牧村さんが部屋から出ていった後も、部長はチラチラ視線を流して私の様子をうかがっては、上機嫌でほくそ笑んでいる。

　男の意味深なニヤけ顔なんて、いつもだったら鳥肌が立つほど嫌なのに、部長の視線はやけに艶っぽくて……。ああ、もう！　本当に腹が立つ男なんだから！

　私はわざと不機嫌な表情を部長に見せつけながらも、その反面また痛みを伴う胸の疼きを自覚していた。

「おい、ずいぶん不服そうな顔をしてるじゃないか。ひょっとして会長も専務も抜きで、俺とふたりきりのお泊り旅行がよかったのか？」

「な、なに言って……わっ！」

　動揺した私は、手に持っていた書類を全部バサバサと床に落としてしまった。

　真っ赤になってアタフタする私を見ながら、部長は声を上げて楽しそうに笑っている。

『それはセクハラ発言ですよ！』と怒りたいのだけど、その少年みたいな笑顔は輝くばかりに魅力的だった。

　悔しいことに、彼の笑顔が私に向けられていることがうれしくて、ますますトキめく自分の本心に抵抗しきれず、ついに私の仏頂面も陥落。部長につられて、ヘラァッと笑ってしまった。

　ひとしきり私たちの笑い声が室内に響いた後、部長がポツリとつぶやく。

「また、お祖父様に救ってもらったなあ」

　しみじみとした口調には、祖父への深い感謝が感じられた。

「本当にお祖父様には感謝しているんだ。お祖父様も、牧村も、俺にとって特別な存在だ。もちろんお前も」

　部長が優しい目をして言ってくれた不意打ちの言葉に、私の胸がまたトクンと切ない音をたてる。『特別な存在』という言葉が、私にとっては軽く聞き流せないほどの深みを持って耳に響いた。だから、つい探るような目で部長を見つめてしまう。

　この人はどういうつもりで言ってるんだろう。ほんの社交辞令？　それとも、私が受け止めたのと同じくらい深い意味で言ってくれているんだろうか。

「お前は……そうだな。イヴだ。俺にとってこの世界で唯一の、特別な女さ」

　私の心臓がドクンと波打ち、わずか一瞬で顔が真っ赤に火照ってしまった。

　イヴ。この世界で唯一の女。それはなんて甘美で、そして思わせぶりで曖昧な言葉なんだろう。

　あまりに突然で、強烈で、意味深な言葉に、私の心は瞬く間に翻弄されてしまった。

　……この人はズルい。

　イスに深く腰かけ胸の手前で軽く両手を組み、私の反応を探るような目をしている男を見ながらそう思った。

　彼は今の言葉のどこにも、私への明確な意思表示をしていない。言葉の真意を知りたければ、私のほうから彼へ向かって踏み込まなければならない。

　罠わなを仕掛けて相手がはまるのを待ちかまえているような男のズルさに対して、こんなに動揺してしまっている自分に軽い悔しさを覚えた。

　だけど、この人に面と向かってそんなセリフを言われて、動揺しない女がこの世にいるだろうか？　罠とわかっていても、仕掛けられてうれしいと思わずにいられる女が存在するだろうか？

　この場をどう切り抜けようか考えあぐねる私は、部長と無言のまま見つめ合う。

　……ダメだ。どう考えてもこっちが不利だ。まるで真剣勝負なようなこの場面に、目の前の男はあまりに魅惑的すぎる。

　私は胸に抱きかかえていた書類をドサリと部長の机の上に置き、一礼した。

「失礼します」

　ここはいったん、退避するのが賢明だ。こんな熱い高揚感を抱えたまま部長と一緒にいたら、あっという間に彼の罠にはまってしまいそうな気がする。

「おい、どこへ行くつもりだ？」

「急用です」

「ダメだ。ここから出ることは許さない」

　部長は手を伸ばし、いきなり私の手首をキュッと掴んだ。

　彼の体温と手の平の感触が手首の皮膚を通して生々しく伝わってきて、私の胸はドキンと高鳴る。

　彼はまるで、私の退路を断つように言葉を続けた。

「お前はずっと俺のそばにいろ。前にもそう言ったはずだ」

　この男はまた、そんなセリフをまるで業務命令みたいな口調で……。

　込み上げる悔しさに私はキュッと唇を噛かみ、部長の手を振り払ってドアに向かった。

「おい、どこにも行くなと言っているだろう。俺のそばにいろ」

「だから、急用なんです！　なんなら部長さえよろしければご一緒しますか!?　女子トイレの個室の中まで！」

「行ってらっしゃい。どうぞごゆっくり」

　笑いをかみ殺しているような、実に愉快そうな彼の気配を背中に感じながら私は部屋を出た。怒りの表情のまま大股でドスドスと、女子トイレを目指してまっしぐらに突き進む。

　床を踏み抜かんばかりの勢いでトイレに飛び込む姿を、周りの人たちが怪訝そうな顔で見ていた。

　幸いトイレに人影はなく、私は洗面台に駆け寄って急いで鏡を覗き込み、そしてガックリと肩を下ろした。

　ああ、これは、はまった。

　鏡に映る私の顔は懸命に不機嫌を装っていても、頬はバラ色に染まり、目はなにかを請うように潤んでいる。痛みを伴う胸の疼きは、快感にも似た熱を伴ってどんどん深く広がるばかり。

　私は踏み込んでしまったんだ。一年前に彼氏と別れて以来、ずっと気配も感じられなかった危険地帯に。そう、私は部長に惹かれてしまっている。

　勢いよく蛇口から水を出して両手を浸したけれど、そんなことくらいではとても冷静にはなれなかった。今は仕事中だというのに、頭の中は部長のことでいっぱいで、他のことがまるきり考えられない自分が情けない。

　だけど脳裏に次々と浮かぶのは、彼の黒い髪や、宝石のように綺麗な瞳。そして私に見せる少年のような微笑みと、楽しそうな笑い声。

　あの笑顔を思うと、胸が潰されそうな、反対に、はち切れそうなほどたまらない気持ちになる。

　別に元カレとの失恋を経験したからって、それがトラウマになってるわけじゃない。いつかまたいい出会いがあれば誰かと交際する気は満々だった。でも、よりによって、その相手が自分の上司？

　直属の上司との恋愛なんて、どう転んでもリスクは大きい。それにいくら家族からのけ者扱いされているとはいえ、彼は紛れもなく一之瀬商事の創始者の孫。身分違いという単語は、この現代社会でも立派に生きている。

　しかもあの複雑な生い立ちの持ち主だもの。仮に思いが通じたところで、脳天気ラブラブなだけのお付き合いなんて絶対にありえない。

　これはどう考えても、逃げるが勝ちだと思う。きっとまだ間に合うはずだ。この危険地帯から私は引き返すべきなんだ。深みにはまって身動きがとれなくなる前に、今すぐに……。

『ありがとう。……とても、うれしかったんだ』

　目を伏せた彼の、羞恥を帯びたやわらかな声。夜の帳が下りた美しい庭を眺めながら、ふたりで味わったシードルの味。私をかばってくれた彼の、男らしくて大きな背中。

　それらを思い浮かべながら私は、水に濡れた両手で自分の顔をビシャリと覆った。

　また、味わうことになるんだろうか。自分の感情なのに自分で制御できない、誰かの思惑に振り回される日々を。

　そうなってもかまわないと思えるほどの、あの陶酔するような幸福感に身をゆだねることになるの？　探るような目で罠を仕掛けて、私の反応をうかがうズルいあの人を相手に。

　鏡に映る濡れた頬は紅潮し、切ない表情は恋に浮かれる高校生のよう。

　引き返すべきなのに。今すぐ、ここから引き返すべきなのに……もう、遅いかもしれない。

　蛇口から流れ続ける水を止めることも忘れて、私はそればかりを考えていた。










禁断の実の成る地




「おおぉ！　これだよ！　この風景だよ！」

　感嘆の声を上げる会長の隣に立ちながら、私も目の前に広がる風景の美しさに胸を弾ませていた。

　空港からレンタルした車で延々と走り続け、ようやくたどり着いたここは三ツ杉村。汗ばんだ体を冷ますように吹く風は涼しく、見上げる空は透き通るように青く、夏の入道雲は真っ白に輝いている。

　高いビルに遮られることのない、果てまで見渡せる景色の奥には濃緑の山の峰。そして山のすそ野に広がるように地を覆い尽くす木々と、赤く輝く果実。収穫の時期を迎えた見渡す限りのリンゴが夏の日差しを浴びて艶めくさまは、赤い宝石のようだ。

「すごい。見事なリンゴ園ですね」

　素晴らしい光景を堪能しながら木々の間の道を歩いていると、自然に笑顔が浮かんでくる。長い移動時間の疲れも、この澄んだ空気が吸い取ってくれるような気がした。

「この三ツ杉村はね、リンゴが特産なんだよ。ここの夏リンゴは実にうまいよ」

　レトロな麦わら帽子をかぶった会長の目が、自慢そうに輝いている。

　空の青に、雲の白。山と地の緑、そして果実の紅。圧倒的な自然のスケールと、それらが生み出す色彩の鮮やかさと、風が運んでくる土と緑の匂いがムンムン迫ってくる。

「まさに絶景ですね！　胸がいっぱいになりそう！」

「そうだろうそうだろう？　成実ちゃんならこの素晴らしさをわかってくれると信じていたよ」

　セミの鳴き声に混じった会長の声は、本当にうれしそうだ。万感迫る表情でぐるりと周囲を見渡す目には、うっすらと涙が滲んでいる。

　会長はラジオ体操みたいに大きく胸を反らして息を吸い込み、ぷはぁっと吐き出して、背後に控える孫に笑顔で話しかけた。

「直哉、直一郎、どうかね？　ここが私の生まれ故郷だよ」

「いつ来ても美しい所ですね。ここは」

　念願の帰郷が叶って心から喜んでいる会長を見て、部長も本当にうれしそうだ。

「向こうに比べると、やっぱり涼しいですね。……ちょっと道路は歩きにくいですけれど」

　専務は舗装されていない砂利道が歩きにくそうで、さっきからずいぶん難儀しているよう。本当に生粋の都会っ子なんだなぁ。

　歩くとザクザク音が響く砂利道の左右には、自然に育った植物がずっと先まで生い茂り、まるで天然のガードレールのように見えておもしろい。

「これだけ草木が豊富なら、きっと虫も多いでしょうね。蛍とかいるのかな？」

　ワクワクして草むらを覗き込んでいる私を見て、部長がからかう。

「蛍どころかヘビも出るぞ。ここは」

「え!?　虫!?　ヘビまで出るのか!?」

　部長の言葉に専務はビクッと怯おびえて、足もとをキョロキョロする。

　そんな孫の反応に笑いながら、会長はリンゴ園で草刈り作業している人に向かって声を張り上げた。

「どうもどうもー！　ご精が出ますねえ！」

「こんにちは。一之瀬商事です。相そう馬まさん、お元気でしたか？」

　どうやら部長は、ここのリンゴ園の人と既に顔見知りらしい。腕に抱えていたスーツの上着を着込みながら、作業着姿の相手に手を振って挨拶している。

　部長ったら、この真夏にきっちりスーツの上下を着込んで、田舎道に革靴を履いて。どんな田舎の仕事相手に対しても、きちんと敬意を払っているんだな。彼のそういう誠実なところってすごく素敵だなぁ。……って、いけない。部長にトキメくのは禁止だ。逃げるが勝ちって決めたはずでしょう？

「あー、あんたかあ。また来たのかあ？　物好きな人だな。こんな田舎に毎度よく来るもんだなあ」

　相馬さんと呼ばれた作業着姿の初老の男性が、タオルで汗を拭きながらノッソリと近づいてくる。日に焼けて真っ黒な顔は、ぬぐいきれない玉のような汗と日差しに照らされてキラキラしていた

「相馬さん、今日は我が社の会長と、専務も同行しております」

「あー、あんたかあ？　ここの村の出身ってのは？」

　相馬さんは気軽に会長に話しかけてくる。ふたりは初対面だけれど、同郷ということで特別な親近感があるのかもしれない。

「んだんだ。わいが一之瀬秀雄だ。わらしの頃は、親戚の戸と山やまの家に厄介になってたんだ」

「あーあー。戸山の家かあ。あそこも男わらしが生まれねえで、絶えてしまったものなあ」

　そんな内容の、会話をしているのだと思う。会長と相馬さんの会話は独特なイントネーションと濁音がすごくて、正確な情報はとても聞き取れない。私と専務は気後れしてしまって、立ち尽くすばかりだ。

「今年の夏リンゴの出来具合はいかがですか？」

　外国語のようなお国言葉の応酬に、部長が果敢にも標準語で参入していく。

「おお、玉たま伸のびは順調だったし、中ちゅう心しん果かの結けつ実じつ率りつもよかったからな」

「リンゴ農家の皆さん、見直し摘てき果かをがんばっておられましたからね」

「実が大きいと摘果作業がはかどらなくて大変だけんど、出来はいいぞお」

　ふたりの間に飛び交う専門用語に小首を傾げる私に、部長が説明してくれた。

「咲いた花の全部に実が成ったら、とんでもないことになるからな。樹の勢いや土地の状態に応じて、適正な数になるように調整するんだよ」

「部長、ずいぶんお詳しいんですね」

「いや、つけ焼き刃だよ。たまにこっちへ顔を出して作業を手伝うくらいだ」

　感心する私にサラリと謙遜して、部長は周囲の木々の状態を確認するようにあちこちを眺めている。その姿はまるで本当の地元民みたいに堂に入っていた。

「忙しいときは、猫の手も借りたいほどだからなあ。あんたのおかげで助かった」

「猫程度にはお役に立てたようで安心しました」

　笑い合う部長と相馬さんを見ながら、私の胸はまたポッと火照り始める。

　部長、きっとリンゴについて一生懸命勉強したんだ。彼の真剣味あふれるリンゴへの愛着は、そこからきているのかもしれない。おまけに忙しい仕事の合間を縫って、農作業の手伝いにまで駆けつけるなんて。地域の人たちの信頼を得るために、これまで最善の努力を重ねてきたんだろうな。

　彼のそういう努力家で苦労を厭わない姿勢って、やっぱりすごく素敵だと思う。……だ、だから、ダメだってば！　トキメキ禁止って決めたでしょう！

　私は部長から意識を逸らすために、素早く周囲の景色に視線を移した。あぁ、自然って素晴らしいなぁ！

「あんたら、今日はあの古民家に泊まるんだって？」

「ええ、もう電気も水道も通っていますからね」

「暇だったらまた手伝いに来い。中ちゅう生せい品ひん種しゅや晩ばん生せい品ひん種しゅの作業も山積みだからなあ」

　そう言って相馬さんは、また草刈り作業に戻っていった。

　私たちの今日の宿泊場所は、例の古民家再生ペンションだ。従業員はまだ雇っていないから本格的な利用はできないけれど、泊まった感触を確かめるくらいのことはできる。

　目的地の湖へ向かうため、私たちはレンタルした車を置いてある近くの駐車場まで歩いて戻った。

　会長と専務が乗ってきた車と、部長と私が乗ってきた車と、二台。専務が自分たちの車に近づきながら部長と私に言った。

「じゃあ、これから僕とお祖父様は予定通り町のホテルへ行くから。また明日」

「はい。お祖父様、専務、それではまた明日」

「え？」

　私はキョトンとして三人の顔を見回した。

　それって、どういうこと？

「町のホテル？　今日は古民家に泊まるんじゃなかったんですか？」

　首を傾げながら質問する私に、部長は至極当然な顔をして答えた。

「泊まるさ。俺とお前だけでな」

「は？　部長と私？　だけ？」

　さらにキョトンとする私に、専務があきれたような目で説明する。

「従業員のひとりもいないような場所に、お祖父様を泊められるわけがないだろう？　山小屋じゃあるまいし。だから僕が、お祖父様と一緒に町のホテルに泊まるんだ」

「お祖父様も高齢だからな。近くに大きな病院がないと不安なんだよ。では専務、お祖父様をよろしくお願いします」

「ああ、じゃあそっちはよろしく頼む」

　部長と専務の会話を聞いている私の顔が、どんどん青ざめていく。

　ちょっと、なにお互い勝手によろしく頼み合ってるの!?　そんなの聞いてない！　じゃあ私、部長とひとつ屋根の下でふたりっきりってこと!?　ほ、本当に、ふたりきりのお泊り旅行になっちゃったの!?

「いえ、皆さんちょっと待ってください！　それは少々、問題ではないでしょうか!?」

　私は慌てて異議を申し立てた。

　こんなの冗談じゃない。トキメキ禁止令の相手と、ふたりきりでひと晩を過ごすなんて絶対にヤバい。なんとしても阻止しなきゃ。

「若い男女がふたりきりで宿泊というのは、道徳的に問題があると思います」

「だからって、お祖父様をひとりにするわけにはいかないだろう」

　真っ当な主張をする私に、部長もまた真っ当な理屈を返してくる。

「じゃあ私が会長にご同行すればいいんじゃないですか？　常識的に考えて」

「仮採用の平社員が、専務である僕を差し置いて会長と同行するつもりか？　おいおい、常識で考えろよ」

『これだから庶民は困るよ』とでも言いたげに薄ら笑いを浮かべる専務の顔に腹が立つ。

　常識がないのはそっちのほうでしょ!?　専務は絶対、自分が快適なホテルに泊まりたいだけに決まってる！

　そう大声で叫び返したいのをグッと堪え、私は努めて冷静に答えた。

「それでしたら、私と会長と専務の三人でホテルに宿泊しましょう」

「おい、遠山。それじゃあ、お前は俺を放ったらかしにするのか？　お前は今回、俺の秘書役だろう？」

　ウッと言葉に詰まった私に、部長はたたみかける。

「それにホテルの部屋にもう空きはない。今は夏休みだからな。お前は俺と一緒に泊まるしかないんだよ」

「成実ちゃん、申し訳ないねえ。私だって本当は、かわいい成実ちゃんと一緒のホテルに泊まりたいんだけどねえ」

　すまなそうに言う会長を、私は情けない顔で見返した。

　そんなぁ、会長。今こそ、いつものあなたのゴリ押しパワーを発揮すべきときなのに。

「道徳がどうのこうのと言っても、結局それは本人同士の自覚の問題だろう？」

　専務が私と部長を見比べながら、からかうような口調で言った。

「それとも、なにかなあ？　キミたちは、そういう不道徳な行為をする予定でもあるのかなあ？」

「ありませんよ、そんなもの！」

「ありませんね。まったく」

　噛みつくように答えた私の声にかぶさるように、冷めた口調で部長も答える。

　……そういうふうにキッパリ否定されてしまうと、それはそれで腹が立つのはなぜだろう。

「なら問題はないだろう。では、お待たせしましたお祖父様。行きましょう」

「直哉、成実ちゃん、それじゃまた明日」

　勝手に議論に終止符を打った専務と会長は車に乗り込み、あっさりこの場から去っていく。

　あぁ、お願い待って。行かないでぇ。

　私は置いてきぼりにされた小学生のような心境で、遠ざかる車を見送っていた。

「おい」

　完全に車が見えなくなった途端、待ちかまえたように背後から聞こえてくる不機嫌そうな男の声。その妙に低音域な声に私はビクッと身を震わせ、緊張した。

　で、できることなら、このまま振り向きたくない……。

「おい、無視するな。こっち向けよ」

　さすがにいつまでも背中を向けているわけにもいかず、私は恐る恐る部長の方に振り向いた。

　そこには、腕を組みながら威圧するように私を見ているイケメンがいる。

「なんだよ、さっきの態度は。お前、そんなに俺と一緒に泊まるのが嫌なのか？」

　座った目つきで私を見ながらぶっきらぼうに吐き捨てる部長は、なんだかいつもと雰囲気が違って見える。会社で仕事をしているときとは違って、ずいぶんと砕けた態度で私に近づいてきたかと思えば、長身をぐいっと曲げて、私と顔を突き合わせた。

　あまりの急接近にオデコ同士がぶつかりそうになり、息を詰めた私はとっさに一歩、身を引いた。

「逃げるな」

　すかさずまた一歩、部長が近づき額をグッと寄せてくる。

　ちょ……！　か、顔が近すぎ！

　心の中で悲鳴を上げるも声にはならず、この異常な急接近に私の心臓は高鳴り、彼の綺麗な黒い瞳に釘づけになってしまう。

「正直に答えろ。お前、俺と泊まるのが嫌なのか？」

「…………」

　部長の吐息を生々しく感じて胸がキュッと苦しくなる。自分の顔が、みっともないほど赤くなるのを止められない。

「答えろ。嫌なのか？」

　部長の唇が動くたびに、彼の吐息が私の唇に触れる。

　これではまるで、疑似キスだ。

　私の視界は、男の美しい顔で覆われてしまっている。私の耳も、男の魅惑的な低い声に占領されてしまっている。顔は燃えるように赤く染まり、苦しい胸の鼓動の音は外まで漏れ聞こえそうなほどに激しい。

　この状況では、ムダな抵抗だ。今の私がなにをどう言い繕ったところで、嘘だとばれてしまうだろう。

　だから、正直に言うしかなかった。

「嫌じゃ……ない、です」

「よぉーーし！」

　途端に部長の声のトーンがガラッと変わった。

　不機嫌そのものだった表情は嘘のように明るくなり、今にも重なる寸前だった顔同士がスッと離れていく。

　その豹変ぶりに呆気にとられる私に、背筋を伸ばした部長が満足そうな声で言った。

「実は俺、お前が本当に『嫌だ』って答えたときのために、ちゃんと別の宿を用意してあったんだよ」

「はあ!?」

「さすがに無理強いはマズイからな。でもよかったよかった。お前、俺と泊まるの嫌じゃないんだろ？　今そう言ったよな？」

　ポカンと口を開けている私の肩をポンポン叩きながら笑う部長の顔は、イタズラが成功した悪ガキの表情そのもの。

　……この人、わざと私に別宿のことも教えないで、あんな思わせぶりな態度をとったんだ。私の口から『嫌じゃない』って言葉を言わせるために。

　さっきまで頬を赤く染めていた血液が、今度は別の意味で頭にカァッとのぼってくる。私は開けていた口をギュッと閉じ、目の前の男を思いきり睨み上げながら鼻から大きく息を吸い込んだ。

「この――」

「ほら早く。グズグズするな」

『セクハラ上司！』と叫ぶ瞬間、部長に腕をつかまれて引っ張られてしまった。

　胸いっぱいに溜たまった空気は吐き出すタイミングを失い、膨らませるのを失敗した風船のようにブハッと抜けてしまう。『手を放してください』と訴える間もなく、私は車の助手席に押し込められてしまった。

　ドサリと座席に座らされながら、それでも私はすかさず部長を睨み上げる。

　負けるもんか。こんな不当な扱いを黙って受ける『遠山の金さん』じゃない。

　しかし、機関銃のように文句を連発してやろうと身構える私の視線を、部長は上から平然と受け止めて静かに言った。

「お前は、俺と泊まることを自分で選んだんだ。後悔するなよ？」

　さっきまでの少年のような朗らかな表情とは打って変わった真面目な顔と口調に、私の心臓が大きくひとつ、波打った。呪縛されてしまったように体から力が抜けて、また頬に赤みが差す。

　それ、どういう意味？

　部長は助手席のドアをすばやく閉め、動揺する私を車内に閉じ込めてしまう。そして運転席に座り込み、何事もなかったように「おい、シートベルトしめろ」と言いながら車を走らせ始めた。

　抵抗する意思を削がれてしまった私は、素直にシートベルトをしめてしまう。借りてきた猫のようにお行儀よい姿勢で、ちんまりと部長の隣に座っていた。

　車外を流れる風景は美しいリンゴ園と、よく晴れた青空と、豊かで穏やかな緑がどこまでも続いている。

　でも私の心中は、まったく穏やかじゃなかった。

「あ、あのぅ。部長、さっき言いましたよね？」

「なにを？」

「私と、その、そういう不道徳なことをするつもりはないって」

　おずおずと切り出す私に、部長は前方をまっすぐ見たまま、淡々と返してきた。

「ああ、たしかに言った。だから『不道徳なこと』は、するつもりはない」

「…………」

　じゃあ、なにをするつもりなんだろう。

　そう思ったところで、まさかそれを本人に聞くわけにもいかず、なにも言えなくなってしまった私は口をつぐんで胸をざわめかせるだけ。

　この胸のざわめきは不安？　それとも動揺？　それとも……期待？

　その答えもはっきりさせられずに、ただ、隣で車を走らせる男の存在感に圧倒されているだけだった。

　そんな私の気持ちをよそに、すべるように車は走り続け、窓の向こうの景色は軽快に流れていく。

　落ち着かない沈黙が支配する車内で彼の横顔を盗み見ながら、『この人の運転、上手だな』と思った。

　ウィンカーを出すタイミングとか、アクセルやブレーキ操作の仕方とか。車線変更もスムーズだし、切ったステアリングの戻し方とかも、すごくなめらかだ。

　昔付き合った彼は正直言って運転がヘタくそで、とにかく最悪なのが〝かっくんブレーキ〟だった。ドライブデート中に何度も〝かっくん〟させられて、むち打ち症になるんじゃないかと本気で心配したことがある。

　でも、部長の運転はちっとも揺れなくてセンスがある。運転の上手な男って、やっぱり素敵だな。

　ハンドルを握る指の頼もしさとか、前方を見る目の凛々しさとか、横顔のラインのカッコよさとか、狭い空間で新たに発見した部長の魅力に、頭の中がぽわっと浮かれてしまう。

　ああ、またこの胸が甘くキュンと鳴ってしまうのを止められない……って、だからトキメキ禁止なんだってば！　しっかりしなさい私！　相手はワケありの上司なんだからね!!

「おい」

「は、はい？」

　急に話しかけられてドキッとした。部長を盗み見ていたのがバレちゃった？

「ほら、湖だ」

「え？　……わぁ！」

　フロントガラス越しに、満々と水をたたえた大きな『三みツつ杉すぎ湖こ』が見えてきて、私は思わずハシャいだ声を上げた。

　厳密に言えば三ツ杉湖はそれほど巨大な湖ではないのだけれど、それでも直に目にするとやはり圧巻だ。池や沼とはまったく違った、目を奪われるような雄大さがある。

「今日は天気がいいから、水の色も綺麗だな」

「実は私、湖って初めてなんです！　すごい！　綺麗！　きゃー！」

「おいおい、まるで子どもみたいなハシャぎっぷりだな。仕事で来ていることを忘れないでくれよ？」

　私の突き抜けた浮かれっぷりに、部長も思わず笑ってしまった。

　人里離れた場所にポツンと佇む寂しい湖なのかと思っていたけれど、案外すぐ近くに民家の集落もあるし、夏休みだからか家族連れの姿も多く見られる。いい意味での、ひなびた穴場観光スポットって感じだ。

　そんな場所に建つ湖畔の宿は、資料の写真で見るよりずっと洒落ていた。真っ白に塗られた壁と、黒い格子戸の外観は城下町の町屋を思いおこさせるような趣があって、宿の周囲を囲む竹塀がまたいい味を出している。

「素敵ですね。変に洋風の建物よりも、ずっと素敵」

「中も快適だぞ。古民家の弱点の断熱性も工夫して克服したし、採光にも気をつかったから見違えるように明るいんだ」

　宿の外観から醸し出される、しみじみとした和風情緒に感心している私に部長が説明してくれた。なんだか自慢そうなのが、ちょっとかわいらしい。

　ペンション横の駐車スペースに車を停めて、部長と私はいよいよ古民家の中へと入った。玄関に足を踏み入れた途端、建築に使われた新しい木材のいい香りがふわりと鼻腔をくすぐる。

　部長の言った通り、中は廊下に沿った大きな窓や中庭から入る光のおかげで、本当に明るい。漆しっ喰くい調ちょうの白い塗り壁や、障子や、古くて黒い柱のすすけた感じがレトロで優しい雰囲気を醸し出している。

「古さと新しさが混在していて、なんだかホッとする感じです」

「味があるだろ？　じゃなきゃわざわざ古民家を再生する意味がないからな。ほら、カギ。ここが、お前が今日泊まる部屋だ」

　そう言って部長が案内してくれたのは、板張りの小部屋だった。フローリングの床の上にベッドが置いてあるけれど、襖ふすまがあったり窓枠が木枠だったり、照明に和紙を用いていたりで、随所に細かく和風テイストが生かされている。

「俺は隣の部屋に泊まる。さあ、荷物を置いたらすぐに出かけるぞ」

「どこへ行くんですか？」

「役場へ顔を出すんだよ。もうすぐ始まる夏祭りの打ち合わせにな。今年の祭りは我が社が協賛しているんだ」

　祭りと聞いて、途端に胸が華やいだ。

　私はお祭りが大好きで、子どもの頃は毎年欠かさず、おばあちゃんと一緒に近所の神社の夏祭りに出かけたものだ。

「お祭りがあるんですか！」

「思いきり盛り上げるぞ。このイベントの結果いかんによって、開発事業に対する村民の理解と協力が得られるか否かが決まるんだ」

「はい。わかりました」

　真面目に答えると、同じように真面目な顔をしていた部長の表情が、ふと和らぐ。

「でもその前に、一緒に湖の周りを散歩しないか？　せっかく来たんだからな」

　思わず目を輝かせた私を見て、部長が笑いながら隣の自分の部屋へ入っていく。

　私は急いでキャリーバッグの中の服をクローゼットにしまって、後は放ったらかしで部屋を飛び出した。

　うれしい。湖を散歩するなんて初めてだ。ボート乗り場もあったみたいだし、もしかしたら乗せてもらえるかもしれない。

　廊下で待っていてくれた部長と一緒に、はやる足取りで湖へと向かう。

　サクサクと土を踏みながら波打ち際に立ち、私は胸を躍らせながら湖を眺めた。

　風渡る湖面は、青色とも緑色とも表現できない絶妙な色合いでキラキラと輝き、周囲の木々を映している。湖岸にたどり着く波は、海の波とは違って穏やかで慎ましい。

　波の音って不思議。なんて人の心を慰めてくれるんだろう。

　部長とふたりで心地いい水音を聞きながら、私はホウッと息を吐いた。

　ふたりで肩を並べて湖岸をそぞろ歩けば、爽やかな風に揺れる彼の前髪が涼しげで、明るい日差しに照らされた顔立ちもすごく綺麗で、思わず見惚れてしまう。

　本当に美形。ただ湖畔を歩くだけでさまになっちゃう、かっこいい人。

　光り輝く夏の湖はどこまでも美しく、そしてすぐ隣で私をエスコートしてくれる男性も、どこまでもイケメン。ふと、昔見た古い恋愛映画のワンシーンを思い出してしまって、甘酸っぱい気持ちに浸った。

「綺麗だな」

「綺麗ですね」

　ポツリと交わす言葉も少なく、でも心は静かに満ち足りている。

　風になびく髪を押さえようとして上げた手が、ちょうど部長の手とぶつかってドキッとした。

「す、すみません」

「いや」

　優しく微笑む部長の笑顔がまぶしい。

　私はサッと手を戻して、すばやく視線を逸らした。

　ほんの一瞬触れただけなのに、彼の体温と皮膚の感触が私の手に鮮明に残っている。

　そういえば私、パーティーで部長に手を握られたんだっけ。

　いつの間にか、自分の手の甲に残る彼のぬくもりの記憶を閉じ込めるように、私はもう片方の手でしっかりと包み込んでいた。

　そんなことを無意識にしている自分に気がついて、恥ずかしさに顔がカーッと火照って汗ばんでしまう。

　な、なにやってるのよ、私ったら。あ、あれ……？

　私は突然、奇妙な感覚に襲われた。急に頭に血がのぼったせいか、なんだかクラクラしているような感じがする。

　ちょっと待って。この感覚って、たしか遠い昔にも体験したような……？

　その疑問の答えが見つかる間もなくグラッとめまいがするのと、ふらあっと体が前のめりに倒れるのと同時だった。とっさに部長が支えてくれなければ、きっと私は顔面から地面に激突していただろう。

「急にどうした!?」

　部長の慌てた声が、なんだか遠くに聞こえる気がする。

　胸の辺りがムカムカするのは吐き気かな？　うん、すごく具合が悪い。あ、わかった。これって……。

「熱中症だ……」

「嘘だろ!?　お前、またか!?」

　意味不明な言葉を叫んだ部長の行動は、すばやかった。

　フワッと体が浮く感じがして、私は彼の腕に軽々と抱きかかえられる。

　うわぁ、お姫様抱っこだ、と思った瞬間、彼は颯爽と古民家へ向かって走り出した。

「何度倒れりゃ気が済むんだよ！　いい加減にしろまったく！」

　上下に揺れる振動と部長の体温を感じながら、私はグッタリしていた。

　なんだか部長が、さっきから意味不明なことを言ってる気がする。『何度』って、なにそれ。まるで私が熱中症になるのが趣味みたいな言い方しないで。私が熱中症になったのは、高校生のときに一回きりなの。人命救助でファーストキスを見知らぬ男の子に奪われた、あの一回だけなんだから。

「まずは涼しい場所で休むんだ！」

　古民家に駆け込んだ部長は、私を抱きかかえた状態で一目散に私の部屋に向かう。

「おい、カギは!?」

「あ、大丈夫です。かけてませんから……」

「大丈夫じゃない！　もっと警戒心を持て！」

　ドアを蹴破るような勢いで開けた部長は、私をそっとベッドに寝かせてくれた。

「待ってろ！　飲み物を探してくる！」

　バタバタと部屋から駆け出していく足音を聞きながら、私は涼しい室内に横たわってボーッとしていた。

　油断した。エアコンの効いた車内だと思って、ずっと水分補給を怠っていた。夏の車内は乾燥するし、窓から入り込む日差しで体温が上昇しているから、隠れ熱中症になりやすいんだった。ずっと部長の隣で緊張してるときに、グビグビと水分補給する気にはなれなくて、つい……。

「冷蔵庫の中にリンゴジュースがあった。これを飲め」

　慌ただしく戻ってきた部長の腕には、リンゴジュースの缶の山。その山をベッド脇のサイドテーブルに置くのももどかしく、彼は私の体を抱き起こし、そのうちの一本を開けて私の手に押しつけた。

「あ、すみません……」

　私は部長の腕にしっかりと背中を支えられながら、ゆっくり缶に口をつけてひと口飲み込む。爽やかな甘みと酸味が、心地よく喉を潤してくれた。

「おいしい」

　体が渇いているせいもあるだろうけれど、本当に染みるようにおいしく感じるリンゴジュースだ。

　夢中で飲み続ける私を、部長がひどく真剣な顔で凝視している。

「大丈夫です。まだ初期症状ですから、水分補給して休めば回復します」

　あまりに心配そうな彼の様子に、私は軽く微笑んで答えた。

「本当に平気なのか？」

「はい。私、熱中症には詳しいんです。実は経験者なんですよ」

　もうひと口ジュースを飲み込みながら、私は部長を安心させようと打ち明けた。

「高校生の頃、道端で引っくり返っちゃったんです。そのときは偶然通りかかった男の子が助けてくれたんですよ。どこの誰だか知らないし、顔も覚えてないんですけど、おかげで助かりました。でもまあ、その子もけっこうひどいやつで。相応の代償を奪われましたけどね。あはは」

　私の笑い声が、そこでピタッと止まってしまった。明るく笑う私を見つめる部長の表情が、なんとも言えない微妙なことになっていたから。

「俺だ」

「はい？」

「それは俺だ」

「それ？　どれ？」

「その、偶然通りかかったひどい男ってのが、俺だ」

　次の瞬間、沈黙が室内を支配した。

　缶ジュースを手に持ったまま、私はキョトンと首を傾げる。

　なに言ってるの？　部長が、あのときの男の子？　そんな偶然があるわけないでしょ。笑えない冗談は言わないでほしいんですけど……。

「その顔は信じてないだろ？　お前、本当に完全に俺のこと忘れてたんだな？」

　部長はしかめっ面というか、あきれ顔というか、情けない顔というか、その全部を混ぜ合わせた、なんとも言い表せない表情をしている。

「なにそんな複雑な顔で冗談を言ってるんですか」

「ペットボトルのリンゴジュース」

　あくまでもスルーする私に、部長は妙に据わった目つきで唐突な単語を口にした。

「はい？」

「ペットボトルのリンゴジュースの、口移し」

　再び、沈黙が室内を支配する。

　部長の言葉をきっかけに、カチッとスイッチの入る音が私の頭に響いた。私とあの男の子しか知らない鮮烈な秘密が一気に脳裏によみがえる。

　暑い夏の日。男の子の生々しい唇の感触。リンゴジュースの甘く爽やかな香りと味。味……が……。

「……!?」

　衝撃の事実に呼吸が止まりそうなほど驚愕した私の顔が、これ以上は不可能なほど盛大にゆがんだ。背中が仰のけ反ぞるほど思いきり吸い込んだ息を、部長に向かって一気に吐き出す。

「あのときの、ファーストキス泥棒ー！」

　大声で叫んだ拍子に、またまた頭の芯がクラッと揺れた。

　たまらずカクンと首を垂れた私を見て、慌てた部長が「病人のくせに騒ぐな！　ほら、もっと飲め！」と言って、私の手のジュースを口もとに押しつける。

　私は喉を鳴らして一気飲みして、食道を通る冷たい感覚に少しだけ冷静さを取り戻すことができた。そして目の前の男性の顔をつくづくと眺めながら、懸命に頭の中を整理する。

　この部長が、あのときの彼？　そんなバカな。十年ぶりに再会したファーストキスの相手が自分の上司なの？　いやいや、できすぎでしょう。そんな偶然がこの世にあるなんて信じられない。

　それが本当に事実なら、私、恩人との再会にずーっと気づかないまま無視していたってこと？　うわ、それってけっこう、最低な気がする。

「本当に部長が、あのときの？　私に気づいてたんですか？　いつから？」

「最初から。お前、全然あの頃と変わってないな」

「言ってくださいよ……」

　私はガックリと頭を垂れて、ため息を漏らした。やっぱり本当なんだ。あぁ、恥ずかしい。これじゃ私は最低な恩知らずじゃないの。

「言えないだろ。なんて言うんだよ？　俺はお前の命の恩人様だ。さあどうだ、恐れ入ろってか？」

「いや別に、『恐れ入ろ』まで言う必要はないですけど」

「それに、まさか本当にお前に忘れられているとは思わなかった」

　少しばかり恨みのこもった部長の声に、私は慌てて首を横に振る。

「忘れてなんかいませんよ！　私、ちゃんとずっと覚えていましたよ！」

「じゃあ、俺の顔を覚えていたか？」

「忘れてました」

「…………」

　ぶ、部長！　目が本格的に据わってます！　目が！

「だ、だって、生きるか死ぬかの瀬戸際に、人の顔の造詣なんて気にしてられませんよ！」

　忘れていたというよりも、正確に言えばちゃんと見えていなかったの。……それにしても、なんとなくイケメンだった印象だけは残ってたけど、私の思い込みじゃなかったんだ。

「ひょっとしたら、お前に駆け引きされてるのかとも思っていたんだよ。でもやっぱり、単純に覚えていなかっただけなのか」

　つくづく思い知ったように言って、部長は何度もため息をついた。

　駆け引きって、あの毎日のリンゴ攻勢のこと？　じゃああれは、過去の出来事を私にアピールしてたの？　なんだ、土地開発に絡んだ商品開発のために、究極のリンゴ味を求めていたわけじゃなかったんだ。

「部長って、回りくどい性格ですね」

　あれほど必死になってリンゴを追い求めていた私の日々はなんだったのかと思うと、文句のひとつも言いたくなってしまう。

「命の恩人に向かって本気で容赦ないな。お前」

「もっとストレートに言ってくださればよかったのに」

「言えるか。そんなこと」

　部長は拗すねたような仏頂面になった。

　そうか。そういえばこの人は他人に対してストレートになれない面倒な性格だった。それでも、どうしても私に気づいてほしくてあんなことをしていたのかな？　毎日リンゴ味の飲み物を注文したり、私に買ってこさせたり。一緒にリンゴを味わって、そしてそのたび、私の反応にガッカリしたような複雑な表情をしたり。

　そう思うと『かわいいとこあるなぁ』なんて感じてしまって、思わず口もとが緩んでしまう。

　そんな私の顔を見た部長は、ますます仏頂面になって立ち上がった。

「その様子ならどうやら大丈夫そうだな。とにかく今は、しばらく休んでろ」

「部長は、どちらへ？」

「俺がいたら休めないだろ？　俺も疲れたし、隣の自分の部屋でちょっと休む」

　そう言って本当に疲れた表情でドアに向かい、部屋から出る間際にこっちを振り返る。

「おい、水分補給はちゃんと――」

「はい。わかってます。大丈夫です」

　心得ている私は部長に皆まで言わせず、しっかりうなずいて見せた。

「じゃ、また様子を見にくる。後でな」

　パタンとドアを閉め、部長は部屋から出ていった。

　彼の姿が見えなくなっても、私は彼の姿を目で追うようにドアを見続けてしまう。そして小さく息を吐いて、コクリとジュースを飲み込んだ。

　まさか部長が、あのときの彼だったなんて……。この再会はどういうことなんだろう。まるで運命みたいじゃない。命を救ってくれた、ファーストキスの相手と十年後に再会だなんてロマンチックすぎる。

　少年だった彼の唇の記憶と、大人になった今の彼の顔が重なって、私の頬は火照り出した。

　私、部長とキスしちゃったんだ……。

　自分の唇をそっと指でなぞり、ドキドキする胸を押さえ、熱く切ない息を吐いた。

　この設定じゃ、どうやったって彼に惹かれるのは抗いようのない定番コースだ。好きになるのを、どうして止められるっていうの？　……まさか入社試験で、部長が私をひと目で採用したのはこのせい？　彼もこの再会に運命を感じた？　そして、彼も私のことを？

　そう思うと胸のドキドキがさらに激しくなって、たまらなくなった。

　罠を仕掛けて相手がはまるのを待ちかまえるような彼の狡こう猾かつな瞳と、強引に私をここへ泊まらせるようにした子どもじみたかわいい行為。十年前の彼と今の彼が違和感なく繋がって、あの頃からずっと私たちの関係は、まるで連続ドラマみたいに続いていたように思えた。

　この先、私たちにはどんな展開が待っているんだろう。

　私はもう一本ジュースを飲んで空にしてからベッドに身を横たえ、やわらかくて肌触りのいい夏掛けを頭から引っかぶる。

　ああ、なんてことだろう。私は期待してしまっている。逃げるが勝ちと思っていたはずの、ワケありで複雑で身分違いで、おまけに強引な上司との関係を期待している。

　絶対に平穏無事では済まない、危険を知らせるアラームが頭の中で鳴り響いている。

　だけど、私は知っている。嵐のように訪れる出来事に対して、自衛策なんてないってことを。

　私は夏掛けの中で混乱しながらギュッと両目をつむる。そうして、できることなら部長への感情を消してしまおうと、必死に無駄な抵抗を続けた。










俺のことが好きだろう？




　ふと目覚めると、窓から差し込む日の光が既にかげり始めていた。

　馴染みのない室内のせいで、瞬時には自分の置かれている状況が理解できない。ベッドの上でキョロキョロしながら、ああそうか、ここは三ツ杉村なんだとようやく理解した。

　どうやら、いつの間にかぐっすり眠ってしまっていたらしい。私はベッドに起き上がって両腕をウーンと伸ばしながら、まずは自分の体の具合を確認してみた。

　頭痛もないし、めまいもない。手足の皮膚もカサついてる様子はないし、爪も綺麗なピンク色。よしよし、たっぷり水分を取って、ゆっくり休んだおかげで順調に回復したみたい。

　これなら仕事に支障はなさそうだ。……あ、仕事といえば！

　私は慌ててベッドから立ち上がり、部屋を飛び出して隣の部屋をノックした。

「部長、部長、いらっしゃいますか？」

　すぐに扉が開いて、深みのあるインディゴのＴシャツと色落ちジーンズの私服に着替えた部長が顔を出した。

　こんなカジュアルな服装の部長を見るのは初めてだったから、私の胸に風が吹くような新鮮な衝撃が走る。

　わ、部長、すごく素敵。……じゃなくて！

「目が覚めたか。具合はどうだ？」

「おかげさまでもう大丈夫です。ところであの、お仕事のほうは？　役場に夏祭りの打ち合わせに行く予定でしたよね？」

「ああ、あれなら明日に変更してもらった」

　事もなげにそう言われて、私はサッと青ざめた。

　まさか私のせいで、部長の予定をキャンセルさせてしまった？

「も、もしかして私の体調不良のせいですか？」

「まあ、引っくり返った部下をそっちのけで、仕事に行くわけにもいかないからな」

　上司として、そんなことは常識だと言わんばかりにうなずく部長に、私の顔はますます青ざめてしまう。

「そっちのけにしてくださってよかったのに！」

「よくない。俺がいない間にお前になにかあったらどうする」

　真面目な顔でそう言われて、私は一気に萎れてしまった。

　フォローしなければならない私が、部長の足を引っ張ってしまったなんて。部長にも役場の担当者の方にもご迷惑をかけてしまった。

「申し訳ありませんでした」

　ショボンと頭を下げて謝罪する私を、部長は明るく笑い飛ばす。

「気にするな。一日や二日予定がズレたくらいで、役場も夏祭りも消えてなくなりはしないさ」

　部長はそんなふうに言ってくれるけど、やっぱりこれは明らかな私の失態だ。限られた時間内での出張なんだから、向こう様だってきっちりと予定を組んでいただろうに。

「先方も怒ってなんかいなかったから大丈夫だ。元気出せ」

「でも――」

　そのとき、私と部長の会話を遮るように、玄関の引き戸が開く大きな音が聞こえた。

「おーい、一之瀬さーん。いるがー？」

　次いで、聞き覚えのあるご当とう地ち訛なまりの声。

　私と部長は顔を見合わせ、パタパタと急ぎ足で玄関に向かった。

　フロントとして利用する予定のスペースの向こうに、昼間にリンゴ園で会った作業着姿の相馬さんがひょっこり立っている。

「相馬さん？　どうなさったんですか？」

「あんたの連れの女の人が倒れたって聞いてなあ、様子ば見にきたんだ」

　そう言う相馬さんの全身から、濃厚な土と草の匂いが漂ってくる。きっと仕事を終えて休む間もなく駆けつけてくれたんだろう。

「それは、わざわざありがとうございます。どなたから遠山のことを聞いたんですか？」

「金物屋のタケさんからだ」

　私は話を聞きながら目をパチパチさせてしまった。

　金物屋のタケさんって、誰？　なんで私の知らない人が、私の体調不良のことを知っているの？

　不思議に思う私に向かって、相馬さんは手に持った大きな紙袋を無造作に突き出した。

「都会の娘っこは、ひ弱だなあ。これ食って早く元気になれ」

「あ、ありがとうございます」

「無理するなよ？　じゃ、またな」

　それだけ言って相馬さんは、ノソノソと玄関から出ていってしまう。

　慌てて見送りに出ようとする私たちを「いい、いい」と手で制して、そのままトラックに乗って立ち去ってしまった。

　遠ざかる車を見送ってから私と部長が紙袋を開いて覗き込むと、中には綺麗に赤く色づいたリンゴがいっぱい詰まっていた。

「すごい。こんなにたくさん」

「気を遣っていただいて申し訳ないな。明日、改めて相馬さんにお礼に行こう」

「はい」

　そう言って玄関の中に戻ろうとした私たちの背中に、今度は元気な女性たちの声が聞こえてくる。

「一之瀬さん！　一之瀬さんってばー！」

　呼ばれて振り向いた私と部長が、目を丸くした。

　割かっ烹ぽう着ぎに長靴姿のおばあちゃんたちが、集団でこっちへ向かってくるのが見える。

「ぶ、部長。あの方たちは？」

「地元の婦人会の皆さんだ。会長の小こ林ばやしさんと、副会長の伊い藤とうさんと、会員の皆さんだよ」

　その婦人会の皆さんが、いったいなんのご用で？

　ワイワイガヤガヤ近づいてきたご一行様先頭の、会長の小林さんらしき人が、愛想よく部長に話しかける。

「元気だったが？　一之瀬さん。あんたのお連れさんが倒れたって聞いてさ、見舞いにきたんだぁ」

「どうもありがとうございます。遠山のことは、どなたから聞いたんですか？」

「三丁目の源げん太た郎ろうさんから」

　だから、三丁目の源太郎さんって誰!?　なんで会ったことも見たこともない人たちが、私が倒れたこと知ってるの!?　恐るべし、田舎の情報収集能力！

「あんたたち、今日はここさ泊まるんだべぇ？　晩メシどうすんだ？」

「町に行って、コンビニでお弁当でも買おうかと思っていますが」

「ダメだよ、あんた。病人にそんなモン食べさせちゃ」

　孫を叱るような口調の小林さんが、手に持った紙袋を私に突き出した。

「わいらが、おかず作って持ってきたから。あんた、これ食べて元気出しなさい」

「あ、ありがとうございます。いただきます」

　頭を下げて受け取った紙袋の中には、タッパーに入った手作りのお惣そう菜ざいがたくさん。

　これ、私のためにわざわざ作って持ってきてくれたんだ。

　右手にリンゴを、左手にお惣菜を持った私の心がじんわり温かくなる。

　見ず知らずの私のためにここまでしてくれるなんて、なんて親切な人たちだろう。

　私の頭は、自然に何度も何度もお辞儀を繰り返していた。

「本当にうれしいです。ありがとうございます」

「皆さん、遠山のためにありがとうございます。私からもお礼を言わせてください」

　部長も深々と頭を下げて、婦人会の皆さんに感謝の気持ちを伝えた。

「いいのさぁ。一之瀬さんだって、わいらのために一生懸命してくれてるもの」

「こんな男ぶりのいい兄さんに、わいの手料理食べてもらえるんだから、こっちだってうれしいさぁ」

「あれぇ、わい、一之瀬さんに会うのに口紅も塗らねえで来てしまった」

　あっはっはっと、おばあちゃん軍団の明るい笑い声が響く。

　そして来たときと同じように賑やかに帰っていく婦人会の皆さんを、その背中が見えなくなるまで、私と部長は頭を下げながら見送った。

「皆さん、親切な方ばかりで感動しました。ここって本当に素敵な村ですね」

「そうだな。まさかここまでしてくれるなんて正直思わなかった」

　私は両手の袋を持ち上げながら、笑って言った。

「部長のこと、皆さん信頼してくれているんですね。この重さは、部長のこれまでの努力と誠意の証ですね」

　私の言葉に、今度は部長が両目をパチパチさせる。そして照れたように下を向きながら、喜びを隠しきれない様子で唇の両端を緩ませた。

　そんな部長を見て、私の心もほっこりと温かくなる。

　ほんと、この人って普段はぜんぜん素直じゃないくせに、たまに感情を表に出すときはこんなにいい顔するんだからなぁ。反則だ。

　そんな私の心中も知らず、部長は照れくさそうに咳払いしながら袋に手を伸ばす。

「重いだろ？　寄こせよ。持ってやる」

「嫌ですよぉ。これ、私がいただいたお見舞い品なんですから私の物です」

「おい、これは俺の努力の賜物だろ？　半分寄こせ」

　そう言って部長は重いほうのリンゴの袋を持ち、私の肩に手を回して歩き出した。

「さあ、中に入るぞ。せっかくだから、いただこう」

　それはさりげない、私を促す仕草だった。でも私はその奥に隠れた彼の真意を感じ取った。

　別にわざわざ、中に戻るために私の肩に手を回す必要なんてない。これは彼からのモーション。私へのアプローチだ。

　そう思うのは、決して私の自うぬ惚ぼれじゃないはず。

「……はい」

　私は素直にそう答えながら、重みのある男らしい、だけど私の反応をうかがうような、どこかぎこちない指先の感触を敏感に感じた。

　彼の心臓もひょっとしたら今、高鳴っているのかもしれない。私と同じように、これからのふたりの展開に、ほんのりとした期待を持ちながら。

　もう夏の空の日は傾き、空気までもが黄たそ昏がれ色いろに染まっている。金色の気だるい夕刻の日差しが、『もうすぐ、夜が来る』と、一日の終わりを私たちにそっと告げている。

　私は部長とふたりで、躊ちゅう躇ちょと願望の入り混じった複雑な気持ちを表すように、ゆっくりとした足取りで古民家の中へ戻った。

　玄関先の広めの空間は木目の流れが美しいフローリング床で、大きなガラス戸の向こうに中庭が見える。水を使用しない枯山水の白石が敷き詰められた庭は、築山の松の緑や、庭石や、石灯籠が美しく配置されていて情緒深い。

　私と部長は中庭を眺められる絶好のポジションの応接セットの上で、いただき物を広げた。

「わあ、おいしそう」

　野菜の天ぷら。山菜の煮物。お漬物。焼き魚。お手製らしきお団子も入っている。たぶん全部、地場のものを使った郷土料理なのだろう。

「この魚はマスだな。三ツ杉湖でとれる魚だよ」

　テーブルの上にずらりと並んだ、婦人会の皆さん手作りの地元料理を、部長はずいぶんとうれしそうに眺めている。

「いかにも地元って感じですね。あ、おにぎりと割り箸も入ってる」

「ペットボトルのお茶まで入ってるな。至れり尽くせりだ」

　取り皿がないので、無礼講でタッパーに直箸することにした。

　額を寄せ合って、お惣菜をつつき合って、舌鼓を打って。そんな些さ細さいな行為がとても楽しい。

　私は異性と向き合って食事をすることにけっこう羞恥を感じるタイプだけど、おいしそうにご飯を食べてる部長の姿を見るのはすごくうれしかった。

　私が知っている部長は、いつもカッチリとスーツを着込んで、無機質なオフィスの中で真面目な顔で仕事をしている。もちろんその姿は誰もが認めるカッコよさだけれど、こうしてイケメンが割り箸を持って、お漬物をパリパリ噛んで、「お、うまいな」なんて感心している姿は、すごく人間味にあふれている。

　こんな彼、私しか知らないかも、と優越感さえ感じてしまう。さらに、シャツの半袖から覗く、彼の両腕のしなやかな筋肉にもドキドキする。

　深めの襟ぐりから見える鎖骨や胸もとにどうしても目がいってしまって、私は慌ててお惣菜に視線を逸らした。

　彼自身は意識していないであろう、でも匂い立つような男の色香が漂ってきて、それが私の気持ちをよけいに高揚させている。

「まさかなあ。あのときの女の子と、こうして一緒にメシ食ってるなんてな」

　しみじみとした部長の言葉に、私は顔を上げた。

　彼が見せる少年のような笑顔と、彼から漂う色香のギャップに心臓が高鳴ってしまう。

　そんな自分を隠したくて、私はわざと揶や揄ゆするような口調で話した。

「部長、あのとき私のことを地べた引きずって運びましたよねぇ？」

「命を救ってやったんだから、それぐらいはチャラにしろ」

　ペットボトルのお茶を飲み込む部長の仕草に、初めてのキスを奪われた記憶が連動して思い出されて、密かに胸の奥を熱くした。

「なに言ってるんですか。代わりにすごい物を奪ったじゃないですか。返してください、私のファーストキス」

「俺だってそうだよ。返せ、俺の貴重なファーストキス」

　私たちは笑い合った。『ファーストキス』という言葉の奥に、さりげなくも特別な色合いの感情をお互いに忍ばせながら。

「でも部長、よく私の顔を覚えていましたね？　もう十年も昔のことなのに」

　本当に、大した記憶力だと思う。たしかに滅多にない印象的な事件ではあったけれど、一緒にいたのはほんのわずかな時間だけだったのに。

「お前、あの頃とほとんど変わっていないからな」

「それ、褒め言葉ですか？　それとも成長してないっておっしゃってるんですか？」

「想像に任せる」

　部長は涼しい顔で、天ぷらを口に放り込んだ。

「あの後、ずいぶん探したんですよ？　お礼が言いたくて」

「いろいろと大変だったからな。ずっと俺を育ててくれた祖父母が相次いで亡くなって、すぐに今の家族に引き取られた。もう他に俺の面倒を見てくれるような親戚なんていなかったから」

　努めて淡々と話してはいるけれど、うつむきがちな部長の瞳には憂いの色がうかがえる。彼にとって、それは人生が大きく変わってしまう出来事だった。

　あれからすぐ、あの家族に囲まれる針のムシロのような生活が始まったんだ。

　まだ高校生だった部長にとって、それはどんなにつらい毎日だったろう。

「楽しかった頃の最後の強烈な記憶なんだよ。俺にとって、あのときのお前は」

　そう言って微笑む部長の胸中を思い、私は口の中の白米を無理に飲み込む。彼が私との出来事を楽しい記憶として覚えていてくれたことがうれしくもあり、切なくもあり、やるせない痛みがしんみりと私の心を覆った。

　それから私たちは、とりとめのない会話をしながら食事を続けた。田舎を思い起こさせる素朴な味つけが郷愁を誘う。

　部長は料理の一つひとつを噛みしめながら、小さくうなずいたり、優しく微笑んだりして味わっていた。

　私が自分のおばあちゃんを懐かしんでいるように、部長も、亡くなった祖父母を思っているのかもしれない。かつて自分のことを一番に愛してくれた、かけがえのない大切な人との温かい記憶を。

「ごちそうさまでした」

「残りは冷蔵庫に入れて、明日また食べよう」

　食事を終えた私たちはキッチンの冷蔵庫にタッパーを入れて、自分たちの部屋へと向かった。部屋が近づくにつれ、なぜか会話は徐々に途切れがちになっていく。

　他に誰もいない廊下はシンと静まり返り、その静けさが逆に落ち着かない。無言で隣を歩く背の高い彼の存在が、ごまかしようもないほど大きく感じられる。まるで、神の創った楽園に住むアダムとイヴのごとく、この世界に存在する人間は私たちふたりだけのような錯覚にさえ陥る。

「浴場はまだ使えないから部屋のバスルームを使え」

「わかりました」

　私の部屋の前で立ち止まり、私たちは向かい合った。

「あまり長く湯にあたるなよ？　回復したばかりなんだから。なにかあったらすぐ俺を呼べ。絶対に遠慮はするな」

「はい。今日はご迷惑をおかけして本当に申し訳ありませんでした」

　心からお詫わびの気持ちを述べる私を見ていた部長が、急に改まった声を出した。

「遠山」

「はい？」

「お前、俺のことが好きだろう？」

　心臓が、破裂するかと思った。激しい動悸と共に急激に顔に血が集中して、一瞬、クラリと意識を失いそうになる。あまりにも唐突で無遠慮な質問に心臓をえぐられ、衝撃に耐えるのが精いっぱいで、目を逸らす余裕もない。

　部長は瞬きもせずに、縫いつけるような強烈な視線で私を見つめている。この問いから逃げることは許さない、とでも言いたげだった。

　このひとは、自分の気持ちは伝えようとせず、相手にすべてを丸投げして、退路さえ許さないズルい男。安全な場所に我が身を置きながら、物陰から私の心に手を伸ばしてくる男に、私はなんと告げればいいの？

　逡しゅん巡じゅんする間にも鼓動は激しく鳴り続け、胸はそれとわかるほど大きく上下している。

　見つめ合ったまま、時間が止まってしまったように無言を貫く私に業を煮やしたのか、彼のほうが動いた。身を屈め、私の反応を確かめるようにゆっくり、でも確実に顔を近づけてくる。

『この先になにが起こるのか、お前はわかっているのだろう？』

　そう念を押すかのように、黒い綺麗な瞳が近づいてくる。

　あぁ、まるで宝石のようだ。

　あの日も、私はそう思った。そしてあの日のように、私と彼の唇が重なった。

　感じるのは、私の唇に染みる彼の吐息とやわらかさ。燃えるように熱い自分の胸と、無意識に閉じたまぶたの裏に感じる彼の気配。そして彼自身の香りと、ほのかに伝わるリンゴの香り。

　記憶の中に引きずり込まれるような、そんな啄ついばむようなキスだった。

　そっと唇を解放されて、しばらくの間は無言だった。

　激しい動悸に翻弄されて、自分を保っているだけで精いっぱい。それでも私は荒い息をなだめながら、許可もなく唇を奪った相手へ当然の権利を主張する。

「どうして、こんなことするんですか？」

　明確な答えが欲しい。この行為を裏づける、彼の私への気持ちを、彼自身の口から聞きたい。

　それなのに彼は……。

「お前が望んだんだろ？　ファーストキスを返せって」

　あくまでも自分の本心は明かそうとせず、私に再び問いかける。

「俺のことが好きなんだろう？　正直に好きだと言えよ」

　そんなふうに誘導して私に負けを認めさせ、私の心を手中に収めようとするなんて、悔しい。こんなズルい男の言いなりになんて、誰がなるもんか。

　答えない。絶対に好きだなんて言ってやらない。たとえ既に私の本心が彼に伝わってしまっているのだとしても。

　意地を張り続ける私から、自分の望む言葉を引き出せない彼の目にイラ立ちが見えた。

　闘争心に火がついたのか、彼は私を扉に押しつけて、今度は啄ばむだけでは済まないキスをした。

　両頬を大きな手で挟まれ、上向きにされた私の唇に彼の唇が降ってくる。ほんのわずかな隙間から、スルリと押し入ってくる生温かい物が私の舌を捕え、彼はそれを激しく絡ませ始めた。

　水音のような湿った音が、乱暴に、そして密やかに耳の奥に響く。混じり合うお互いの吐息の荒さに、頭の芯がじんわりと痺れる。

　強情な私の牙城を崩そうとする彼に、これでもかとばかりに攻めたてられて、息も継げないほど翻弄される私の体からふわりと力が抜けた。心が、唇が、皮膚が甘く敏感になって、全身の感覚が彼を受け入れてしまっている。

　こんなに激しく扱われているのに、私はうっとりととろけていた。だってキスの合間に彼がささやく舌足らずな声が、どうしようもなく胸を疼かせる。

「成実……成実……なる、み……」

　うわごとのように言う彼の頭と心の中は、きっと今、私でいっぱいだ。

　そう確信できることが幸せで、この幸福感を伝えたくて、私は彼の背中にそっと両腕を回した。

　私の頬を挟んでいた彼の両手もすかさず私の背に回され、私たちは強く抱きしめ合う。そして唇を離す間もなく、お互いを絡め合い、なにかを解放するように味わい続けた。

　掻くように私の背中や肩を上下する彼の指が、服の生地を挟んで皮膚を擦るたびに、背中にゾクリと痺れが走る。

　あぁ、どんなに激しくキスを交わしても、体の中に熱はこもる一方で逃げ場がない。

　ようやく唇が解放され、名残惜しそうな彼が私の上唇を食はむように軽く吸った。

　そして私たちは荒い息を吐きながら、お互いの額を擦り合わせる。

「どうして……」

　私は彼の広い胸にもたれかかり、彼の体温を感じながら、彼の波打つような心臓の音を聞く。

「こんなキスをしておいて、どうして『好き』って言ってくれないんですか？」

「お前が、俺に『好き』って言わないからだ」

　そんな意地悪な言葉に、私はグズる子どものように彼の胸にしがみついた。

　彼は私をなだめるように優しく抱きしめ、私の耳たぶを唇で甘く弄びながら、熱い息を吹きかける。

「なんで、『好き』って言わないんだよ……」

「あ……」

　コントロールが効かないほど強い感覚が体を駆け抜け、思わず切ない息を漏らす。

　キスの音と感触を何度も耳たぶに感じ、私は眉を寄せて背を反らした。

　なんで？　そんなの、わかりきっている。それは私たちが大人になったからだ。私たちがまだ子ども同士だったなら、なにも考えずにお互いの気持ちをボールのようにぶつけ合っていただろう。

　でも投げられたボールは、強ければ強いほど、いつも人の心を傷つける。だからそれを恐れる大人は、自分の身を守ることや駆け引きを覚えるのだ。がむしゃらに気持ちをぶつけ合うには、私たちは、小賢しくなりすぎている……。

「今夜、俺もこっちの部屋に泊まっていいだろ？」

　ひときわ大きく打った鼓動が、私に言葉を失わせた。

　イエスと言ってしまいたい。なにも考えずにこの身を彼にゆだねてしまいたい。

　でもそんな本音とは裏腹に、私の口は真逆な言葉を吐いていた。

「ダメです」

「どうして？　俺のことが嫌いか？」

「嫌いなわけ、ない。もうこれ以上意地悪なこと言わないでください」

　甘える子ネコのように彼の胸に頬ずりをする私の髪に、優しいキスが降る。

「じゃあ、どうして？」

「だって部長、約束してくれたじゃないですか」

　不道徳なことはしないと、彼はたしかにそう言った。

　これは私的な旅行じゃない。私たちは仕事でここへ来ている。それなのに今夜そんな行為をしてしまったら、それは明らかに公私混同であり不道徳だ。もう既に今、私たちは許されるラインのギリギリを侵してしまっている。

「だから、これ以上はダメです。だって私たちは大人同士なんですから」

　そう訴える私の言葉を黙って聞いていた部長は、深い息を吐きながらうなずいてくれた。

「そうだな。お前の言う通りだ。明日、会長と専務の顔をまともに見られないような、そんな引け目をお前に感じさせたくない」

「部長」

　私への思いやりに満ちた言葉に胸がジーンと熱く痺れて、声が掠かすれてしまう。

「おとなしく部屋に戻るよ。それに、病み上がりのお前に無理はさせられないしな」

　私の髪をなでながら、彼は大人の顔で微笑んでくれた。

　そんなふうに理解を示してくれる彼の本質に惚れ直す気持ちが半分。逆に、もっと強引に押してほしいのにと望む気持ちが半分。恋とはかくも複雑で厄介な感情だ、と思う。

「さあ、もう部屋に入れ。ちゃんとカギをかけろよ？　俺、正直言って自分の理性にあまり自信がもてないからな」

「はい。おやすみなさい」

　理性に自信が持てないのは、私も同じ。いつまでも部長とこうしていたいけれど、私は黙って部屋の扉を開け、中に入ってゆっくりと閉める。

　だけど完全に閉まる寸前、いきなり部長が力任せにドアを押し開いた。

「なあ、やっぱりどうしても、ダメか？」

　驚く私に向かって彼は身を乗り出し、まるで振り絞るような声と、切なさ極まる表情で訴える。

　その瞬間、私の胸に言葉にならない衝動が走った。

「お願い。困らせないでください」

　矢も楯もたまらず甘えた声を出しながら、彼の背中に両腕を回して思いきり抱きつき、自分の中で暴れる感情を必死に抑える。

「ごめん。俺、年上のくせにまるでガキみたいだな」

　私の髪に顔をうずめる彼の声が、また背中に甘い痺れを生む。

　私たちは抱き合い、何度も切ない息を吐いた。

「もう大丈夫だ。冷水のシャワーでも浴びて頭を冷やす。じゃあ、おやすみ」

　額にチュッとキスをしてから、彼は自分の部屋へ入っていった。

　その背中が扉の中に消えるのを確認して、私も部屋へ入ってベッドの上に横になる。

　電気もつけない室内には、窓から煌こう々こうと月明かりが差し込んで、部屋の様子を朧に浮き上がらせていた。

　部長。部長。部長……。

　静寂と薄闇に包まれながら、心の中で何度も繰り返す。熱のこもった体を両腕で抱きしめて、私は紛れもない幸福感に酔いしれた。

　たしかな言葉のひとつもないまま恋が始まってしまった。これから私たちがどうなるのか、まったくわからない。だって、職場の男性、しかも上司と恋愛関係になった経験なんてないんだもん。

　恋愛関係と職場関係ってうまく両立できるの？　仕事に支障は出ないだろうか？　このままずっとうまくいけばいいけど、もしも別れてしまったらその後はどうなる？　恋愛関係が破綻した状況下でも、上司と部下の関係は続けられる？

　まだ起きてもいない事象をあれこれ想定しては、気を揉もんでしまう。

　本当の物語はハッピーエンドのままでは完結しない。現実を知っている大人は、その先を生きていかなければならない。

　だから大きな不安を覚えているのは、私だけじゃなくて部長も同じはず。

　それでも私の心は、私を抱きしめた彼の腕と胸を思い、掻きむしられるように切なくて、彼を受け入れたこの唇と舌は、無上の喜びを感じている。

　もう始まってしまったんだ。転がる石は止められないし引き返せない。私たちは、行き着く先へ向かって絡み合いながら進むしかない。

　持てあますようなため息をつき、少しでも心を落ち着かせようと両目を閉じてみても、私を求めてくれた部長のことばかりを考えてしまう。

　そして私の胸は、たとえようもない大きな幸福感に包まれていた。










始まりと、その裏側




　……マズイ！　うっかりあのまま化粧も落とさず眠ってしまった。こんなゴワゴワなお肌を部長に見せたら幻滅されてしまうかも。

　翌朝、目覚めた私は慌ててベッドから飛び起き、真っ先にバスルームに飛び込んだ。

　丁寧にクレンジングしてシャワーを浴び、熱い湯が頭のてっぺんから全身に流れ落ちる心地よさを感じながら、ふと、昨夜のことを思い出す。

　部長、ほんとに冷水シャワーを浴びたのかな？　聞いたら、どんな顔するかな？

　そんなことを考えてニヤける私の胸は、蝶が舞うように軽やかに浮き立っている。

　これから私たちが顔を合わせることがとても照れくさくて、でも楽しみで、ドキドキが止まらない。

　手早くシャワーを終えてバスタオルを体に巻き、髪を乾かす私の心は一刻も早く部長に会いたくて、はやっていた。

　身支度を整え、少々気合いが入りすぎかもしれないメイクを終え、昨夜部長と一緒に食事をした場所へ向かう。

　枯山水の中庭が見える応接コーナーの横に、スーツ姿の部長の姿を見つけた途端、私の心臓が恐ろしいほどの勢いで騒ぎ出した。

　ついさっきまであんなにワクワクしてたのに、今は緊張で息が止まってしまいそう。こんな間柄になってしまって、彼は一番にどんな言葉をかけてくれるんだろう。

「部長、おはようございます」

「ああ、おはよう。体調はどうだ？　よく眠れたか？　起きてくるのが遅いから、また体調崩したのかと思ったぞ」

　努めて冷静さを装いながら挨拶をする私に、彼は振り向き、いつもとまったく変化のない口調と態度で答えてくれた。

「も、申し訳ありません。体調に変化はありませんので大丈夫です」

「そうか。じゃあ、俺はこれからすぐ外出する」

「は？　あ、ああ、昨日キャンセルしてしまった夏祭りの打ち合わせですね？」

「いや、内装の件で急なトラブルがあった。そっちを片づけるのに業者を数件、回らなきゃならないだろう。その後でまっすぐ役場に回る」

　ポンポンポンと、実務的な会話が続く。部長の態度が実に淡々としているから、私も淡々と対応せざるをえない。

　スマホをチェックしながら冷静に連絡事項を告げる部長の表情は、いつも通りすごくカッコイイんだけど……あまりに素っ気なくないですか!?　いや、別に私だって、なにも朝からそんなにイチャイチャしたかったわけじゃないけれど、さすがにもうちょっとくらいは色気があってもいいんじゃない？　そう思うのは、女のワガママ？

　おとなしく今日の予定を聞きながら、つい心の中では文句を言ってしまう。

　それでも、仕事でトラブルが発生したなら仕方がない。ふたりの関係云々で頭にお花を咲かせるより、そっちを優先させるのは社会人として当然だ。

「わかりました。そんな事情とは知らずにお待たせして申し訳ありませんでした。では行きましょう」

「いや、お前はいい」

　スマホケースを閉じながらそう言う部長に、小首を傾げる。

「はい？」

「お前は来なくていい。俺ひとりで行く」

　そう言い捨ててサッサと玄関に向かって歩いていく部長の後を、私は慌てて追った。

　ちょっと、私は来なくていいってどういう意味なの？

「あの、部長、それはどういうことでしょうか？」

「リンゴ園の相馬さんと、婦人会の小林さんに連絡しておいた。お前を今日一日、たっぷりこき使ってくれってな」

　そんな不穏なセリフを吐く背中を見て、私の不安が増していく。

「え？　こ、こき使うって？」

「彼らは地元民の間では中心人物だ。今後の付き合いのために、しっかり顔を売ってこい」

　このプロジェクトには、地元の人たちとの深い信頼関係が必須。それは私自身が言った言葉だ。そして私が責任者のひとりで、部長のサポート役となれば、今後あの人たちとは密接にかかわっていかなければならない。

　だから部長の指示は至極真っ当だけれど、玄関で靴を履いている彼の背中を見ながら、私の頭にこんな黒い考えがよぎった。

　この人、ひょっとして私を遠ざけようとしているんじゃないのかな？　もしかしたら私のことを、都合のいい女にするつもりだったのかも。なのに私が拒否したから、思惑が外れて面倒になったとか。つきまとわれたら迷惑だから、そうならないように今から牽制しておくつもりなんじゃないの？

　だからこんなに素っ気ない態度なんじゃないかと思い始めると、どんどんそれが正解のように思えてきて、惨さん憺たんたる気分になってしまった。

　どうしよう。私、遊ばれちゃったのかも。ほら、だから上司と恋愛関係なんてなるもんじゃ――。

　そこまで考えたところで、いきなり頭の後ろにグイッと手を回され、部長にすばやく唇を奪われた私は、目を丸くした。

「そんなスネた顔するなよ。お前を置いていけなくなるだろ？」

　唇を離してそう言う部長の顔は、夕べと同じ顔。

　甘い瞳と優しく緩む口もとを目の前にして、私の胸はパァッと明るくなる。さっきまでの根暗な発想は一気に霧散して、うれしさのあまり部長に向かってデレッと微笑んでしまった。

「なに言ってるんですか？　スネてなんかいませんよ」

「嘘つけ。目が怖かったぞ？　仕事とプライベートは分けろってお前が言ったくせに」

　そして部長はもう一度、私の唇にチュッとキスをする。

「俺だって戸惑っているんだよ。お前と、こんな個人的な関係になってしまうなんて」

「それって、もしかして後悔ですか？」

「後悔とは違うな。後ろめたさだ」

　後ろめたい、か。わかるような気もする。こんなときの上司の心情は想像するしかないけれど、たとえるなら、教え子に手を出しちゃった先生みたいな気持ちなのかもしれない。

「でも、今さらもう引けないし、引きたくない」

　静かだけれど強い口調でそう言ってくれた彼の表情から、たしかな覚悟を感じた私の胸に、大きな幸福感が湧き上がった。

「部長……」

「なあ、出かける前に一回だけ、深いのいいか？」

　年上の男から甘えるようにねだられて、私の胸がきゅんと疼く。返事をする代わりに、自分から部長に顔を寄せた。

　抱きしめ合い、唇が重なるのと同時に、ふたつの舌が性急に絡まり合う。子犬が鳴くような甘い声を漏らしながら、私たちはお互いを感じ合う行為に没頭した。

　……ダメ。火が、点く。

　部長の胸を手で押して離そうとすると、トドメとばかりに舌先でくすぐられた。イタズラな動きにジィンと痺れが走って、頭の先まで陶酔してしまう。

　唇が離れて、ぽーっとしながら部長を見つめていると彼が苦笑いした。

「おいおい、なんて顔するんだよ。昨日からずっとお預けくらってる俺を殺す気か？」

「部長……私……」

「ああ、まったくお前ってやつは！」

　もう一度、短いけれど噛みつくようなキスをされて、私は部長の腕から解放された。

　彼は自分の両頬を平手で思いっきり叩き、気合いを入れる。

「仕事モード仕事モード！　仕事！　仕事！　仕事！　……よし！」

　ふうっ！と大きく息を吐き、それから彼は私に向かって微笑んだ。

「じゃあ、行ってくる」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　玄関を出ていく部長の姿を見送る私の顔は、多分、どうしようもないフニャフニャ状態だろう。

　遠ざかる車の音が完全に聞こえなくなって、私は感極まったようにその場にしゃがみ込んでしまった。

　もう、どれだけカッコイイの!?　どれだけ素敵なの!?

　頬を緩めながら床をバシバシ引っ叩いて、私は幸福感に身悶えた。こんな子どもじみた行動をとらないと抑えきれないほど、心が弾んでいる。

　人は年を取るたびにいろんなことに臆病になるのに、恋をした途端、心が子どもに返ってしまうのかもしれない。複雑なワケあり上司との恋愛なんて前途多難に決まってるのに、そんなことも気にならなくなってしまうほど私は今、幸せだ。

　だからできることなら、この幸せがどこまでも続くように努力したい。そして、少しでも多く部長にも幸せを感じてほしいと願っている。

「あんた、さっきからなにしてんだ？」

「わっ!?」

　いきなり頭の上から声をかけられ、私は盛大に驚いた。

　顔を上げればそこには、怪訝そうな顔をした作業着姿の相馬さんがいる。

「あ、相馬さん。おはようございます。昨日はありがとうございました」

　私は顔を赤らめながら慌てて立ち上がり、ペコリと頭を下げる。

「なに床ば叩いてんだ？　あんたまだ頭の具合悪ぃんだか？」

「い、いえ、頭は大丈夫です」

「んだば、行くぞ。一之瀬さんからあんたの面倒ば見るように頼まれてるからな」

　こんな早朝に来たせっかちな相馬さんに急き立てられ、私は朝食をとる間もなく古民家を後にすることになった。

　でも同乗させられたトラックには、ちゃんと私の分のおにぎりとお茶が用意されていた。

「わいのカカァが作ったんだ。遠慮しねえで食え。食うもの食って、飲むもの飲んで、しっかり元気ば出さねばなあ」

　ありがたくて頭が下がる思いだった。

　たぶんこれ、昨日倒れた私の体調を心配してわざわざ用意してくださったんだろう。本当にこの村の人たちって親切な方たちだ。

「ありがとうございます。とてもうれしいです。いただきます」

　トラックに揺られながら、何度もお礼を繰り返して私はおにぎりを食べた。塩味のキリッと効いた、人の手が握った自然な三角形のおにぎりは、とてもおいしかった。

　舗装されていない道をガタガタと進むトラックは、ほどなくしてリンゴ園に到着した。

「あんた、帽子かぶんねえから具合悪くなんだよ。ほら」

　そう言って相馬さんが手渡してくれたピンク色の麦わら帽子を頭に乗せ、グルリと周囲を見渡す。

　真っ青な空の下に広がる果樹園に、どこまでも続くリンゴの木々。明るい日差しを反射してキラキラする豊かな葉が、わさわさと音をたてて夏の風に揺られている。その合間に見え隠れする果実が、綺麗なアクセサリーのように見えた。

「本当に素敵。私、こんな素晴らしい風景は写真でしか見たことなかったです」

　足もとの一面の緑の中には、白いシロツメクサの花と、小さなリンゴの実。今年の春に生まれたという相馬さんの家の子ネコの兄弟たちが、その実を転がして遊んでいた。

「あんれえ、あんたもう大丈夫だか？」

　子ネコのかわいらしい仕草に頬を緩めていると、背後から聞き覚えのある声がする。手作りのお惣菜を届けてくれた小林さんがすぐ後ろに立っていた。

「あ、小林さん、皆さん。おはようございます。昨日はありがとうございました」

　会長の小林さん率いる婦人会のメンバーが集合している。

　お辞儀をしてお礼を言う私に、小林さんが笑いながらエプロンを差し出してくれた。

「さあさ、これ着けて。今日は動き回るよ」

「あの、私はなにをお手伝いすればいいんでしょうか。勉強不足なもので、リンゴのことは全然知識がないんですけれど」

「素人に難しいことは頼まないさあ。あんたに今日お願いするのはね、子守りさ」

　てっきり今日は農作業をするものとばかり思っていたから、『子守り』と言われて、ちょっと拍子抜けしてしまった。

「子守り？　どなたかのお孫さんですか？」

「んだね。今日はねえ、孫が大勢来るよお」

　首を傾げる私の耳に、ガヤガヤとかわいらしい声が聞こえてきた。

　振り返った私は「あらま」と目を見張り、思わず微笑んでしまう。

　紅白帽をかぶった四、五才くらいの小さなお客様の集団が、手を繋ぎながらワラワラとこっちに向かってきていた。

「今日はね、村の保育園の遠足なんだよ。あの全員の面倒を、わいら婦人会が見るんだよ」

「うわあ、かわいい！」

「かわいい？　ふふん。そったら甘いもんでねえよお」

　小さな子どもの群れのかわいらしさに母性本能をくすぐられ、黄色い声を上げる私に婦人会の面々が不敵に笑う。

　その意味深な笑いの真意を、私はすぐに身をもって知ることとなった。

　……とにかく、まあ、そのすさまじいパワーときたら桁外れだった。

　右でケンカが始まって騒いでいると思えば、左で子ネコにちょっかい出して引っ掻かれて泣き出すし。よせばいいのに、無謀にも木登りにチャレンジして落っこちてる子も、目を離した隙にとんでもなく遠くまで突っ走ってる、松◯修造みたいな熱血野郎もいる。

　さらに、「ママぁ」と泣き出す子をひとり抱っこすれば、「ボクも」「あたしも」とゾンビみたいに四方八方から小さな手が伸びてくる。誰かをトイレに連れていって帰ってくれば、次から次へと希望者が現れる。

「走っちゃダメ！　危ないから木に登らないで！　だから、ネコのシッポは引っ張らないの！　こらこら、トイレが終わったらちゃんとズボン履いてー！」

　もう、なんなのこれ。まるで野生の子ザルの集団みたい。

　ゼエゼエと息を切らしながら、それでもなんとか引きつった笑顔で応戦している私の奮闘ぶりを見て、相馬さんと小林さんが笑った。

「なあ、だから言ったべ？　子どもはお人形じゃねえよ」

「そ、そうですね。かわいいからってナメてかかると、痛い目みますね」

「そんでも、子どもは村の宝だ。ここで生まれて、ここで大きくなっていくんだ」

　愛おしげに子どもたちの様子を見守るふたりの目は、実の孫を見るような慈愛に満ちている。小さな村で暮らす人たちは、お互いを支え合う家族みたいなものなんだろう。

「子どもたちには、ずっと村さいてほしいのさ。わいらもずっとここで暮らしてきたから、ここで死にてえよな」

　相馬さんが、しみじみとそんなことを言う。

「でも店はなくなるし、医者は遠いし、若いモンの働き場所はねえし、不便なことばっかりで暮らしにくくてさ」

　そんな相馬さんの言葉に何度もうなずいていた小林さんが、私を見ながらニコリと微笑んだ。

「でもさ、あんたとこの一之瀬さんが来て、いろいろとやってくれてるから」

「んだな。最初はなあ、よその若いもんが来て、なにも知らねえくせになにやってんだって思ってたけどな」

「誰にも相手にされてなかったのに、ずいぶんがんばってくれて。ありがてえよなあ」

　ふたりの話を聞いた私の胸が熱くなった。

　部長、最初は村の人たちに受け入れてもらえてなかったんだ。私も地方出身だからわかるけど、田舎ってどうしても排他的な部分があるもんね。それを彼はコツコツ努力を積み重ねて、やっとここまで信頼してもらえるほどになったんだ。

『この重さは、部長のこれまでの努力と誠意の証』

　昨日、私がそう言ったときの部長のうれしそうな顔を思い出す。

　なにも語らないけど、きっと彼は多くの苦労を乗り越えたんだよね。私の好きな人がそんな人だと知って、とても誇らしい。

　やっぱり、なんとしてもこのプロジェクトは部長の手で成功させなければならない。七十年来の会長の悲願を成し遂げるのは彼しかいない。そのためにも、私ができる限りの支えにならなきゃ。……公私の両面で。

　私にキスをする部長の甘い表情を思い出して、心が華やぎ満たされる。

　こんなに有意義な仕事を通して再会して、ふたりの気持ちが結ばれるなんて、やっぱり私たちには運命的なものを感じてしまう。彼と出会えて、そして好きになってよかった。

　幸福感を噛みしめているそのとき、突然スマホが鳴動して私は胸を躍らせた。

　あ、きっと部長だ。噂をすれば影、ね。

　だけど次の瞬間、ホクホクしながら画面を確認した私の笑顔はスーッと消えて、眉間に皺を寄せながらディスプレイを凝視する。なぜならそこには、非常にうれしくない登録名が表示されていたから。

【バカ専務】

　……なに？　専務が私になんの用なの？

「はい。遠山です」

《ああ、僕だ》

「お疲れ様です。部長にご用でしょうか？」

　つっけんどんになりがちな口調を抑えながら、私はそう聞いた。

　だって専務が私に用事があるなんて思えない。たぶん部長が運転中かなにかで連絡がつかなくて、こっちに回してきたんだろう。

　せっかく晴れ晴れとした素敵な気分だったのに、この声を聞いたら、犬のフン見つけたみたいに一気に不快になってしまった。

《いや、部長が外回り中なのは知っている。キミに用があって電話したんだ》

「私に？　専務が私にどのようなご用事でしょうか？」

《僕じゃない。お祖父様がキミに会いたがっているんだ。今すぐこっちに来てくれ》

　有無を言わさぬ不遜な口調に、私の眉間の皺がますます深くなった。

　今すぐ来いって、急にどうしたんだろう？　あ、まさか！

「会長、具合でも悪くなられたんですか!?」

　勢い込んで聞く私に、専務は不機嫌そうな声で答える。

《お祖父様は元気だよ。変な早とちりしないでくれ。キミに大切な話があるらしい》

「話？　なんの話ですか？」

《知らないよ。ただし、このことは部長には内密にしてほしいそうだ》

　会長が、部長に内密で私に会いたがっている？

　予想外の展開に、私の胸に一抹の不安が芽生えた。

「それ、どういうことなんでしょうか？」

《だから、僕だって知らないよ。お祖父様に部長が村にいないことを伝えたら、急にキミに連絡をとれって言い出したんだ》

　その後はなにを聞いても要領をえず、とにかく来い、の一点張り。町にある料亭の名前を告げて、専務は電話を切ってしまった。

「もう、ほんとに用の足りない男なんだから」

　ブツブツ文句をつぶやく私の様子から、なにかを感じ取ったらしい相馬さんが話しかけてきた。

「なんだ？　一之瀬さんからの電話か？」

「一之瀬は一之瀬ですけど、専務のほうです」

「専務？　ああ、あの似てねえ弟か。あんた電話中ずっと怖ぇ顔してたけど、そいつ嫌なやつなのか？」

　ズバッと聞かれて、さすがに建前として私は首を横に振ってみせた。

「嫌なやつだなんて、そんな。ただ専務はちょっと礼儀知らずで、かなり世間知らずで、すごく常識知らずで……」

「つまり嫌なやつなんだべ？」

「まあそうなんですけど」

　結局肯定した私に、小林さんが心配そうな顔をした。

「そんな嫌な男が、あんたさなんの用なんだ？」

「それがわからないんです。なんでも会長が私に、部長に内緒で話があるとかで」

　相馬さんと小林さんと私の三人、揃って首を傾げながら顔を見合わせた。

　要領を得ない話に不安は覚えるけれど、仕方ない。専務はどうでもいいとして、会長に呼ばれたなら行かなきゃ。

　指定された料亭には、相馬さんがトラックで送ってくれることになった。

　途中で仕事を抜け出す非礼を婦人会の皆さんにお詫びしてからトラックに乗り込み、私は子どもたちの明るい歓声に賑わうリンゴ園を後にした。

　車を走らせているうちに、窓から見える風景が徐々に変わっていく。土がむき出しの田舎道は舗装された道路になり、風が吹く音よりも車の行き交う音が聞こえ始め、自然の緑色よりも人工的な色彩のほうが多くなっていく。

　そうして三十分もすぎた頃、ようやく目的地の料亭前に到着した。

　私は相馬さんにお礼を言って車から降り、走り去るトラックを見送ってから店の玄関に向かって歩き出した。少し手狭な玄関ながらも、飛び石の敷石が風情よく敷き詰められて情緒深い空間を演出している。

　格子戸に手をかけながら、部長に連絡しようかと思ったけれどすぐに思い直した。

　こんなことで、急なトラブルの対処に大わらわな部長の手を煩わせるまでもない。またあの専務の嫌味な言動で部長のストレスを増やすことはない。その点は私がしっかりサポートしてあげなきゃ。

　扉を開けて中に入り、名前を告げると、仲居さんが奥へ案内してくれた。わりと新しい店舗のようで、照明や扉には和風ながらも現代的な趣向が取り入れられていて、なかなかオシャレだ。

「こちらでございます」

　仲居さんの手で開けられた襖の奥の和室の席に、会長と専務が座っている。

　会長が私に向かっていつも通りの笑顔を見せてくれた。

「成実ちゃん、急に呼び出してすまなかったねえ。さ、おいでおいで」

　手招きされた私が一礼して中に入ると、襖はゆっくりと閉ざされた。

「先に始めさせてもらっているよ。成実ちゃん、お腹空いてるだろう？　成実ちゃんの料理もすぐに来るからね」

　黒い漆塗りの座卓の上には、冷し物やら煮物やら焼き物やら、とてもおいしそうなお品が並んでいる。

　私は会長の隣に用意されていた座布団に座り、料理を引き立たせる器の美しさや、床の間の一輪の生花や、掛け軸を眺めていた。

「それではお祖父様、僕は席を外しますから、どうぞごゆっくり」

　専務がいきなり立ち上がって、襖に向かってスタスタと歩き出す。

　専務？　食事の途中でどこへ行くの？

「直一郎、すまないね」

「いいえ。お気になさらないでください」

　そう言って専務は襖を開け、部屋から出ていってしまった。

　どうやら彼が退席するのはふたりの間で決まっていたことらしく、会長は戸惑う様子もない。

「さあ成実ちゃん、まずは一いっ献こん」

「あ、す、すみません」

　専務が出ていった襖をキョトンと眺めていた私の手に盃さかずきを握らせ、会長は徳利を傾けた。トクトクと風流な音をたてて、すぼんだ口から透き通った酒が注がれる。

　実はあんまりアルコール類は得意じゃないけれど、会長が勧めてくれたものを断れずに、私はグッと飲み干した。日本酒独特のキリッとした風味が口に広がり、ツゥーンと鼻と脳天に抜ける。たった一杯のお酒だけで、喉から上が酒の芳香に包まれたようにフワッとしてしまった。

　うわあ、やっぱり日本酒って効く。

　微妙に顔をしかめる私の様子を、会長が横でじっと見ていた。

「もっと飲みなさい。このお酒はね、ちょっと珍しいんだよ」

「い、いえ。もう」

「遠慮しなくていいから。さあさあ」

　休む間もなく盃に酒を注がれ、結局三杯、立て続けに飲んでしまった。

　体を動かした後で疲れていたこともあり、ちょうど空腹だったこともあり、アルコールが一気に全身に回る。

　ああ、なんだか雲に包まれたようにフワフワして、頭がぽうっとする。

　しっかりしなきゃと思っても体に力が入らず、盃を持つ手がダランと膝の上に落ちてしまった。

　そのとき、その手を会長の手がそっと包み込んだ。

「成実ちゃん、キミとふたりきりになりたかった。私の思いを汲くんでくれた直一郎が、この部屋を用意してくれたんだよ」

　会長の言葉が、右の耳から左の耳へ抜けていく。

　ちゃんと聞かなきゃとは思っても、頭に霞かすみがかかったようにボーッとしているから内容が定着してくれない。

　私は薄ぼんやりした目で、妙に真剣な会長の顔を眺めていた。

「キミにも、私のこの真剣な思いを受け入れてほしい」

　会長の真剣な思いかあ。それ、どんな思いだろう？　ところで『キミ』って誰のこと？

「私はぜひ、自分のこの手でキミを幸せにしたいんだ」

　幸せかあ。いいなあ。なりたいなあ。部長と一緒に。

「成実ちゃん、今後は私にキミのすべての面倒を見させてくれないか？　きっと後悔はさせないと約束するから」

　面倒かあ。面倒ねえ……え？

　なにか引っかかりを感じる単語が耳を通った気がして、酔った頭が少し覚醒する。でも自分がなにに対して疑問を感じているのかうまく認識できない私は、会長の真っ白な頭をのんきに眺めていた。

「私はキミのことを……成実ちゃんのことを本当に真剣に考えているんだよ。どうか私の、成実ちゃんへの秘めた思いを成就させてくれ」

　私への秘めた思い？　会長が私の面倒をみる？　……ん？　それは、つまり……え？　つまり、愛人!?　会長、私に愛人になれって言ってるの!?

　薄ボケていた頭が、冷たい水を浴びたようにクリアになった。私は呆然としながら会長の皺深い顔を凝視する。

　信じられない。会長がそんなことを要求するような低俗な人物だなんて、とても思えない。これって私の聞き間違い？　きっとなにかの勘違いだよね？

　ところがそんな私の信頼を、会長はまるでちゃぶ台返しのようにポーンとひっくり返してしまった。

「成実ちゃん、マンション買ってあげようか？　高価な服や宝石はほしくないかい？　私の財力ならね、かわいい成実ちゃんのためになんでもしてあげられるんだよ？」

「そ、そんなの、いりません！」

　会長に握られている手にゾワゾワと虫むし唾ずが走り、慌てて引っ込めようとしたけれど、会長はますます力強く私の手をがっちり握って固定する。

「手を離してください！」

「離さない！　私の思いを受け止めてくれ！」

　八十過ぎの老人とはとても思えない、ものすごい力で会長は私の手を引っ張る。

　まるで綱引きみたいに手を引っ張り合いながら、私の全身は冷や汗ダラダラだった。

　専務がそそくさと席を立った意味が、今になって理解できる。これは専務も承知の上なんだ。それなら私が助けを求めて大声を上げても、きっと誰も来ない手はずになっているんだろう。

　品のよい和室がまるで時代劇の遊郭みたいに見えて、私は逃げ場のない恐怖に総毛立った。それでもなんとか必死に我が身を奮い立たせる。

　冗談じゃない。こんなの断固、願い下げだ。部長が知ったらどんなに傷つくか。あの笑顔を、私が守らなきゃ！

　今朝、部長が私に見せてくれた幸せそうな笑顔を思い浮かべて、腹の底にグッと力を込めた。酔いが回っているせいで思い通りにならない身をよじり、私は会長から逃れようと試みる。

「目を覚ましてください、会長！」

「成実ちゃん、お願いだ！」

　どんなに抵抗しても、会長は決して私の手を離そうとしない。なにかに取りつかれたような目をして懇願してくる。

「逃げないでくれ！　待ってくれ！」

「そっちこそ、待ってください。どうか頭を冷やしてください！」

「行かないでくれ！　どうか私を拒絶しないでくれ！」

　私が後ずさると、会長もジリジリとにじり寄ってくる。ついに壁際に追いつめられ、いよいよ切羽詰まったとき、廊下からドカドカと慌ただしい足音が近づいてきた。

「成実！　成実どこだ!?」

　……部長の声!?

「部長！」

　私は思いきり声を張り上げた。

　すぐに目の前の襖が勢いよく開いて、そこに血相変えて立つ部長の姿を見た途端、安心して泣きそうになってしまう。

　ああ、初めて出会ったときと同じ。ピンチのときに現れてくれる彼は、やっぱり私の救世主だ。

　突然現れた部長に怯んだ会長が腕の力を緩めた隙に、私は犬みたいに四つん這ばいになって部長の方へと逃げ出した。

「部長！　部長！」

　半泣きですがりつく私を包み込むようにして、部長がギュッと抱きしめてくれる。

　彼の体温を感じて、自分が本当に助かったんだと実感できて、目に涙が滲んだ。

「直哉？　お、お前、どうしてここに？」

　鼻をすする私の背中越しに会長の戸惑う声が聞こえる。

「小林さんと相馬さんから連絡をもらったんです。私に内密で遠山が呼び出されたと」

　小林さんと相馬さんが？　そうだ。田舎じゃ『これは秘密』と言えば言うほど、音速を超えるスピードで噂が広まるんだ。よかった！　小林さん、相馬さん、ありがとう！

「これはどういうことです、お祖父様」

「すまない直哉。告げずにいるつもりだったけれど、どうしても私は自分の気持ちを我慢できないんだ」

「やめてください、お祖父様」

　怒ったようにそう言って、部長は私の体をしっかりと支えながら立ち上がらせた。そして彼は深呼吸して息を整え、厳しい怒りを含んだ声で会長に宣言する。

「もう今後一切、遠山へは近づかないでください。さあ帰ろう、成実」

「ま、待ってくれ、成実ちゃん」

「もう私のことを『成実ちゃん』なんて呼ばないでください！」

　部長の胸に顔をうずめながら、私は叫んだ。

　いけ好かないセレブ連中の中で、会長だけは信用できるいい人だって信じた私がバカだった。もう一之瀬一族は誰も信じられない。信頼できるのは部長だけだ。

「私は成実ちゃんに贖しょく罪ざいしなければならないんだよ」

「けっこうです！　そんなもの必要ありません！」

「そうはいかない！　そうしなければ私の七十年は終わらないんだ！」

　溜まったなにかをしぼり出すような会長の声に、私は思わず振り向いた。

　七十年？　どういう意味？　私を自分の愛人にしようとしたことを謝罪したいんじゃないの？

　会長は畳の上にへたり込み、ガックリとうな垂れてしまっている。真っ白な髪の毛がほつれて乱れ、肩を落としたその様子は、いつも生き生きとして精力的な会長とはまるで別人のようだった。

「成実ちゃん、どうか私の告白を聞いてくれ。私は――」

「やめてくださいお祖父様！　成実にはなにも言わない約束でしょう！」

　……え？　なにも言わない約束って、なんのこと？

　私は、切羽詰まった声で会長の言葉を遮ろうとする部長の顔を見上げた。

　疑問に満ちた私の視線から気まずそうに目を逸らし、部長は私の肩を抱きかかえて、強引に部屋の外へ連れ出そうとする。

「部長？」

「いいんだ。成実はなにも気にしなくていいんだ」

「成実ちゃん待ってくれ！　私は……！」

「さあ行こう、成実」

　追いすがろうとする会長の懸命な表情と、強張った部長の表情を見比べながら、私は引っ張られるように出口へ連れていかれた。

　会長は私をじっと見つめたまま身動きもせず、ひどくつらそうな顔をしている。

　その今にも泣き出しそうな悲壮な表情に胸がつまり、私は会長から目を逸らすことができない。

　な、なんだかよくわからないけれど、本当に私、このまま行ってしまっていいの？

「待てよ兄さん、逃げ出すのは卑怯なんじゃないか？」

　突然聞こえた専務の声に、部長がギクリと立ち止まった。

　いつの間にか出入口を通せんぼするように立ちはだかっていた専務が、薄ら笑いを浮かべている。

　どこか愉悦の色が見えるその表情を見た部長の喉が、ゴクリと鳴った。

「遠山には知る権利があるだろ？　いくら兄さんにとって都合の悪い事実だからって、隠すのはよくないよ」

「直一郎、お前……」

「遠山、僕が事実を教えてやるよ。卑怯者の兄さんの代わりに」

　不穏なセリフを吐きながら、なにがそんなにうれしいのかと思うニヤけ顔で専務は言葉を続けた。

「キミは知らないだろうけど、三ツ杉村はキミのお祖母様の生まれ故郷なんだよ」

「は？　三ツ杉村が、私のおばあちゃんの生まれ故郷？」

　思いもよらないことを聞いて、私は目を丸くした。専務の言葉の意味が理解できなくてオウム返ししてしまう。

「そう。キミのお祖母様と僕のお祖父様は、〝竹ちく馬ばの友とも〟というやつさ」

　すっかり驚いてしまった私は、会長に視線を向けた。

　会長は畳に視線を落としたまま、専務の言葉を肯定するように首を縦に振る。

　……じゃあやっぱり、三ツ杉村がうちのおばあちゃんの出身地なの？　私の地元がおばあちゃんの地元なんだろうと単純に信じ込んでいたから、なんの疑問も抱かなかった。

　意外な事実に戸惑う私の耳に、得意気な専務の声が聞こえる。

「しかも竹馬の友どころじゃなく、ふたりは結婚していたんだ」

「え!?　い、今なんて言ったの!?」

　信じられない言葉を聞いた私は、自分の耳を疑った。目を剥いて問いただす私の動揺した様子を眺めながら、専務はしたり顔で繰り返す。

「だから、ふたりは昔、結婚していたんだよ」

「結婚!?　うちのおばあちゃんと会長が!?　嘘！」

　上ずった声を上げた私は、穴が開くほど会長を凝視した。

　会長は専務の発言を否定しようともせず、唇をギュッと結んで畳を見つめたまま微動だにしない。

　その深刻な様子からこの話は事実なんだと察せられて、私はショックで息が止まりそうだった。

「私とタキ……成実ちゃんのお祖母さんとは、まだ籍は入っていなかったんだ。ここの地域の昔からの風習で、入り婿が婚家の家風に合うかどうかを見定めるために、結婚後しばらくは内縁のまま様子見する習わしだったから」

　内縁……。田舎にはその地方独特の風習があるのは知っている。嫁入りと違って、婿入りは考えようによっては赤の他人に家長の座を譲ってしまう制度なわけだから、慎重になる必要があったんだろう。

「じゃあ会長は、おばあちゃんの実家に婿入りしたんですか？」

　私は会長からの返答を、耳に全神経を集中させながら待った。そうしなければ聞き漏らしてしまいそうなほど、会長の声はまるで虫の声のように小さかったから。

「タキは跡取り娘だったんだよ。家族全員を失って天涯孤独だった私は、喜んでタキの家の商家に婿入りしたんだ」

「商家？」

「成実ちゃんのお祖母さんの家はね、田舎じゃ珍しい立派な商家だったんだ。私は学校を出てすぐその店で働き出して、タキと恋仲になった。タキの実家の店が今の一之瀬商事の前身だよ。一之瀬商事はもともと、成実ちゃんのお祖母さんの店だったんだ」

　なにもかも初めて知る事実ばかりで、もう、なんと言えばいいのかわからない。

　口を開けたまま声も出せない私に向かって、会長は言葉を続けた。

「なのに……私が店を乗っ取った。私がタキを追い出してしまったんだ」

　会長が次々と明るみにする過去が、ざわざわと胸の奥を掻き乱し、強い不安を生み出す。指先から冷えていくような心細さを感じながら、私は、微動だにせずその場に立ち尽くしていた。










悔恨と、からくり




　私が乗っ取った。私が追い出した。

　会長が話すその言葉は、まるで神に告白する懺ざん悔げのように聞こえた。

「成実ちゃんが泊まったあの古民家はね、実はタキの実家なんだよ。あちこち手を加えたから様変わりしてしまったけれど」

「あんな立派な日本家屋が、おばあちゃんの実家？」

　あそこは家屋や庭や駐車場のスペースを合わせると、かなり広大な敷地面積になる。田舎の土地とはいえその全部をおばあちゃんの実家が保有していたのなら、たしかに豪商と言えるだろう。

「そう。それぐらい羽振りのよかったあの家に、私は家族として迎えてもらった恩がある。だから昨日、あの家にだけは泊まる気になれなくて逃げ出したんだ」

「いったい、なにがあったんですか？」

　思わず問い詰める私に、罪を告白する罪人のように会長は語り始めた。何十年間も胸に秘めていたのであろう、長い後悔の念を。

　――タキはね、そりゃあ優しくて思いやりのある素晴らしい女性だったよ。住み込みで必死になって働く私に、いつも親切にしてくれてね。

　そのうちに、私に好意を寄せてくれるようになった。そこで、私の日頃の働きぶりを気に入ってくれていたタキの父親が、縁談を持ちかけてきたんだ。

　私は降って湧いたような幸運に大喜びで、一も二もなく承諾し、早速あの家で身内だけの仮祝言を済ませた。

　おままごとのような初々しい新婚生活が始まったけれど、そんな平穏な日々はすぐに終わりを告げた。まるで私たちの仮祝言が済むのを待っていたかのように、タキの父親が病に倒れてしまったんだ。

　あっという間に衰弱して、ついに医者からも見放された父親は、既に若主人として周知されていた私に大急ぎで店の全権を譲り渡す手配を済ませた。そして妻と娘には土地と屋敷を遺し、駆け足のように逝ってしまった。

　ちょうど神武景気から始まる好景気の波に日本中が湧いている時期で、名実共に店の主になった私は、目の回るような忙しい日々を送ることになった。この空前絶後の運機を逃すまじと、私は目いっぱい商売の手を広げたんだ。

　おかげで寝る間もない忙しさで、タキとの入籍は後回しのまま、彼女とはすれ違ってばかりだった。

　毎日毎日ヘトヘトになるまで働いて、ほんの短い睡眠をとるために横になりながら、それでも私はそんな自分をとても誇らしく思っていた。『今日も私は勝った』と。

　国が戦争に負けたせいで自分はすべてを失った。

　赤紙が来て、骨すら戻らなかった父と兄。空襲避難の途中ではぐれた母と姉は、防ぼう空くう壕ごうで蒸し焼きになって死んだ。人混みの中で見失ってしまった幼い妹も、もはや生きてはいないだろう。

　だから自分は絶対に負けない。この先一生、勝って、勝って、勝ち続けるんだ。

　私はなにかの衝動に突き動かされるように、常に自分にそう言い聞かせていた。

　そんなある日、大手の銀行家と偶然知り合う機会に恵まれた私は、さらなる勝利を目指して大口の融資を取りつけようと躍起になった。

　その銀行家のもとへ足繁く通いつめた私は、銀行家の娘と出会ったんだ。資産家のひとり娘らしく、とても勝気な性質の彼女が、どうやら私に熱を上げているらしいと気づくのに大して時間はかからなかった。

　当然、はぐらかしたさ。私にはもうタキがいる。だが自尊心の強い彼女に恥をかかせないよう、のらりくらりとかわしていた態度が、余計に彼女の心に火を点けてしまった。

　もともとワガママな性質な上、すっかり冷静さを失った彼女は、『彼が欲しい』と子どものように泣いて暴れて癇癪をおこし、もう手がつけられない。ほとほと困り切った銀行家の父親から、ついに暗に切り出されたんだ。『なんとかして娘の機嫌をとってくれないか？　恩に着るから』と。

　……私は、ためらった。私にはもう内縁の妻がいるからと、その場で即答しなかったんだ。

　だけど、もし私が事実を話して断ったら、きっと融資を受けられなくなってしまうだろう。これまでの努力は水泡に帰して、私は負けてしまう。

　負けるのは嫌だ。負けることは、すべてを失うことだ。負けたくない。負けるのはもう嫌だった。

　だから私は……『少し、考えさせてください』と答えた。

　そして家に戻った私は、タキに向かって頭を下げて、『どうかしばらくの間だけ、この家から出ていってくれまいか？』と頼み込んだ。

　いま融資を受けるためには、絶対にあちらのお嬢さんのご機嫌を損ねるわけにはいかない。あの激しい癇癪持ちの性格だ。万が一にもお前の存在が知れたら、どうなることか。

　家を空ける期間はしばらくの間だけでいいんだ。どうせお金持ちのお嬢さんの、麻疹はしかのような気まぐれなのだから、潮が引くように熱もすぐ冷めるだろう。

　心配するな。融資の話が決まればすぐにお前を迎えに行くと約束する。私の心に他意はない。だからどうか夫である私を信じてくれないか？　どうかどうかこの通り、頭を下げて頼むから。

　米つきバッタのように頭を下げる私を前にして、タキは言われた通り母親を連れて村から離れ、身を隠すしかなかった。

　その後、無事に融資を受けた私は程なく……銀行家の娘と正式に結婚した。

　そんな、つもりは、本当に……。ただ、どうしても断れない状況になってしまって。

　……いや、それは言い逃れだ。私は薄々、こうなることを知っていたんだと思う。店は既に私の物なのだから、タキも母親も口出しするのは不可能で、そして籍を入れていない以上、どう足あ掻がいても私たちは所詮他人でしかないことを。

　土地と屋敷以外は身ぐるみ剥がされたタキと母親は、それらを売って先祖代々住み続けた村から忽こつ然ぜんと姿を消した。とても村にはいられなかったんだろう。無理もない。そんな生き恥をさらすようなこと。

　私もすぐに店の拠点を都会に移し、村を出て、妻の実家の援助を受けてどんどん会社を大きくしていった。

　それからずっと私は自分の望み通り勝ち続け、誰にも手出しされないほど強大な楽園を築き上げたんだ。

　その代償として、心の奥に永遠に消えない傷を刻みつけて。

　私がこの手でタキの人生を滅茶苦茶にしてしまったんだ。タキは今頃どうしているだろう？　頼る者もいない見知らぬ土地で、どんな辛酸を舐なめて生きていることだろう。もう、この世を去ったろうか？　ならばどれほど悔恨にこの胸を焼いたところで、既に償うすべはない。

　人として許されないことをした罪悪感は年を追うごとに心をさいなんで、夜ごとの悪夢にうなされて飛び起きた。

　こうして私は何十年もの間ずっとずっと、自分で自分を責め続けてきたんだ――。




「そしてあの誕生パーティーの日、私は成実ちゃんと出会ったんだよ」

　畳にへたり込んだまま、会長は私を見上げた。目に涙を浮かべ、喜びとも安堵とも苦悩とも呼べないような、ひどく複雑な表情で。

「本当に驚いたよ。成実ちゃんは若い頃のタキそっくりなんだ。ほら見てごらん。これがタキだよ」

　会長は胸ポケットから一枚の写真を取り出し、献上するように私に向かって両手で差し出した。

　私は、色いろ褪あせてセピアに染まったそれを受け取る。

　裏面に筆らしきもので【仮祝言にて　秀雄　タキ】と書かれているモノクロ写真には、若い男性と若い女性が写っていた。

　背筋を伸ばして立つ男性は、驚くほど部長によく似た眉目秀麗な顔立ちをしている。その隣でイスに腰かけ、穏やかに微笑む女性は……。

　素直に伸びたサラサラの黒髪。ほとんど素顔のままの、清楚で控えめな化粧。袖の部分に小花の刺し繍しゅうが施されたサックドレス。この格好はあのパーティーの私……。

「お祖父様にとってキミのお祖母様は、どうあっても逆らえないほど大きな存在なんだよ」

　じっと写真を眺めつづける私の耳に、専務の声が聞こえる。

「そんなお祖父様の目の前に、その写真とそっくりの格好をしたキミが突然、現れたんだ。もちろんそれが偶然なわけないよな？　兄さんご自慢の牧村に遠山を探し出させたんだろ」

「タキが亡くなったことは、直哉から聞いたよ。だが彼女は私に贖罪の機会を遺していってくれたんだね。成実ちゃん、なんでも希望を言ってくれ。私はキミの言う通りにする。成実ちゃんにはその権利があるんだから」

　震える声に嗚お咽えつが混じり、ついに会長は憚はばかることなく泣き出した。そして、しゃくり上げながらズリズリと畳の上を這はいずって私の方へ近寄ってくる。

「成実ちゃんは直哉と恋仲なんだろう？　ふたりが結ばれてくれるなら、こんなうれしいことはない。二度と直哉が家族から不利益をかぶらないよう、将来を保証すると絶対に約束するから」

　私の足もとで会長は、ガバッと這いつくばった。

「だから……頼む！　どうかキミの口から私を許すとひと言、言ってくれ！」

　土下座して畳に額を擦りつけながら泣きむせる会長の声を聞き、私はすべてのからくりを悟った。

　入社試験の茶番じみた合格。破格の抜擢。豪華なパーティードレス。社長一家にイビられる私のことを、これ見よがしに身を挺ていしてかばったことも、あれはなにもかも全部、緻密に計算された計画だったんだ。

「部長は私を、自分の立場を守るために利用したんですね」

「違う！」

　間髪を入れずに部長は私に向かって叫び返した。

「俺は運命だと思ったんだ！　試験会場でお前を見た瞬間、これは運命だって！　初めてキスしたあの夏の日、俺はお前に恋したんだ。だから俺は――」

「恋ぃ!?　兄さんは本当に口がうまいね！　さすがモテる男は違うなあ！」

　専務が声高に部長の言葉を遮り、ゲラゲラと嘲り笑った。そして、さも憎々しげな表情で唾を吐くように断言する。

「そんな大嘘はやめろよ。みっともない」

「嘘じゃない！　お前は黙っていろ！」

「いいや、黙らないね。もしも兄さんの言葉が本当なんだとしたら、なんで遠山に秘密にする必要があるんだよ？」

　部長は一瞬、言葉に詰まった。でもすぐに専務に反論する。

「そ、それは、大昔の出来事をどう切り出せばいいのか悩んでいて……」

「まだそんな嘘をつくのかよ。遠山のお祖母様は、うちのお祖父様の嘘ですべてを失ったんだぞ？　なのに兄さんは彼女にまで嘘を吐き続けるつもりなのか？」

　その言葉を聞いた途端、専務を睨みつけていた部長の目つきが弱々しくなる。頼りなく視線をさまよわせて逡巡した後、ようやく彼は観念したように拳をギュッと握りしめて、言った。

「お祖父様を喜ばせようと思った気持ちの裏に、そんな打算がまったくなかったと言えば嘘になる。たしかに俺は……お前を利用しようとしていたのかもしれない」

　その告白を聞き、私はそっと目をつむった。

　あぁ、きっとそれが彼の本音なんだろう。部長は本当に崖っぷちまで追い込まれていて、あの楽園から追い出されないために、藁わらにもすがる気持ちだったのかもしれない。そんな自分の計算高さを無意識に嫌悪したからこそ、その反動から最初のうちは私に素っ気ない態度をとったんだろう。

「アハハハ！　大したもんだ！　まったく大したもんだよ！」

　両手を激しく打ち鳴らして拍手喝采しながら、専務はヒステリックに笑い出した。

「いつも綺麗事を言ってイイコぶってた、これがあんたの本性だ！　どうだ思い知ったか！　この、垢あかにまみれた俗物野郎！」

「黙れ！」

　叫ぶが早いか、部長は握り拳で専務の頬を殴り飛ばした。

　部長よりもだいぶ小柄な専務は、目を剥きながら派手に引っくり返ってしまう。

「い、痛い！　痛い痛いー！」

　畳の上に横倒れになり、殴られた頬に手を当ててヒィヒィ喚く弟に向かって、部長は声を限りに絶叫した。

「お前、俺になんの恨みがあるんだよ！　生まれたときから俺のもの全部奪いやがったくせに！　この上、成実まで俺から取り上げるつもりなのか!?」

「欲しいもの全部持っているのは、あんたのほうじゃないか！」

　専務は形相を変えて、切れた唇から赤い血を流しながら兄に向かって絶叫を返した。

「本物の長男の地位も、優秀な頭脳も、万能な運動神経も！　見惚れるほどの見た目のよさも！　……みんなが思ってるんだ！　ほんとは、ほんとは……」

　大企業の令息として生を受けながら、凡庸に生まれついてしまった男の目にブワリと涙が盛り上がる。

「本当はあんたのほうがお父さんの跡を継ぐべきだって、みんな思っているんだ！」

　専務は倒れたまま、小さな子どものように顔をクシャクシャにして泣いた。

　なりふりかまわず泣き喚く弟の姿を、部長は唖然として見つめている。

　会長はそんな孫同士の諍いさかいなど目に入ってもいないように、畳に額をつけたまま肩を震わせ嗚咽し続けていた。

　なんだか、テレビの画面を通して作り物の世界を見ているような気がする。上品で高級な和室の造りも、人も、空気も、目の前のすべてがまるで他人行儀だ。

　静寂と泣き声の混じり合う不思議な空間の中で、私は男三人を眺めながら妙に落ち着き払っていた。

　なんだかもう、たくさんの衝撃的な事実が重なりすぎて、感情のメーターを振り切ってしまったみたい。

　私の足もとにうずくまる会長の髪の毛は雪のように真っ白で、畳の上に置かれた手には大小の染みが目立つ。写真の頃の、あんなに若く美形を誇った人がこんなに老いてしまうほど、長い間罪の意識を抱えていたんだろう。

　そして声を上げて泣く専務の姿は、本当に幼い子どものようだ。たぶん、彼の心はまだ子どものままなんだろう。彼なりにずっと抱え続けていた重荷に心が押し潰されてしまって、成長する余裕がなかったんだ。父親も、母親も、誰もそんな糧を彼に与えてくれなかった。

　そして……。

　私は、力なく立ち尽くす部長の姿を改めて見つめた。

　そこにいるのは覇気こそ失われているものの、いつもの見慣れた彼だ。でも私は生まれて初めて、本当の彼の姿を見たような気がした。

『俺に必要なのはお前自身だ』

『お前はイヴだ。この世界で特別な、唯一の女さ』

『お前はずっと俺のそばにいろ』

　彼が私にささやいてくれた、どこか謎めいた言葉に隠された真意を思う。

　私は会長に無残に捨てられた、哀れな女の孫娘。それこそが私の持つ価値であり、部長が自分の身を守るための切り札だった。彼の芝居じみた態度と言葉は、それを暗に示していたんだ。

　限界まで注がれた盃の口からこぼれる水のように、静かな悲しみと虚しさが胸に込み上げ、あふれ出す。でも現実感が薄いおかげで、取り乱さずにいられることが救いだった。

　私にはわかる。部長は決して悪人じゃない。彼の生い立ちも、それによるつらい立場も、追いつめられた心情も、私はとてもよく理解している。けれど……。

「会長」

　私はしゃがみ込んで、畳に突っ伏したままの会長の肩にそっと手を触れた。

　真っ白な頭がビクッと動き、弾かれるように私を見上げる。

「私の希望をなんでも叶えてくれるっておっしゃいましたよね？　それは本当ですか？」

　裁きが下されるのを粛々と待つ怯えたその表情に、私は問いかけた。

「も、もちろん本当だとも」

「じゃあ、この場で約束してください。会長のお力で部長の立場をずっと安泰にしてくださると。会長が築いたあの楽園にしか部長の居場所はないんです。どうかそれを奪わないであげてください」

「それで成実ちゃんはいいのかね？」

　自分自身の利益になることはなにも持ちかけない私を、会長は戸惑いを含んだ目で見上げる。

「はい。他にはなにも望みませんから」

「わかった。私が責任をもって直哉の立場を守ると約束するよ」

　その言葉を聞いた私は安心して立ち上がった。そしてこの場から立ち去るべく、ゆっくりと歩き出す。

「成実」

　部長の横を通りすぎる瞬間、私は彼に名前を呼ばれて立ち止まった。

「たしかに俺はお前を利用しようとしていた。でもお前と再会できて、うれしかったのも本当なんだ」

　ポツポツと、雨音がこぼれるようにしんみりと、彼の声が静かな空間に染みていく。

「相反する事実があって、そのとき俺は、いったいなにをすべきだった？」

「……なにも」

　そう短く答える私は、隣に立つ人ではなく、開け放たれた襖の向こうをボンヤリと眺めていた。

「成実、俺のもとに残ってくれないか？」

　私は静かに首を横に振った。

　私がこんなに意地っ張りな性格じゃなかったら、もしかしたら彼のもとに残ったのかもしれない。でも私は『遠山の金さん』で、そして事実を知ってしまったから。それに私たちは、『ああ、恋って素晴らしい』だけでは、もうすべてを片づけられない程度には大人になってしまったから。

　だから、どうにもならなかったのだと思う。会長は愚かで、専務も愚かで、部長も愚かで、そしてなにも知らずに浮かれて踊っていた私も、愚かであったのに違いない。

　だからお互いみんなで目をつむって、苦笑いして、全部なかったことにしたい。

「部長は、あなたの望むあの楽園に戻ってください」

　それだけを言い残し、私はまた歩き出した。

　部長はなにも言わず、身動きもしない。

　背中に視線を感じたけれど、引き止められることもなく、私は玄関に向かって進んでいく。

　するべきことはすべて果たした。だからもう、ここにいる理由はない。

　それをよく理解している私は、格子戸を開けて外へ出た。

　絵空事のような料亭から一歩踏み出せば、そこには見慣れた日常の世界が待っている。手で目の上にヒサシを作ってまぶしい夏空を見上げながら、車のエンジン音や人々のざわめきを耳にした。

　さあ、帰ろう。

　私はひとりタクシーに乗って古民家へ帰り、そして黙々と荷物をまとめる。

　ここはおばあちゃんや先祖が住んでいた場所らしいけれど、私にとっては見知らぬ空間でしかない。もうずっと昔に、終わってしまったことだもの。自分がここにいることを、ほんのわずかばかり不思議に思うだけ。

　荷物をまとめ終えた私はすぐ古民家を出て、玄関にキッチリとカギをかけた。

　家に着いたら、真っ先に退職願いを書こう。

　淡々とそう考えながら、私は黙って三ツ杉村を後にした。










たったひとりのイヴ




　自室のテレビ台の端っこに置いてある小さな時計を確認して、私はため息をついた。

　あっという間にもうお昼か。なんだか最近、タイムスリップしてるんじゃないかってくらい時間の流れを早く感じる。別に忙しい日々を送っているわけでもないのに、時間の感覚が狂ってるのかな？

　三ツ杉村から戻って、もう十日は過ぎているけれど、なにもしない自堕落な日々を過ごしているからなあ。今日も今日とて、扇風機の風を独占しながらカーペットの上に寝転がってダラダラしているだけだし。

　あー、この風だって電気で生み出されている。つまり、お金がかかってるんだ。

　一刻も早く次の仕事を探さなきゃならないのに、さすがにすぐには就活を始める気にもなれない。あの料亭での出来事は私の中でしっかりトラウマになっているらしく、フライパンにこびりついた焼け焦げみたいに、頭の隅っこから離れないんだ。

　失恋は時間が癒やしてくれるっていうけれど、その時間の感覚が狂っているせいなのか、癒やされているという自覚もないし。癒やされるどころか、心は波に侵食される砂のように悲しみに崩れていく。

　だって、ことあるごとに思い出すのは部長のことばかり。

　入社試験の日に、社内の廊下を必死に走って追いかけた大きな背中。見惚れるほど整った彼の顔を、私はいつも心持ち首を反らして見上げていた。

　からかうような意地悪な表情。あきれたように吐き出されるため息。照れたように逸らす視線に、少年のような明るい笑顔。

　宝箱の奥から特別な宝石をそっと取り出すように思い出しては、そのたびにそれらが実体のない幻であることを思い知る。そして……まるでザラついた手でなでられたように心が痛む。

　彼と触れ合った唇を人さし指でなぞり、あの甘い熱を思い出して両目がじわりと潤んだ。

　こんなふうにグジグジしているから、いつまでも痛みが引かないんだ。未練たらしくて、ミジメったらしい、こんな自分は大嫌い。

　前に進むためにも、そろそろ本気で仕事探さなきゃ。また無職になったことがお母さんにバレたら大変だ。今の状態であの口撃を受けたら本気で撃沈されてしまう。

　実の母親なだけに、私の一番痛いツボを的確に攻めてくるんだもん。冗談抜きで田舎に帰ってお見合いしちゃうかもしれない。

　元気を出すためにお昼ご飯をしっかり食べようと台所に向かって、ゲンナリした。

　またそうめんとゆで卵かあ。この組み合わせはいい加減もう飽きた。でも冷蔵庫にはなにもないし、たまにはコンビニに行ってお弁当でも買ってこようかな？　ここ最近、まともに外出すらしていない引きこもり状態だったしね。

　わざわざ着替えるのは面倒くさいから、部屋着のままサンダルを突っかけて私はアパートを出た。

　店までの短い距離を歩く間にも強い日差しが燦々と降り注ぎ、半袖シャツから剥き出しの両腕を焼く。熱っぽく湿った空気に全身を包まれながら、それでもなんとなく気分が浮上していくのを感じた。

　やっぱり無機物ばかりに囲まれた部屋の中とは違って、外には風も、空も、雲も、緑もある。節約しなきゃならないけど、ちょっと贅沢して夏限定スイーツとか買っちゃおうかな。

　ホクホクしながらそんなことを考えている私の足が、ビクッと立ち止まった。

　突然目の前に現れた人物に驚いて、思わず手の中の財布を落っことしそうになる。

「牧村さん!?　それに瑞穂も!?」

「遠山さん、突然すみません」

「成実！　ずっと連絡してこないでなにやってんのよ、もう！」

　濃い紺色のレイヤード襟ポロシャツを着た牧村さんと、落ち着いたグレーのワンピースを着た瑞穂が、ふたり並んでこっちを見ていた。

「な、なにやってるって……そっちこそ、こんな真っ昼間になにやってるの？　しかも私服で、仕事はどうしたの？」

　なんの前触れもなく出現したふたりに、私は頓狂な声を出した。

　ちょっとヤメてよ！　よりによってこんなダサダサな部屋着と、履き古しのサンダルと、ひっつめ髪のときに遭遇するなんて！

　気恥ずかしくて及び腰になる私を見て、牧村さんと瑞穂はお互いの顔を見合わせながら、ハァッと大きなため息をついた。

「その様子じゃ、今日が日曜日だってことにも気づいてないんだね」

「あ、今日、日曜だっけ？」

「成実ったらどんな生活してんのよ。私、心配したんだからね！　ショックなのはわかるけど、大人なんだから最低限の連絡くらいはしなさいよ！」

　本気でイラ立たしそうに怒鳴る瑞穂に、私は申し訳ない気持ちになった。

　あまりに急転直下な事態を消化しきれず、どう説明すればいいのかわからなくて、瑞穂にも誰にも、なにも言っていなかった。さすがに退職願いを郵送で送りつけるのはどうかと思って、会社の受付まで出向いて届けはしたけれど、見知った顔に会うのが嫌で、そのまま回れ右して帰ってしまった。

　瑞穂にしてみればいきなり私の退職願いが届いたかと思ったら、その後はずっと梨のつぶて。私はスマホの電源を切っていたから電話もメールも通じないし、周囲では根拠のない噂話も出回っているだろうし、ビックリするやら心配やらで、さぞ気を揉んだことだろう。

「ごめんなさい瑞穂。それに牧村さんにも失礼をしてしまいました」

「いいえ、謝らなければならないのは私のほうですから。仕事とはいえ、私は遠山さんを傷つけてしまいました。申し訳ありませんでした」

　メガネの奥の知的で綺麗な目が、悲しそうに伏せられた。

「やっぱり牧村さんが私を探し出したんですか？　なら事情はすべて知っていたんですね？」

「はい。その通りです」

　素直にうなずく彼を見て、私は納得した。

　初めて会った日、自己紹介もまだの私の名前を知っていたのはそういう理由だったんだ。

「それで、今日はどんなご用ですか？　私の退職の手続きのことですか？」

　牧村さんと瑞穂は、またお互いの顔を見合わせながら言葉に詰まっている。ふたりともなんだか神妙な表情だ。

「……会長が入院しました。突然倒れてしまったんです」

　声も表情も、ひどく深刻な牧村さんの口から飛び出た衝撃的な話に、私はすっかり驚いてしまった。

「えっ、会長が倒れた!?」

「はい。三ツ杉村から戻ってきて、ずっと体調が優れなかったらしいんです。倒れてから高熱が下がらなくて、どうも肺炎を起こしているらしいです」

「年寄りの肺炎って、それ一番危ないケースじゃないですか！」

　おばあちゃんも亡くなる前に肺炎を起こしていたことを思い出し、思わず大声を出す私に、牧村さんがうなずきながら、さらに衝撃の発言をする。

「大きな心労が重なってしまいましたから。実は、部長も退職願いを出したんです」

「……はあぁ!?」

「偶然にも遠山さんが退職願いを出した日と、同じ日に。もう社長はパニックですよ」

　パ、パニックって……私だって大パニックだよ！　なにそれ、どういうこと!?　私がせっかく会長から確約をもらったっていうのに。それじゃ会長だってショックで寝込むよ！　部長、なにやってるんですか、あなたは！

「ま、まさか私のことで責任を感じて？」

「もちろんそれも理由でしょうが、今回のプロジェクトに関わった業者と、役所と、一之瀬商事の上部が裏で取り引きしていたようです」

「それって癒着ですか!?」

　会長が倒れた話に続いて、こんな黒い暴露話まで聞かされて頭がクラクラしてきた。

「はい。予算の大半はそちらに流れてしまいます。利益を得るのは企業と大きな町ばかりになるでしょう」

「三ツ杉村はどうなるんですか!?」

「ほとんどカヤの外ですよ。一応プロジェクトの体裁だけは整えるようですが、鼻薬を嗅がされただけで放り出されます。ガッチリ組んだ上部に、部長個人の力では太刀打ちできません。もう堪忍袋の緒が切れたんでしょう。ついに部長は退職願いを叩きつけたんです」

　私は大きな衝撃を受けた頭を抱え込んでしまった。

　村の澄んだ空気と、濃い緑と、豊かなリンゴと、輝く湖が目に浮かぶ。そして部長に深い信頼を寄せて期待してくれていた、三ツ杉村の人たちの笑顔も。

「成実、会長を引退させるらしいって噂があったの覚えてる？　このことも絡んでいたのよ、きっと。会長だって倒れるわよ。最後の最後で身内にこんな形で裏切られたんじゃ」

　憤まんやるかたないといった様子で、瑞穂が吐き捨てる。牧村さんは沈痛な面持ちで深いため息をついた。

「部長は出社していませんし、自宅にもいません。おそらく三ツ杉村にいるのではないかと思うんですが」

　なんてことだろう。まさか私が自宅でダラダラしていた間に、そんな大変な事態になってしまっていたなんて。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつな私は、牧村さんの次の言葉でさらに呆ほうけてしまった。

「遠山さん、これから会長を見舞ってくださいませんか？」

「は？」

　思いもよらないことを頼まれた私は、パチパチと目を瞬かせた。

「病床の会長が、うわごとを言い続けているんです。あなたに会いたいと」

「会いたい？　私にですか？」

　でも、いまさら会ってどうするの？

　冷たいかもしれないけれど、正直なところ、それが私の本音だった。

　過去を告白して罪滅ぼしをした時点で、もう会長の胸のつかえは下りたはずなのに、いったい会長はどんなつもりなんだろう。自分の弱った姿を見れば、私が情にほだされるとでも考えているんだろうか。

　……ほら、こんな意地の悪いことを病人に対して考えている。だからやっぱり会わないほうがいい。危険な状態のお年寄りに向かって、万が一にも暴言なんか吐きたくないし、会わないほうがお互いのためだ。

「もう私はこだわっていないからと、会長に伝えてくださ――」

「嘘ばっかり」

　お茶を濁してこの場をやり過ごそうとする私の声を、瑞穂の声が遮った。

「え？」

「成実、まだこだわってるよね？　ものすごく」

　瑞穂の目が、射抜くようにまっすぐ私を見ている。

「……ううん。本当にもう全然気にしていないから」

　強くて明確な彼女の視線に、自分の心を覗かれたように不安になった私は、ことさら明るく笑いながら否定した。

　でも瑞穂は、そんな私の心にどこまでも踏み込んでくる。

「嘘。会長のことも、三ツ杉村のことも、部長のことも、気にしまくってるじゃない」

「気にしてないってば。もう終わったことだし。だから綺麗に水に流すのが一番いいんだよ」

「流れてない。完全に配管詰まり起こしてる状態のくせに、ヘタな作り笑いして、おためごかしはやめて。気持ち悪くて寒気がする」

　さすがに、私は顔から笑顔を引っ込めた。遠慮も配慮もないズケズケした瑞穂の物言いは、いくら親友とはいえ不愉快だ。

　私は瑞穂に向かって足を一歩前に進めて、肩に力を入れながら言い返した。

「たしかに作り笑いだけど、それがなに？　大人の対応をしようと努めるのが、悪いことなの？」

「悪いなんて言ってない。見え見えの言い訳に寒気がするって言ってるだけ。『被害者の私さえ我慢すれば、それで全部地球は丸く収まるんだわ』的な、自分に酔ってるヒロインの顔にもね」

「はあぁ!?　なにそれ！」

　カァッと一気に頭に血がのぼった。

　目を剥いて声を荒げる私に対し、瑞穂もまた一歩前に踏み出して、実に正々堂々とした目で睨みつけてくる。

　ほとんどオデコとオデコがくっつく至近距離で、私たちは完全に臨戦態勢に入った。

　突然始まった女ふたりの一騎打ちに、牧村さんは唖然として立ち尽くしている。

「知ったようなこと言わないでよ！　私がどんなつらい思いをしたと思ってんの!?」

「〝知ったよう〟じゃなくて、知ってるの！　成実の中ではまだ全然解決してないし、水にも流せていないって！」

「そうよ流してないよ！　詰まってるよドロッドロよ！　それが悪い!?　無理もないじゃない！」

「だから、さっきから悪くないって言ってるじゃない！」

　叫ぶや否や、瑞穂は勢いをつけてグッと身を乗り出してきた。

　ゴツン！と鈍い音がして頭全体に衝撃が走り、頭突きを食らった私は思わず一歩後ずさる。

　顔をしかめながら額に手を当てる私に向かって、瑞穂は容赦なく怒鳴り続けた。

「成実は全然悪くないよ！　あんたは悪くないんだから、無理に水に流さなくていいんだってば！」

「…………」

　ジンジンと火照る額に手を当てながら、声も出せずにいる私に向かって、瑞穂の言葉が次々と投げかけられる。

「こだわっていいのよ！　怒っていいの！　なのになんで、なにもしないで部屋にこもってメソメソしてるの!?　終わったから関係ない、なんてスカしたこと言ってないで、言いたいことがあるなら言って、やりたいことがあるならやんなさいよ！」

　拳を握りしめ、ひときわ大声で瑞穂は叫んだ。

「私が許すわよ！　だって成実は悪くないんだから！」

　シーンと、少しの間、静寂が訪れた。

　直球でド真ん中に届いた瑞穂の言葉に、私の心はビリビリと震えている。その痺れと、熱さと、泣けるような痛みを、しばらく噛みしめていたかった。

　自分自身の情けなさと、瑞穂への感謝の気持ちが同時にどんどん膨れ上がって、鼻の奥がジーンとする。瞬く両目の奥が熱く湿って、視界がじわりと滲んだ。

　私の心を覆っていた固い膜のようなものが、ヒビ割れてポロポロこぼれ落ちていくのを感じる。あぁ、ほんとに私ったら、なにやってるんだか。

「……牧村さん、瑞穂。私、部屋に戻ります」

「成実ったら、まだそんな……！」

「勘違いしないで。いくらなんでもこの格好じゃお見舞いに行けないでしょ？」

　ふふっと笑って、私は自分の着古したＴシャツの裾を引っ張ってみせた。

「遠山さん？　それでは会長を見舞ってくださるんですか？」

　牧村さんがパッと顔を輝かせて弾んだ声を出す。

「はい。行ってどうなるかはわかりませんけど」

　私はうなずきながら答えた。

　穏やかな面会になるかもしれない。逆に、厳しい言葉を浴びせてしまうかもしれない。でもおそらく会長は、私に罵倒されることなんて覚悟の上で、私との面会を望んでいるんだろう。部長も、針のムシロを覚悟の上で三ツ杉村に謝罪しに行っているはずだ。

　私だけがなにもしていない。だから、見舞いに行こうと思う。この先ずっとダンゴ虫みたいに物陰で丸まって、そうめんとゆで卵を食べてばかりはいられない。

　楽園のような一流企業に受かって喜んでいたら、それには裏があった。すごく親切で優しくしてくれた会長とは、遠い過去にひどい因縁があった。誰もが見惚れるイケメン部長と運命的な再会をして恋仲になったら、こんな事態に陥った。

　一歩前に踏み出した先、人生どうなるか予測もつかないのは、痛いほど身に染みているけれど……。

「でも、行ってみようと思います」

　作り笑顔ではない笑顔で、私は牧村さんにそう告げた。

　瑞穂の強張った表情も緩んで、ふわりと笑顔になる。

　ずっと出口を見失っていた私の殻を破ってくれた瑞穂と牧村さんの存在が、しみじみと、本当にありがたかった。

　心からふたりに感謝しつつ、私は自室に戻って着替えて、会長の入院している病院へ向かった。




　牧村さんの車に乗せてもらって、ほどなく到着した有名大病院は、まるで威風堂々たるお城のようだ。人であふれかえる広大な院内は迷路みたいで、牧村さんがいなければ迷子になってしまいそう。

　専用エレベーターでなければ入れない特別病棟の、出入口の自動ドアロックを牧村さんがカードで開けてくれて、一歩踏み込んだ私の目が点になった。

　目前に広がる待ち合いホールは、立派な観葉植物や、大型テレビや、洒落たテーブルセットが置かれてある。どこの大浴場かと思うほど巨大な展望窓からは、高層階の見事な眺めが一望できた。小さいけれど美しくしつらえた、日本庭園風の中庭まである。

　病棟とは思えない豪華さにキョロキョロしながら内廊下を進んでいくと、牧村さんが突き当たりの部屋の前で立ち止まり、ノックした。

「牧村です。遠山さんをお連れしました」

　中からの返事を待たずに彼が静かにドアを開けて、再び私の目が点になる。

　これ、病室じゃないって絶対。高級マンションのショールームだよ。

　なんでこんなに広い必要があるのかというほど広い室内は、豪華な革張りの応接セットが陣取り、天井には輝くシャンデリア。ペイズリー柄のカーテンも、ソファーの上のクッションも、どうやらシルク製。花瓶や時計ひとつとっても品のよい備品に囲まれた室内の奥に、どっしりした木製のベッドが置かれてある。

　そこに、ひっそりと会長が横たわっていた。

　部長はもちろんだけど、社長も、社長夫人も、専務の姿もない。ただひとり、誕生パーティーのときに控え室にいた、付き人の初老の男性が、ベッド横のイスにポツンと座って何度も何度もハンカチで涙を拭っている。

　私たちが病室に入ってきたのに気がついて立ち上がった彼に、牧村さんが声をかけた。

「田た川がわさん、遠山さんを連れてきました。できれば会長とふたりきりにして差しあげたいのですが」

「はい。わかりました」

『田川さん』と呼ばれた付き人さんは、真っ赤に泣き腫らした目で私を見て、感謝の意を込めるように丁寧に頭を下げて退室していく。

　牧村さんも瑞穂も静かに病室から出ていって、私は会長とふたりきりになった。

　ベッド横の計器の機械音だけが静まり返った室内に響き、不安感を掻き立てる。

　私はゆっくりとベッドに近づき、田川さんが座っていたイスに腰かけながら会長の顔を覗き込んだ。

　腕には点滴の針が刺さり、胸はコードで計器に繋がれている痛ましい姿だけど、会長は静かに眠っていた。

　どうしよう。せっかく訪ねてきたけれど、休んでいる病人を叩き起こしていいものかな。でもこのまま顔を眺めていても意味がないし……。

　そんなふうに迷っているうちに私の気配を感じ取ったのか、会長の両目が開いてこっちを見た。ドキッと緊張する私に優しく微笑み、掠れた声でささやく。

「やあ、どうしたの？」

『どうしたの？』と聞かれても、なんと答えればいいものやら。

　答えあぐねる私に、また会長が話しかけてくる。

「お父さんの看病はいいの？」

「え？」

「お店のほうは心配しないでいいから、タキはお父さんの看病をがんばって」

　私は目を見開いた。

　タキ？　会長、ひょっとして私のことをおばあちゃんだと思ってる？　きっと高熱のせいで、入り婿になった当時の記憶と現在が混濁してしまっているんだ。

　横たわって私を見上げる会長の声は小さくて、息を吐くのも苦しそうだけど、それでもニコニコと幸せそうに笑ってる。

　本当に会長は今、幸せなんだろう。だって彼にとってはまだ、この先一生後悔することになる罪を犯していないんだから。

「タキ、ちゃんと看病の合間に休んでいるかい？　食事してる？　そうだ、いいものがあるよ」

　点滴の針が刺さった細い腕がゴソゴソと動き出し、私は慌てて会長の視線の先を追った。

　ベッド脇のサイドテーブルの上に、赤いリンゴがひとつ。私はそれを手に持ち、会長の目の前に差し出した。

「これですか？」

「うん、今年最初の夏リンゴだ。タキ、覚えているかい？　私たちの大切な思い出を」

　落ちくぼんだ会長の目が、弱々しくも愛しげに、私をじーっと見上げている。

「大切な思い出？」

「なんだ忘れちゃったのか？　ほら、あの空襲のときだよ」

　枕の上で首を傾げ、会長は私を見つめながら小さな声で話し続けた。




　――あの空襲の夜、私は雨あられのように焼しょう夷い弾だんが降りしきる中をひとりで逃げ惑っていた。

　爆音と大火の間を怯えながら走り回って、そのうちに白々と夜が明けて、やっと地獄が終わったと思ったんだ。

　でも地獄はまだ続いていたよ。道端に、焼け焦げた死体がゴロゴロ転がっているんだ。まるで石ころみたいに、いくらでも転がっていた。

　悪臭に鼻を押さえながら母さんたちを探して歩き回っていたら、軍服を着た男の人に命令されたんだ。『そこの坊主、死体を運ぶのを手伝え』って。

　……運んだよ。火災で熱した空気も冷めない中を汗まみれになって、黒焦げの、四肢も整わない死体を、この素手で延々と。

　死体から発する粘りつくような臭いが鼻を突き、溶けた脂肪がぬるりと手についた。そこで、見つけたんだ。重なり合った死体の山の中に、母さんと姉さんを。

　ピンク色になった皮膚にね、見覚えのある服の生地が張りついていたからわかった。

　ひょっとしてまだ生きてるんじゃないかと思って何度も呼びかけたけど、返事は返ってこなかったよ。

　自分の母親と姉の死体を前に呆然とするばかりで、涙すら出てこない。そのうち、呼びかけることにも疲れ果てた。妹の姿も懸命に探したけど、どうしても見つからなくて。どんどん自分の感覚が麻ま痺ひしていくのがわかった。

　死体運びから解放された後に川で手を洗って、無意識に家に向かったんだよ。たぶんそこに行けば、失くしたもの全部があるような気がしたんだ。

　でも、家はなかった。一面の焼け野原で、まだあちこち火がくすぶっていて、本当に、嘘のように全部、ない。

　昨日までは家だったガレキの山を前に座り込んで、膝を抱えて、泣きもしないで、ただボーッとそうしていた。

『……どうしたの？』

　後ろから声が聞こえて振り向くと、いつの間にかそこに、おかっぱ頭の女の子が立っていた。

　真っ黒にすすけた顔と、血で薄汚れたもんぺ姿のその子は、お金持ちの商家のお嬢さんだとすぐに思い出した。

『失くした……ぜんぶ……』

　自分のノドからまだ声が出ることが不思議に思えた。

　たぶん私は、死んだ魚のような目をしていたと思う。

　女の子はそんな私をガラス玉みたいに綺麗な目でじっと見て、そしてポケットからなにかを取り出した。

『これ、あげる』

　小さな手に、赤いリンゴがひとつ。女の子は健気にも私を慰めようと、貴重なそれを差し出してくれた。

　私は感謝の言葉も言わずに黙ってリンゴを受け取って、無意識にかじった。

　果肉をかじった感触の心地よさが歯に染みる。頭のてっぺんまでジーンと痺れるような爽やかな香りが、すすけた空気に侵された鼻腔を突き抜けた。

　昨日からなにも食べていない舌に感じる甘みと酸味の、たとえようもない鮮烈さ。

　無我夢中で私はリンゴにかじりついた。

　爆音と轟ごう音おんにさらされた耳に、シャリシャリと瑞々しい音が聞こえる。母と姉の死臭を嗅いだ鼻に、甘さと酸っぱさと清々しい香りが満ちる。妹の名を叫び続けて枯れた喉を、果肉が潤す。

　この世の地獄を見た両目に、命が萌もえるような、赤く美しいリンゴが見える。

　私は、泣いた。リンゴをかじりながら泣いた。泣いてもかじった。ひたすらかじり続けた。そして自分の命がここにあることを、実感し続けた。

　薄汚れた袖で目を拭いたら、涙の向こうに女の子の姿が見える。

　地獄の果てに出会った救い主は、私に向かってかわいらしい笑顔を見せてくれていた。

　それがキミだよ……。タキ。

　知っているかい？　外国にはね、アダムとイヴという伝説があるんだよ。神が最初に作った、この世で最初の男女だ。

　あのときのタキはまるで神話のイヴのようだったよ。

　孤独な世界にひとりぼっちで取り残された私の前に現れ、リンゴを差し出してくれた。そして私に新たな世界を与えてくれたんだ。

　キミはね、私にとってのイヴなんだよ――。




「私もすっかり忘れていた。あの日の出会いを」

　会長は病室の天井を見上げながら大きく息を吸い、そうつぶやいた。見開かれたその目は遥はるか遠い過去をさまよい、彼以外には見えないものを見つめている。

「なぜだろう。あんなに大切な思い出だったのに。どうして私は今まで忘れてしまっていたんだろう？」

　不思議そうな会長の目に涙が盛り上がり、つうっと横へこぼれて落ちた。自分が涙を流していることにも気づいていない様子で、幾筋も、幾筋も涙を流す。目尻に刻まれた何本もの深い皺が洗われたように光って、枕をしっとり濡らした。

「タキ、タキ、私はとても幸せだよ」

　滂ぼう沱だの涙を落とし、会長は天井に向かって震える手を差し伸べる。

「キミは？　キミは今、幸せかい？」

　だけど、その問いに答える人は、もういない。

　空を掻くように虚しくさまよう細い指先を、私は自分の両手でそっと包み込み、ゆっくりと語りかける。

「タキという字は、多くの喜びと書きます。その名の通り……」

　私の目に、じわりと涙が滲んだ。

「その名の通り、喜びに満ちた人生でした」

　その言葉は、亡くなる前に一瞬だけ意識を取り戻したおばあちゃんが最期に言った言葉だった。死に目に間に合わなかった私は、そのことをお母さんから伝え聞いていた。

　きっとおばあちゃんはこのときのために、この言葉を遺したんだ。

　私はおばあちゃんじゃないから、会長が望む『許す』という言葉は言ってあげられない。それでも、あの言葉は嘘じゃない。

　ふたりの間の出来事はあまりに遠い昔のことで、当事者同士の命の灯すら、もう消え去るほどの長い歳月が過ぎてしまった。そして片方は最後の最後まで悔い続け、片方は最期の最期に『幸せだった』と言うのなら……もう、いいでしょう……？

「…………」

　会長は何事かをつぶやいたけれど、それは私には聞き取れなかった。

　それでいい。その言葉は私ではなく、おばあちゃんだけのものだから。

　うれしそうに細められた会長の目尻から、ポタポタと音が立つほどたくさんの涙が枕に落ちる。そして会長は幸せそうに微笑んだまま、すぅっと眠り込んでしまった。

　おばあちゃんと暮らしていた頃の夢を見ているのだろうか。

「会長、さようなら」

　これでもう、二度とあなたと会うことはないだろう。

　私は会長の手を静かに離してイスから立ち上がり、穏やかな寝息を聞きながらドアへ向かう。そしてベッドに向かって深々と一礼してから病室を出た。

　鼻をすすり上げながら待ち合いホールに向かって内廊下を進んでいくと、ソファーに腰かけている牧村さんたちの姿が見えた。

　私に気がつくと三人とも一斉に立ち上がり、問いかけるような目でこっちを見てくる。でも、涙ぐんでいる私を見てなにも言えなくなってしまったようだ。

「田川と申します。初めまして」

　会長の付き人の田川さんが、私に向かって頭を下げて自己紹介してくれた。

「初めまして。遠山と申します」

　そう言ってこちらも自己紹介をしたけれど、後が続かず向かい合ったまま微妙な空気が漂ってしまう。

「あの、田川さんは会長とは長いおつき合いなんですか？」

「はい。右も左もわからない若造だった頃からずっと、会長の秘書を務めさせていただいております。まさか、こんなことになるとは」

　白髪の目立つ頭を振りながら、田川さんは涙を零した。

　きっと会長にとって心を許せる、数少ない腹心の部下なんだろう。今の悲惨な現状に涙が止まらないのもうなずける。

「お若い頃から会長は本当に素晴らしい方でした。明るくて、豪快で、心優しく、しかも強きょう靭じんな意思の持ち主でした」

「わかります。今も全然、お変わりないですね」

「でも、常に心に暗闇を抱えておられました。あなたのお祖母様への罪の深さに、怯えておいででした」

　田川さんの赤く潤んだ目で見つめられて、私は怯んだ。

　そうか。そんなことまで知ってるなんて、この人は本当に会長の腹心だったんだ。

「直哉さんも先日、お見舞いにいらしてました。そして会長と、あなたのことをいろいろと話し合っておいででしたよ」

「え!?　部長が!?　ど、どんなことを話していたんですか!?」

「はい、実は――」

　さっそく説明しようとする田川さんを、牧村さんが制した。

「立ち話もなんですから、まずはおふたりとも座りませんか？　私はなにか飲み物を買ってきます」

「あ、私も一緒に行きます」

　牧村さんと瑞穂がそう言って特別病棟から立ち去っていく。

　自販機ならここにもあるのに、きっと気を遣ってくれたんだ。

　そのことに感謝しつつ、私と田川さんはイスに腰をかけてじっくり話し始めた。

「昔から会長は苦しんでおられましたよ。心の奥で、ずっとタキさんのことを忘れられませんでしたから」

「会長はおばあちゃんのことを、愛していらしたのでしょうか？」

「罪悪感なのか、愛情なのか。私にはそこまではわかりかねます。ただ、私が気づくほどですから当然……」

　その後に続く言葉は、私にも容易に想像できた。

「会長の奥様も気づいていた？」

「はい。ですから奥様も大変お苦しみのご様子でした。奥様は会長を愛しておられましたが、とにかく気位の高いお方でしたので」

　お金持ちのお嬢さんの麻疹のような感情。会長はそう思っていたようだけれど、そうじゃなかった？　本当に夫を愛していたのだとしたら、夫の心に住み続ける女の存在は、たしかにつらいものだろう。

「ご夫婦は心がすれ違ったまま。しかもこれも運命か、息子までもが同じ目に」

「息子？　ああ、社長のことですね？」

「はい。社長は今でも、亡き先妻の面影を忘れられないのですよ。直哉さんのお母様のことを」

　そして新しく後妻になった夫人は、きっと誰よりもそれを知っている。自分の夫になった人が、いつまでも先妻の影を追い求め続けているのなら、女としてそれは当然苦しいだろう。

　でも、なにしろあのプライドの高さだ。自分の気持ちを認めて楽になることも、夫に哀れを請うことも、たぶん夫人にはできないことなんだ。

　社長はそんな彼女に罪悪感があるから、彼女の専務への偏愛と、先妻の忘れ形見である部長への継子いびりを諌められない。そのせいで家族の形はゆがんでしまった。

「親の因果が子に、そして孫にまで巡ってしまった。これはすべて自分のせいだと謝る会長に、直哉さんはきっぱり告げたんです」

「なにをですか？」

「因果はもう巡らない。自分は成実を死んでもあきらめないから、と」

　田川さんの言った言葉が意外すぎて、とっさに私は、その意味を理解できなかった。

「……え？」

「三ツ杉村の件が片づいたら成実を迎えに行く。そして絶対にふたりで幸せになるから、もう心配するなとおっしゃっておられましたよ。会長譲りの、あの強靭な意思の宿った目で」

　私はポカンと口を開けて田川さんを見ていた。

　部長が、私を迎えに来る？　私のことを絶対にあきらめない？

　田川さんは唖然としている私に向かって、これが自分の最後の献身とでもいうように真剣な表情で訴える。

「成実は自分にとって、この世でたったひとりのイヴ。彼女と一緒にいられるのなら、楽園なんて捨ててもかまわない。そうおっしゃっていました」

　この世でたったひとりの……イヴ……。それは以前、部長がオフィスで私に言ってくれた言葉。彼に惹かれている私の心を自覚させるきっかけとなってくれた、大切な言葉だ。

　あのときとは違った意味で、この胸が熱い切なさで膨れ上がって、今にも弾けそうになる。

『とても、似合っているよ』

　ドレスを身に着けた私を褒めてくれた、恥ずかしそうな声。

『ありがとう。……うれしかったんだ』

　会場の片隅で見つめ合った彼の、宝石のように綺麗な瞳。

『後悔とは違うな。後ろめたさだ。でも今さらもう引けないし、引きたくない』

　熱いキスを交わした後で、私の耳にささやく声。

　……ああ、会長。忘れてしまっていたのは、あなただけじゃありませんでした。

　どうして私は、あんな大切な瞬間を忘れてしまっていたんだろう。部長が私を利用しようとしていたことは、たしかに真実なんだろう。でも私に伝えてくれたあの言葉も、あの態度も、全部真実だったんだ。

　どちらも等しい真実なのに、私は片方だけにしか目を向けようとしなかった。可哀そうな被害者の自分を慰めることばかりに気を取られて、意固地になって最も大切なことから目を逸らし続けていた。

　こんな意地っ張りで愚かな私を、それでもあなたは『たったひとりのイヴ』と呼んでくれるんだね……。

　私の両頬に、ポロポロと涙が流れ落ちる。この涙がつまらないわだかまりを綺麗に洗い流してくれているように感じられて、とても心地よい。

　田川さんが慌ててハンカチを差し出してくれたけど、それは既に田川さんの涙でぐっしょり濡れて使い物にならなくて、私たちは顔を見合わせ、小さく笑った。

「成実、飲み物買ってきたよ。コーヒーでいいよね？」

　ちょうどそのとき、缶コーヒーを手に持った牧村さんと瑞穂が戻ってきた。

　私は自分の手で涙を拭いて、ふたりに笑顔を向ける。憑き物が落ちたような私の表情を見た瑞穂が、安心したように微笑んだ。

「はい成実、どうぞ」

「ありがと。いただきます」

　手渡された缶コーヒーを飲みながら、しみじみと思う。

　私は部長が……彼のことが、好き。

　こんなに簡単で一番大切なことから、どうして目を逸らしていたんだろう。

　認めよう。素直になろう。この世でたったひとりの私のアダムに愛を捧げる幸せと喜びを、享受しよう。

　私は、一之瀬直哉がこんなにも好きだ。だってほら、うれしさとか切なさとか、愛しさとかの綺麗な感情が泉のように湧き上がって、全身に満ちあふれてくる。

　彼への気持ちを素直に認められたことがうれしくて、また泣けてきて、手の中の缶コーヒーが涙で滲んで見えた。

　私は鼻をすすりながら、この場のみんなに心からの感謝の言葉を伝えた。

「ありがとう瑞穂。牧村さんも、田川さんも、本当にありがとうございます」

　そして……会長。

　私は廊下の向こうの部屋へも、心を込めて目礼した。




　それからすぐ、お見舞いを終えた私たちは、牧村さんの車に乗って帰宅の途に就いた。

　いろいろとお世話になったお礼とお詫びに、「せめて部屋に寄ってお茶でも飲んでいって」とふたりを招待した。

　近くのパーキングからアパートまでの距離はさほど遠くないけれど、午後の日差しは気だるさを忍ばせながらもまだ強く、熱した空気が覆いかぶさるように体を包み込む。牧村さんや瑞穂と一緒に、額に薄ら汗を浮かべながら歩く私は、遠い地にいる部長へ思いを馳せていた。

　今すぐ彼に会いたい。三ツ杉村へ飛んでいって、彼に私の気持ちを伝えたい。

　でも、私が行って邪魔にならないかな？　孤軍奮闘している部長の力になりたいと思うけれど、それを部長自身が望んでいるかどうか。

　彼はとても自尊心が強い男だ。自分の力で事を成しえてから、堂々と私を迎えに来たいと考えているかもしれない。

　もしそうなら、その気持ちを尊重したい。彼を信じて待っていたいとも思う。

　でも会いたい。一分一秒でも早く彼に会って、お互いの思いを確かめ合いたい。

　はやる気持ちと逡巡する気持ちが混じり合い、私の心を切なく揺らす。もどかしくため息を吐きながら、ふと視線を前に向けた私の足が、そこで止まった。

「成実、どうしたの？　……あ」

　瑞穂と牧村さんも、同時に立ち止まった。そして私たちは、アパートの前に立ってこちらを見ている男性を見つめ返す。

「部長……」

「成実」

　目の前に、部長がいた。日焼けして精悍さが増したその表情には、料亭で別れたときの覇気の薄れた様子は微み塵じんもうかがえない。

　背筋を伸ばし、生来の意思の強さを宿した黒い瞳でまっすぐ私を見る彼は、私のよく知る誇り高い男の姿だった。

「待たせてすまない。お前を迎えに来た」

　思いもよらない再会に言葉を失う私に、彼は力強い声でそう告げて、手を差し伸べた。










スイートスポット




　田舎の夏の夕暮れは、言葉にできないほど美しい。紫紺と、橙だいだいと、金色に輝く空から密やかに夜の帳が降りきて、道に立つ木々の梢こずえをそっと薄闇に染めていく。

　耳にする音は、サクサクと砂利道を踏む自分の足音。それと、どこからか笛や太鼓のお囃はや子しが、湖を渡る風に乗って微かに聞こえてくる。

　私は空気に混じる湿り気と、昼の名残りを残した熱の匂いを鼻腔いっぱいに吸い込んだ。

「それにしても、まさか本当に三ツ杉村に直行するなんて……」

「今日じゃなければ意味がないんだよ。これから夏祭りが始まるんだから」

　困惑している私とは対照的に、隣の部長は飄々としている。

　アパートの前で待ちかまえていた部長に、あれからすぐ問答無用で空港に連れていかれた私は、こうして三ツ杉村へ到着した。

　どうやら今日これから、部長主催の祭りイベントが始まるらしい。とにかくそれを見てほしいと言われているのだけれど……。

「部長。私たちまで同伴させていただいても、本当によろしかったのでしょうか？」

　後ろからついてくる牧村さんと瑞穂は、私よりもずっと困惑した表情をしている。

　部長は私だけじゃなく、このふたりまで『ちょうどよかった。お前たちも手伝え』のひと言で、有無を言わさずここまで連れてきてしまった。

　牧村さんも瑞穂も巻き込まれて大変だろうけど、私は、部長のいつも通りの強引さがうれしい。

　私の隣に、彼がいる。いきなりの急展開で、まだ自分の気持ちを伝える余裕もないけれど、こうしてお互いの腕が触れ合えるほど近い距離に彼がいるだけで、こんなに幸せになれるんだ。

　少しずつ暗さを増していく静かな田舎道を歩きながら、私の心は甘い幸福感で満ちていた。

「もうみんな集まっているな。だいぶ準備も進んだようだ」

　そう言う部長の視線の先を見て、私は目を丸くしてしまった。

　古民家の駐車スペースがすっかり様変わりしてしまっている。薄闇に包まれた広い空間に、照明器具や、発電機や、長テーブルがズラリと並んでいて、その周囲をお祭り仕様のはっぴ姿の人たちが大勢、忙しそうに行き交っていた。

「これ、どうしたんですか？」

「小林さんの息子さんに手配してもらった。町でイベントレンタル会社を経営してるんだよ。おかげでいろいろと無理な要望も通してもらえて、本当に助かった」

　小林さんの息子さんらしき人が、部長に気づいて手を振ってくる。

　部長も手を振り返しながら、私たちに説明をしてくれた。

「三ツ杉村の祭りは、よくも悪くも地味なんだよ。小さなお神み輿こしをかついだ男衆が、お囃子衆と一緒に村内を回るだけなんだ」

「それだけ？　屋台とかは？」

「ない。神様や祖先へ感謝と鎮魂を捧げるだけの祭りだ」

　それは厳粛といえば厳粛だけど、若い人や子どもにとってはつまらないだろう。大きな町の華やかな祭りを体験したら、地味な祭りに興味を持てなくなりそうだ。

「ただでさえ村の人口が減っているのに、それじゃここの祭りがどんどん廃れていく。それで、考えた。氏神様へお神輿を戻す前に、最後にここへ寄ってもらおうって」

「この古民家に？」

「そうだ。大人も子どもも揃って楽しい時間を過ごして、先祖伝来の土地やそこに住み続けた人に対して、敬意を払う時間を共有してもらうんだよ」

　そうか。そうして部長は村の人たちに、自分たちが住む場所への愛情を再確認してもらおうとしているんだ。ほんの小さなきっかけだけど、取るに足らない些細な積み重ねを続けることで、人の心にはたしかな〝なにか〟が芽生えるんだと思う。大切な家族を築いていくみたいに。

「あれえ。一之瀬さん、成実ちゃん、お帰り」

　明るい声に振り向くと、お祭り用はっぴを羽織った婦人会の奥様方が大きな紙袋を手に持って、上機嫌でこっちへ向かってくる。

「あ、小林さん。婦人会の方たちもお祭りに参加するんですか？」

「今日はね、この古民家で婦人会の手料理を、村のみんなに大盤振る舞いしようってことになったのさ」

　活躍の場を得られたことがうれしいのか、小林さんの顔は暗がりの中でもはっきりわかるほど、生き生きと輝いている。

「郷土料理を知らない若い世代に、皆さんの手料理を味わってほしかったんです。皆さん、今日はご協力ありがとうございます」

　部長は小林さんと婦人会の皆さんに頭を下げてお礼を言った。

「いやー、こっちこそうれしいね。日頃は全然顔を見せないバカ息子とも、こうして久しぶりに会えたしねえ」

　だいぶ闇の色が濃くなった道の向こうから、エンジン音と車のライトが近づいてくる。

　大人数がワイワイ集まる古民家の前に見覚えのあるトラックが停まって、運転席から相馬さんが姿を現した。

「相馬さん！」

　馴染みの顔がどんどん集合するのがうれしくて、私は弾んだ声を出した。

「おお、あんたか。わいも祭りに協力してくれって一之瀬さんから頼まれたから、リンゴとリンゴジュースの即売会ば、やろうと思ってな」

　そう言って相馬さんは、トラックの荷台からリンゴケースや箱ジュースを黙々と下ろし始めた。

　牧村さんと瑞穂がそれを手伝って長テーブルの上にテキパキと並べ始める。

「さあ遠山、俺たちも働くぞ」

　いつの間にかお祭りはっぴを羽織った部長が、私にも同じはっぴを手渡した。

「これ、部長が相馬さんたちと連絡を取り合ってお膳立てしたんですか？」

「今どきはシニア世代もスマホを持ってるからな。おかげで連絡とるのが楽だった。もちろん、協力してくれる人たちばかりじゃなかったが」

　村人の中には私たちに反発している人もいるし、部長自身も厳しい言葉を浴びせられたろうと思う。それでも……。

「いたんですね、ここに。もう一度、部長と一緒に一から始めてみようと思ってくれる人たちが」

　私の言葉に大きくうなずきながら、リンゴがいっぱい入った重そうな木箱を運んでいる部長の手が、ふと止まった。

　彼の目は大きな不安を抱えているように見える。

「お前も、そう思ってくれるとうれしい。俺はお前と一からやり直したいと思っている」

　私の心が大きく波打ち、高揚する。

　今こそ言いたい。私の部長への思いをはっきり伝えたい。

「部長、私は――」

　そのとき、パッと周囲が明るくなって、私と部長は辺りを見回した。

　祭り提灯に明かりが灯り、すっかり夜色に染まった空気を朧に照らしている。

　再生されて息を吹き返した古民家の前に広がる光景を見て、私は息をのんだ。

　ヨーヨー釣り。射的ゲーム。輪投げ。千本引きに、ラムネに、オモチャに駄菓子。どうしてだろう……。こんなの別に珍しくもない。規模だって小さいし、何度も大きな夏祭りを見てきたのに、なぜこんなにも心が震えて仕方ないのだろう。

　目の前のささやかな光景が、遠い夏の日の大切な思い出を記憶の淵ふちから鮮やかによみがえらせる。

　祭り囃ばや子し。お気に入りだった赤い浴衣に、大好物の綿アメ。人いきれと、賑やかなざわめきと、大好きなおばあちゃんのやわらかな手のぬくもり。

　次々とあふれ出す記憶の懐かしさに私の胸は熱くなり、切なくて泣きそうになった。

「同じだ。俺の子どもの頃と」

　感極まった部長の声に重なるように、笛と太鼓の音が聞こえてきた。複数の灯籠の明かりがユラユラと近づいてきて、祭りのクライマックスの始まりを告げている。

「部長、どうやら皆さんがいらっしゃったようですね」

「そうだな。忙しくなりそうだ」

　私と部長は微笑み合った。

　ほどなくお神輿と一緒に村人たちも到着して、即席の小さな夏祭り会場は、すぐに子どもたちの歓声とキラキラした表情に埋め尽くされた。あちこちから『今年の祭りは参加者が多い』といううれしい声が聞こえてくる。

　古民家の中では村人たちが席に座りきれないほど集まって、料理に舌鼓を打ちながら楽しそうに盛り上がっていた。

　賑やかな灯りから少し外れた薄暗い場所には、チラホラと若い男女の組み合わせが見える。高校生くらいのカップルも、甘酸っぱい表情でコッソリ話し込んでいたりして、なんだか横目で見ているこっちの胸までくすぐったくなってしまった。

　相馬さんのリンゴ即売会も、手伝ってくれている牧村さんのイケメン効果もあってか大好評。牧村さんに話しかけてくる女性たちを必死に牽制している瑞穂の姿がおかしかった。

　楽しい時間は、そうしてあっという間に過ぎていく。

「皆さん、お祭りもそろそろ終盤です。どうぞこちらにお集りください」

　部長が大声を出してみんなを呼び集め始めた。

「なにが始まるんですか？」

「打ち上げ花火だ」

「花火？」

　みんなを誘導して駐車スペースから湖の方へと進む部長の隣を歩きながら、私は弾んだ声を出す。

「すごい！　ずいぶん豪勢ですね！」

「いや、そうでもない。盛大な打ち上げ花火は申請が面倒で間に合わなかったんだ。今回は小玉中心で本数も少ないから、一本も見逃さないようにしないとな」

　全員で湖の岸辺に集まり、向こう岸から花火が上がるのを今か今かと待ちかまえる。

　やがてシュルシュルと風を切る音が聞こえたかと思うと、目を奪われるほど美しい大輪の花が夜空に咲いた。

「おおっ！」という感嘆の声と同時に、空気を震わす破裂音が「ドンッ！」と響いた。

「すごい！　小玉でこんなに大きいなんて！」

　私は部長と並んで空を見上げながら、驚きの声を上げる。

「打ち上げ場所からこれだけ近いと、小玉も大きく見えるもんだな」

　予想以上に豪華に見える打ち上げ花火に、部長はとてもうれしそうだ。そんな部長を見て私の気持ちもますます弾む。

「なんだかすごく得した気分です！　この迫力なら充分に皆さんにも満足してもらえますよ！」

　暗幕のような夜空に花火が打ち上げられては、湖上へ散り落ちていく。白く輝く菊花が優美な花びらを四方八方に伸ばし、真紅の牡ぼ丹たんが見事な真円を描いて咲き誇る。

　一瞬の華が開くたびに轟とどろく破裂音が、胸の芯までビリビリ響いた。

　チラチラと小さな光が空に舞い、最後の最後まで人の心を惹きつけて、そして吸い込まれるように消えていく。惜しむ心を、呆気ないほど置き去りにして。

　まるで……人の命みたいだ。

　美しくも儚い圧巻の空を見上げながら、私はそう思った。

「好きだ」

　次の花火が上がるのを待つ合間に、部長がそっとささやいた。

　思わず横顔を見上げたら、部長は瞬きもせずに夜空をじっと見上げたまま再びささやく。

「俺は成実のことが好きだよ」

「部長……」

　彼の言葉が湖の波のように静かに、私の心に打ち寄せる。苦しいほどの喜びで胸がいっぱいになって、息が詰まって目が潤んだ。

「でも自分の本音をさらけ出すのが怖かった。成実に対して秘密を持っていることも後ろめたかった。だから、自分から気持ちを伝えることができなかった」

　花火の名残りの白い煙が、薄雲のように空に漂い、ゆっくりと風に流されていく。

　靄もやが晴れていくようなその光景を見上げながら、部長は言葉を続けた。

「俺は臆病者で、卑怯者で、おまけにひどい愚か者だ。かつて母親がいた場所にしがみつくことが、自分の勝利だと思っていた。あの楽園にいることで、自分の存在意義が証明されると信じていたんだ。本当にバカだよな。なに勘違いしてたんだか」

　夜空を見上げていた部長は、私へと向き直った。

　向かい合う彼の瞳は、相変わらず宝石のように綺麗で、湖上に吹く風のように穏やかで優しい目をしている。

「存在意義も、証明も、勝利も、そんなの全部勘違いだった。俺は……」

　パッと頭上が明るく輝き、向かい合う彼と私を、一時の闇から救い出す。

「俺は成実が好きだ。成実と一緒に生きていきたい。成実が俺のすべてだ」

　――ドーン……！

　命が燃える音が鼓膜を震わし、この胸の奥までたしかに届いた。

　夜空に大輪の花が咲いた瞬間を、私も部長も見逃した。でも、私たちはちゃんと知っている。熱くて、強くて、泣きたくなるほど切なくて美しい……とても言葉では言い表せないくらい価値あるものが、たしかに生まれた瞬間を。

「私も……好きです」

　涙ぐみながら私は彼に向かって答えた。言いたくて言いたくてたまらなかった、私の心からの思いを。

「私も、あなたが私のすべてです」

　小さな花火が連続して咲く音が聞こえる。

　弾けるような破裂音と歓声で賑わう中、突然部長は私の手をギュッと握ったかと思うと、ぐいぐい引っ張って歩き出した。

「おい牧村」

　瑞穂と一緒に花火を見上げている牧村さんの所まで私を連れていき、真面目な顔をして彼に何事かを耳打ちする。

　牧村さんはちょっと驚いた顔をしたけれど、すぐに私と部長に向かって微笑んだ。

「わかりました。ただし一生、恩に着てもらいます」

「ああ、もちろん。ありがとう」

　部長はそう言い終えるが早いか、また私の手を引っ張ってどんどん歩き出す。

「ぶ、部長？　どこに行くんですか？」

「古民家だ。俺は今すぐお前とふたりきりになりたい」

「でもまだ、お祭りが終わってませんよ？」

　まだ花火も続くようだし、いまが最高潮の祭りを放棄するわけにはいかない。いつもの部長なら、こんなこと絶対にしないのに。

「大丈夫だ。後のことは牧村に全部任せたから」

「そ、そんな無責任な」

「いいんだよ。生真面目なのも、時と場合による」

　部長は脇目も振らずに古民家へ向かって一直線。手を離してくれないから、私も一緒についていくしかない。

　玄関を開けると、中にいた人たちは全員花火を見るために湖へ出たようで、人っ子ひとりいなかった。

　私は部長に引っ張られながら静かな廊下をまっすぐ進み、有無を言わさず部屋の中へ押し込まれる。部長も部屋の中へ入って扉のカギをカチャリと閉め、そして私は、思いきり部長に抱きしめられた。

　息が苦しくなるほど強く抱かれて、彼の匂いに包まれながら、私は彼の背中に両腕をそっと回す。

　ああ、私を守ってくれた、あの大きな背中だ。

　今は素直に信じられる。あのときのあなたは、なんの打算もなく純粋に私を守ってくれたんだ、と。

「成実、本当に好きだよ」

　薄暗い部屋でお互いを見つめ合う。部長は優しく微笑みながら私に甘い言葉をささやいてくれた。

　その言葉をうっとりと噛みしめながら、私も自分の気持ちを正直に返す。

「私も、あなたが本当に好き」

「……プッ」

「なんでそこで笑うんですか？」

「いや、お前、はっぴ姿が異様に似合ってるなぁと思って」

　肩を震わせてクツクツと笑う部長に、私はふくれっ面をしてみせた。

「人のこと言えないですよ。部長だって写真に残しておきたいくらい似合ってますよ。いっそスマホで一緒に記念撮影しましょうか？」

　実は向かい合う私たちは、キンキンギラギラ超ド派手なお祭りはっぴ姿だった。

　だって小林さんの息子さんが『どうせなら思いきり景気よく』って、これしか用意してくれなかったんだもん。

　私たちは改めてお互いの姿を見ながら笑い出してしまった。

「これじゃムードぶち壊しだな」

　はっぴを脱いでポーンと床に放り投げた部長は、意味深な流し目で私に言った。

「お前も脱げよ。成実」

　私の笑顔が固まって、胸がトクンと波打つ。

　とっさに視線を逸らして意味が通じないふりを装ったけれど、頬に血が集まっているのがこの暗さでもわかってしまうだろう。

　部長は私の肩に手をかけ、はっぴを脱がして床に放り投げる。彼の手は止まることなくブラウスの襟もとにも伸び、ボタンを外し始めた。

　私は、無意識に一歩下がる。

「おい、じらすなよ。もうおあずけはなしだ」

「じらしてなんか、いません。ただ……」

「恥ずかしいのか？」

　答える代わりに、動悸が激しくなる。

　うつむいて恥じらう私の胸もとから手を離し、彼は唐突に自分のＴシャツを脱いだ。普段はスーツの下に隠されている部分の彼の素肌が、止める間もなくさらけ出される。

　乱れた髪を掻き上げる腕のしっかりした筋肉。広い肩幅と肩甲骨の膨らみ。胸からウエストにかけてのライン。

　綺麗……。

　部屋の薄闇の中に温かな肌色が浮かび上がって、私は瞬きもできずにその色に見入ってしまう。

「俺も脱いだ。これで恥ずかしくないだろ？」

　ハッと我に返って、私は急いで視線を逸らした。

　再び彼の手が伸びてきて、戸惑う私の服を躊躇なく脱がし始める。

　ブラウスのボタンがひとつ。また、ひとつ。私を衣から解き放とうとする彼の指が下へ向かって降りていくたび、心臓は激しく鳴って呼吸が乱れる。

　でも、嫌じゃない。嫌じゃないから、抵抗できない……。

　肌の上を生地がするりとすべって、ついにブラウスが床に落とされてしまった。

　部長のノドがコクリと鳴って、私は恥ずかしくて彼の顔がどうしても見られない。空調はちゃんと機能しているのに、私の内部はこんなに熱くて燃えそうなほどだ。

　ああ、これから彼と踏み込んでしまう。もう二度と引き返せない、秘めやかな時間と世界に。

「嫌なら嫌だと言ってくれ。今がギリギリだ。これ以上進んだら、もう途中で止められない」

　部長が私の火照った頬を優しくなでながら、そうささやいた。

　それだけの行為で、私はクラリとめまいがしてしまう。

　これ以上進んだらどうなってしまうだろう。でも、たとえどうなったとしても私の望みは……。

　私は自分の背中に両手を回してホックを外し、自ら下着を床に落とした。剥き出しの胸に、室内の空気と彼の視線を感じる。

　私の無言の答えを聞いた部長は、横にあるテーブルに手を伸ばした。そこからリンゴをひとつ取り、そしてガリッとかじりつく。

「アダムはイヴのせいでリンゴを食べたことになっているけれど、それは間違いだと俺は思う」

　かじりかけの赤い実を握りしめ、彼は断言する。

「アダムはすべて承知の上で自分で望んだんだ。楽園の世界で永遠を過ごすよりも、イヴとふたりで生きることを」

　彼からリンゴを受け取り、私も思いきりかじりつく。

　甘んじて受けよう。私も選ぼう。あなたと共に生きられない楽園なんか、私にとってなんの意味もない。

　窓の外では花火が上がり、暗い空を彩り続けている。その下で私たちは抱きしめ合い、ベッドに倒れ込んだ。

　もう迷いも、ためらいもない。無心に唇を重ね、禁断の果実という名のお互いを貪るように味わう。

　私を大切に扱おうとしてくれている彼からのキスは、あの、初めてのキスと同じリンゴの味がした。とろけるような甘みと、えも言われぬ刺激が脳を突き抜ける。

　素肌と素肌が触れ合った部分から、陶酔するほどの幸福感が生まれる。

　彼によって体の芯から次々と掘り起こされる、もどかしい疼き。私は真っ白なシーツの上に組み敷かれながら身をよじり、甘くうめいて喜びに浸った。

　たまらず漏れ出す私の声が、彼の心と体を昂たかぶらせていくのを知っていながら止められない。

　彼の優しい目に猛たけった色が混じり始め、指先と舌が獲物を狙い撃つように私の悩ましい場所を攻め立てる。彼の指も、手の平も、唇も、肌に擦れる髪の毛すらも、あますところなく私のすべてを熱く翻弄する……。

　ついに私は、楽園と引き換えに愛しい人を受け入れた。

　聞こえるのは、自分の声。彼の荒い呼吸。ベッドの軋きしむ音と、花火が咲く音。

　仰け反る喉は甘く噛まれ、容赦を求める手は絡め取られて行き場を失う。激しく上下する胸には、何度も何度も唇が降る。鳴く声は荒々しく覆いかぶさる彼の唇によって、息ひとつ逃さないほど奪われてしまう。

　その動きが、声が、熱が、止めどなく彼の猛りを加速させていく。どんな言葉で許しを請うても、汗で湿った彼の背中を叩いても、聞き入れられない。激しい動きに揺らされる自分の足の爪で彼の皮膚を傷つけ、せめて意趣返しをした。

　やがて……感極まった彼の体が、糸が切れたように私の上に覆いかぶさった。大きく上下する背中が汗で濡れている様子が、暗さに慣れた目にはっきり見える。

「ごめん。優しくできなくて。余裕がなかった」

　切れ切れな息で詫びる彼の頬に、私は軽くキスをする。

　すぐさまお返しのキスが頬に、額に、まぶたに、優しく降ってきた。

　彼の唇のやわらかさを感じながら目を閉じると、ふたりの出会いが脳裏によみがえってくる。忘れてしまっていたはずの、夏の日の彼の顔が鮮明に思い出された。

　そうだ。強烈な日差しを背にして、彼は私の前に現れたんだ。

　あれからときを経て私たちはこうして巡り合い、言葉もなくお互いを見つめながら、秘めやかな熱の名残りの濃い部屋の中で荒い呼吸を整えている。

　彼の乱れた黒髪に指を絡ませ、汗の浮かんだ額をなでているうちに、いつの間にか花火の音は聞こえなくなっていた。

　祭りの刻は、もう終わり。でも隣に横たわる彼が私の手を優しく握ってくれる。

　その指の感触が、ぬくもりが、どこまでも愛しくてたまらない。穏やかで大切な、限りなく幸せな世界がここにあることを実感できる。

　もうなにも恐れる物のない私は、心地よい睡魔の訪れを感じた。

「おやすみ、成実。愛してる」

　私も……。

　答えは夢の中だった。

　それでも彼は、聞いたはず。そして今、私の寝顔を見ながらうれしそうに微笑んでいるに違いない。

　私は満ち足りながら、彼の隣で静かな眠りに落ちた。










たどりついた場所




　会長の四十九日法要を終えるのを待っていたかのように、季節は秋へと向かい始めた。

　突き刺さるようだった陽光にやわらかさが増して、アスファルトから反射していた熱が徐々に落ち着き、街を覆う空気から湿り気が薄れていく。

　こうして夜ともなれば、完全に空調管理されているはずのオフィス内にも、そこはかとなく秋の気配が忍び寄っているような気がした。

「遠山、もうデータは提出できるのか？」

「え？　あ、はい！」

　明日の予定を確認していた私は、慌てて自分のデスクの上のファイルを開いた。

「えぇと、全国の先行事例の住宅完売率と応募倍率と……」

「商業施設の入込数と売上数の比較表だ。それに各モデルの概要と、事業期間、社会情勢の推移の記載も忘れるな」

「は、はい」

　まるで早口言葉のような部長の指示を聞き漏らすまいと、必死にメモをとっている私を横目で眺める部長の声は、どこまでも事務的で冷静だ。

「早くしろ。こんな小手先の仕事程度でもたつくな」

　ウォールナットの流麗な木目調デスクに座って、パソコンのキーボードを打つ〝一之瀬直哉専務〟の口調は、実に素っ気ない。

　仕事の鬼を天井から照らすモダンな照明が、応接セットの本革の重厚感や、マホガニーの飾り戸棚の光沢もいっそう引き立てている。

　そう。実はあれから部長は昇進して、この専務室の主になった。

　彼が社長に叩きつけた退職願いは、結局受理されなかった。祭りの後、さすがに息子を放っておけなかった社長が、直一郎さんを連れて血相変えて村に飛んできたのだ。

　そして三人でよくよく話し合った末に、やっと部長の熱い思いを汲み取ってくれた社長の決断で、この村に腰を据えて永続的に事業を行っていくことになった。

　ひとまずはあの古民家の一部を、『一之瀬商事・三ツ杉村出張所』として利用している。祭りの際に村民の憩いの場として周知されたあの場所こそが、今後の業務のいい足がかりとなるにふさわしい場所だろう、とのことだった。

　開発プロジェクトも当初の規模のまま遂行されることになり、専務に昇進した彼が総責任者として事業を推し進めている。

　私は改めて本社の正式採用となり、専務付きの新米秘書として奮闘する日々を送っていた。

　あの日、兄弟の間に交わされた会話を、私は今でもこうして鮮明に思い出せる……。




「――直一郎、お前はなにが望みなんだ？　周囲を見返したいのか？　認められたいのか？　それとも俺を打ち負かしたいのか？」

　古民家のロビーのソファーに座って軽く身を乗り出し、ゆっくり訥とつ々とつと話す兄の目は、真摯に弟を見つめている。

　直一郎さんは、固く唇を結んだまま答えようとしない。

　でもお互い真正面から向き合う兄弟の間に漂う空気は、静かなものだった。料亭で、おそらく生まれて初めて本音をぶつけ合ったふたりの間に、これまでとは違った感情が芽生え始めているように感じられた。

「直一郎、はっきり言おう。お前がお前自身として生きていくことに、なんの勝ち負けも必要ないんだ」

　直一郎さんはハッと目を見開いて、食い入るように兄を見つめた。

　そんな弟の視線をしっかりと受け止める兄の口調には、責める気配も、押しつけがましさもない。ただ自分の思いを伝えようとする純粋さだけがあった。

「お前が俺を兄として認めないなら、それでもいい。ただ俺は――」

「兄さん」

　黙って話を聞いていた弟が、そこでようやく泣き笑いの表情で口を挟んだ。

「あなたのことは認めているよ。認めているからこそ苦しかったんだ」

「直一郎……」

「僕は専務職を兄さんに譲って、この出張所で働こうと思ってる」

　突然の申し出に呆気にとられる兄に、弟は赤い目を瞬かせながら告げた。

「あなたは底辺から這い上がった。だから僕も同じ場所から始めたいんだ。あなたが見つけた物を、僕も見つけてみたい。僕は兄さんの後を継いで、兄さんよりも大きな物を手に入れる」

　その言葉の陰に見え隠れする感情が、兄への〝憧れ〟であるということに、彼が気づいているのかどうかはわからない。でも、ソファーから立ち上がってロビーを後にする直一郎さんの後ろ姿は、巣立ったばかりの小鳥のようにまだ小さいけれど、たしかな決意に満ちていた――。

　そういうわけで、あの祭りの日からさまざまな事情が一変した。

　社長夫人は突然独り立ちしてしまった息子のことで頭がいっぱいで、あの強烈な継子いびりはすっかり鳴りを潜めてしまった。

　それに兄弟同士の態度が変化したことで、部長に対する意識が少し変わってきたらしい。部長のことを宿敵が遺した忘れ形見としてではなく、まずは部長個人として接してみようと試みている気配が感じられるようになった。

　三ツ杉村出張所・所長になった直一郎さんは、親もとから離れたことが幸いしたのか、生まれ変わったように精力的に活動している。

　弟からの報告の電話に相づちを打つ専務の表情は、心なしか和らいでいる気がする。

　この家族の完全な雪解けも間近かもしれないな……、なんてことを考えてほんわりしている私に、また専務の厳しい声が飛んできた。

「遠山、明日の予定は？　たしかミーティングの変更がなかったか？　場所は？　日時は？」

「えぇと……」

　矢継ぎ早に与えられる仕事や指示内容の変更に、頭が追いついてくれない。机の上のメモ用紙をひっくり返し始めた私に、またまた専務の叱責が飛ぶ。

「それくらい暗記して即答できるようにしておけ。おい、牧村。もっと遠山をしごいて早く使いものになるようにしろ」

「はい。申し訳ありません」

　修正済みのスケジュール表を専務に差し出しながら微笑む牧村さんは、秘書のノウハウを教えてくれる私の師匠だ。まだまだ頼りない私だけど、彼のおかげでなんとかやっていけている。

「よし、牧村、後は頼んだ。遠山、今日はもう帰るぞ」

　言うが早いか専務は机の上をテキパキ片づけて立ち上がり、「早くしろ。置いていくぞ」と言いながら、専務室のドアに向かって歩き出す。

　もう。言い出したら即、の人なんだから。

　私も大急ぎで机を片づけて専務の後を追いかける。『置いていく』なんて意地悪なことを言いながらも、ちゃんとドアの所で待ってくれている専務と一緒に、牧村さんに挨拶をして部屋を後にした。




　夕食と入浴を終えた私は、直哉とふたりで住んでいる高層マンションから、ゆったりと夜景を眺めていた。

　スクリーンのようなパノラマウインドウ越しに、闇と光が混こん沌とんとする街が見える。視界の果てまで居並ぶビルの窓明かりは、まるで無数の星々のよう。

　本物の夜空を凌りょう駕がする圧倒的な人工の彩りは、逆に三ツ杉村の純朴な星空を思い起こさせた。あの、楽園のように美しい夜空を。

「ねえ、直哉」

　窓際のソファーでシードルが入ったグラスを受け取りながら、私は隣に座るバスローブ姿の恋人に問いかけた。

「アダムとイヴは楽園を追われたっていうけど、それは違うよね？　追われたんじゃなくて、楽園を見つけたんだと思う」

　知恵も持たず、愛し合わず、唯々諾々と永遠に生き長らえる場所が楽園だなんて私には思えない。人は、そんなものを望みはしない。

　幸せになることを願って、毎日ちょっとずつがんばったり。いっぱい泣いたり、大笑いしたり、深く傷つけられたり、心から慰められたり、あふれる希望を持ったり。もう二度と立ち上がれないと絶望したり。それでもまた、立ち上がったり。

　あえて言うなら、その目まぐるしく逞しい生きざまこそを、楽園と呼ぶのかもしれない。

「楽園の形は、人それぞれなんだろうな。幸せの形がこの世界には無数にあるように」

　そう言う直哉は昼とはまったく違った甘い表情で、私の髪を指先で優しくなでている。

　私は彼の肩に頭をもたれかけて、私だけが見ることを許されるその特別な表情と、指先の感触に酔いしれた。

　楽園の形は、人それぞれ。どこかにあるし、どこにでもある。だから過去に流した涙も、囚われ続けた悔恨も、時が過ぎればいつか〝思い出〟となって、誰かの心に礎のように築き上げられていく。

　見渡す限りの窓明かりも、ひとつ減ったかと思えば、またひとつ新しく灯っていく。まるで地上の哀しみのように。喜びのように。

　それを黙って見つめる私の肩を、直哉がしっかりと抱き寄せてくれた。

　直哉が隣にいてくれれば、私はこんなにも満ち足りることができる。

「成実、お前が隣にいることこそが俺にとっての楽園なんだ。もう絶対に離さない。この世でたったひとりの、俺のイヴ」

　私の耳もとに唇を寄せ、限りなく甘い言葉をそっとささやく吐息が熱い。耳たぶを舌先で弄び、私の手からグラスを取り上げながら、彼は私をゆっくりとソファーに押し倒した。

　私の背中にはレザーのなめらかな感触が、そして目の前にはやわらかい照明に照らされる愛しい男の顔がある。

　直哉がシードルを口に含み、いたずらな表情で唇を寄せてきて、私は微笑みながら彼の顔を両手で挟んでそっと引き寄せた。

「初めて出会ったあのときに強引に奪われたキスだけど、今度は私が奪うからね？」

　そして重なる唇と唇。直哉から私へと注がれる、優しさと華やかさが入り混じったアルコールの味わいが、私の頭とふたりの境界を甘くとろけさせる。

「もっと奪えよ。与えるから」

　リンゴの香りのする舌と吐息が首筋を伝い、男らしい手が私のバスローブの胸もとをはだけて露わにする

「うん。私も与えるから、奪って」

　頼もしくて大きな背中に回した両手で、しなやかな筋肉を堪能する。

　触れ合う皮膚から生まれる甘い官能と、絡まる舌で味わう濃厚な陶酔感。

　ここは楽園。だって私が、そしてあなたがいる。それが私たちのすべてだから。

　生まれたままの姿で私たちは肌と肌を重ね合い、抱きしめ合い、お互いのぬくもりと愛をわかち合う。

　この世でふたりだけのアダムとイヴが交わす幸せなキスは、どこまでもリンゴの味と香りがした。
















特別書き下ろし番外編










湖上に揺れるアダムとイヴ




　総座席数が五百席はあろうかという広々とした社員食堂に、社外からも高評価を受ける豊富なメニューの濃厚な匂いが漂っている。

　ランチタイムを過ごす社員たちで賑わう中、すっかり秋色に染まった街路樹を眺められる窓際の席で、私はコーヒーカップを両手で持ちながら深いため息をついた。

「成実、最近食欲ないね。体調悪いの？」

　向かいの席で、好物の和風パスタをフォークに巻きつけながら心配そうに聞いてくる瑞穂に、首を横に振ってみせる。

「ううん、大丈夫。悪いのは体調面じゃなくて心理面だから」

　一之瀬商事株式会社の社員食堂は、リラックス効果があるという明るいウッド調で統一されている。でもいくら壁や床の木目を眺めたところで、私の心がリラックスする気配は微塵もない。

「最近の一之瀬専務って、女子社員の人気ナンバーワンだもんねぇ」

　瑞穂から同情的な声で慰められ、余計にその事実を思い知らされた気がして、ますます落ち込んでしまった。

　三ツ杉村のプロジェクトの一件後、直哉は昇進して専務になった。もともと仕事の鬼だったけど、さらに業務に全力投球して着々と実績を上げている。いつ会社から追放されてもおかしくなかった立場が一発逆転して、今では直哉が次期社長候補ナンバーワンだ。

　それに伴って、これまで彼をワケあり物件扱いしていた社員たちが、こぞって近寄り始めた。特に、無念に思いながらイケメンを遠巻きにしていた女性社員たちは、急激に直哉に熱い視線を向けるようになった。

「みんないい神経してるよねぇ。成実と専務の仲は知ってるはずなのに」

　コンソメスープのカップから唇を離した瑞穂が、露骨に不機嫌そうな声を出す。

　別に見せびらかしているわけじゃないけれど、私と直哉が恋人同士だということは既に社内に知れ渡っていた。私も直哉も仕事とプライベートは分ける主義だけれど、コソコソ隠し立てするのは嫌だったから、必要以上に秘密にするようなことはしなかったからだ。

　でもそんな私の存在が、逆に女性社員たちに希望を持たせる原因になっているらしい。『入社したての平凡な女でも専務の恋人の座を射止められたのなら、自分にだって望みはある』って具合に。

　本来なら、一之瀬商事専務取締役と一般女性社員との間に、そうそう接点なんて生まれるものじゃない。けれど生まれたときからお坊ちゃま育ちの弟と違って、直哉は田舎で育てられた庶民派御曹司だから、平社員に対する態度の垣根が低かった。

　過去の人間不信を反省して、積極的に社員と交流するために希望者との昼食会を開くなんていう努力を怠らない今、彼はシンデレラストーリーに憧れる女性たちの王子様的な存在となっている。

「夢を見たい気持ちはわかるけど、成実と専務の関係は特別なのに。そこらへんが見えてない女ってヤダよねぇ」

　そう言う瑞穂は、ここ最近は牧村さんといい雰囲気らしい。牧村さんも人気があってライバルが多いから、似たような立場の私の気持ちを理解してくれているんだろう。

「成実、あんまり気にしないほうがいいよ？　専務が成実に夢中なのは明白なんだから」

「ありがとう瑞穂」

　私は瑞穂に微笑んだ。もちろん私だって直哉の気持ちを疑っているわけじゃない。でも信じる信じないは別にして、自分の恋人に好意を向ける女性が大勢いるという状況は、やっぱり気持ちのいいものじゃない。

　それにもうひとつ、私には大きな問題が差し迫っていて、それが心に重く圧のしかかっていた。

　……はぁ、本当にどうしようかな。もう明日なのに。

「あ、そういえば明日だよね？　成実の誕生日」

「う、うん」

　ちょうどその件で悩んでいた私は、タイミングのよさにギクリと身を固くした。

「専務、どんなお祝いをしてくれるの？　どこかに食事に行くの？　いい具合に明日から連休だから旅行とか？」

「それは、えっと、そのぉ……」

「あ、もしかして海外に行くの？　すごいじゃん！　遠慮しないでもっとうれしそうにしなさいよ！」

　私が口ごもっている理由を、瑞穂は〝慎ましさ〟と勘違いしているらしい。でも違うの。そうじゃないんだよ、瑞穂。

「いや、私、まだなにも言ってないから」

「いいなあ！　どこのリゾート地？　やっぱりセレブな恋人がいるってうらやましい！」

　完全な思い違いで興奮している瑞穂に、これ以上内緒にしているわけにもいかず、私はしぶしぶ白状することにした。

「瑞穂。実は私、まだ言ってないの」

「へ？　言ってないって、なにを？」

「だから、明日が私の誕生日だってことを、まだ直哉に言ってないのよ」

　瑞穂は大きく目を見開いて、そのまま黙り込んでしまった。その視線が気まずくて、私は肩をすぼめて目を逸らす。

「なんでぇ!?　なんで言ってないのぉ!?」

　瑞穂はしばらくキョトンとしていたけれど、すぐに我に返って身を乗り出して追及してきた。

「……やっぱり、黙ってるのってマズイと思う？」

「マズイと思う！　当然！」

　うん、そうだよね。自分でもそう思うよ。だから悩んでるわけだしね。

「でも私、直哉にどう伝えればいいのかわからないの」

「どうって、普通に誕生日ですって言えばいいじゃない。きっと専務は喜んで祝ってくれるよ？」

「だから言いにくいの。伝えた後の直哉の行動が予想できるから」

　ハイタワーマンションの直哉の部屋で一緒に暮らすようになってから、私はずっと彼に甘やかされっぱなしだった。

　生活費はすべて直哉が負担しているし、豪華なデートの費用も全部直哉が出してくれて、絶対に私には一銭も出させようとしない。そればかりか仕事用のスーツや私服、バッグや靴やアクセサリーといった身の回りの品まで、次から次へと高級品をプレゼントしてくれる始末だ。

　しかも、彼が連れていってくれるお店というのが、セレブ御用達の隠れ家っぽい店ばかりで、勧められる品物に値札がついていない。なのに直哉はそんなこと気にもしないでポンポン気前よく購入する。

　プレゼントされた品々の値段をこっそり調べてみたら、その金額に目を剥いてしまった。それ以来、お店に連れていかれるのが怖くてたまらない。

　きっかけは些細なことだった。失職していた頃のそうめんとゆで卵の日々を、笑い話のつもりで直哉に教えたら、それが彼にとっては笑い話で済まなかったらしい。

「二度とお前にそんな苦労はさせないって言い出して、その日から怒ど涛とうの甘やかし生活がスタートしたの」

「専務にしてみればそうめんとゆで卵だけの日々なんて、収容所生活にしか思えなかったんじゃない？　『俺が守ってやらなきゃ』って庇ひ護ご欲よくに火が点いたんだね」

「ありがたいとは思ってる。本当に心から思ってるんだけど」

　正直なところ肩身が狭い。だってこれじゃまるで愛人みたいで気が引ける。私だって社会人なんだし、ちゃんと働いていて収入もあるんだから、多少なりとも生活費を負担したい。

　だけどいくら言っても彼は決してお金を受け取ろうとせず、その頑固さにほとほと困り果てていた。祖父母に育てられたせいか、どうやら『男子たるもの』的な古風な意識が強いみたいだ。さすが有名時代劇タイトル全制覇を自負する男は違う。

「男らしいっちゃ男らしいじゃない？　それが専務の魅力でしょ？」

「数多い魅力のうちの、ひとつではある」

「そーですねー。ハイハイ」

　白けた目つきでズズーッとスープをすする瑞穂に、私は慌てて弁解する。

「違うって。ノロケてるわけじゃなくて本気で困ってるんだってば」

　これで誕生日となれば、また直哉は湯水のようにお金を使いそうな気がする。かなりの高確率で超贅沢なお祝いになりそうだ。ほぼ確実に。いや絶対。

「総額いくらになるかと思うと、とても言い出せない。ただでさえ金銭面で負担をかけているのに申し訳なさすぎるよ」

「成実が家事を負担するってことで相殺したら？」

「それが最近、直哉が通いのハウスキーパーさんを雇ってくれたの。成実も働いてるんだから、できるだけ家事を負担させたくないって言い出して」

　眉を八の字に下げた瑞穂が、両手で顔を覆って大げさに泣き真似をし始めた。

「……成実がうらやましすぎて涙出てきた」

「だからノロケじゃなくて、本当に困ってるんだってば」

　黙ったまま誕生日が過ぎてしまって、後からバレたときが怖い。間違いなくひと悶着起きると思う。御曹子と庶民女子の交際って、やっぱりこういう問題が発生するんだなぁ。一緒に暮らして初めてわかるギャップがじわじわ効いてくる。

　そう思って深いため息をついたとき、食堂奥の扉が開いて、そこから賑やかな笑い声が聞こえてきた。

　ここの社員食堂には、限られた役員が利用できるＶＩＰ専用の特別室がある。その特別室から、今日のランチ交流会を終えた直哉と社員たちがぞろぞろと姿を現した。

「とっても楽しいランチでした！　専務とご一緒できて本当にうれしいです！」

「特別室ってやっぱりゴージャスですね。一度中に入ってみたかったんです。専務のおかげで夢が叶っちゃいました」

　交流会の参加者には男性社員もいるけれど、直哉を取り囲んでハシャいでいる女性社員たちに完全にパワー負けして、まったく直哉に話しかけられない。

　影の薄い男性陣と違って、彼女たちはこのチャンスを逃すまじと気合い満々だ。

「なんだ？　みんな特別室が目当てで交流会に申し込んだのか？」

　女性社員たちの熱い視線を集中して受けながら、直哉は呑気に笑っている。憧れの王子様の爽やかな笑顔を見た乙女たちは、一斉に黄色い声とテンションを上げた。

「そんなことないですよー！　みんな専務とランチがしたくて申し込んでるんです！　すっごい倍率なんですよ!?」

「私も楽しみで楽しみで、夕べは眠れなかったくらいです！」

「ありがとう。そう言ってもらえると私としてもうれしい。こんな未熟な若輩者を、キミたちのような誠実な社員が支えてくれているんだと実感するよ」

　リップサービスでもなんでもなく、心からそう思っていることが直哉の表情から滲み出ていて、乙女たちの頬がますますピンク色に染まる。

「これからもできる限り、こうした交流の機会を設けるつもりだ。もしよかったらまた参加してくれ」

「もちろんです！　専務、がんばってください！　私たちは専務を応援してます！」

「ありがとう。期待に応えられるよう精進するよ。あ、キミ、今日は手作りのお弁当をありがとう。とてもおいしかったよ」

　……はい？　手作りのお弁当ですって？

　盗み聞きをするつもりはなかったけれど、気になる単語が耳に飛び込んできて、私の心がピクリと反応した。胸を押されるような小さな怒りと痛みを感じたけれど、自分の嫉妬心を強引にねじ伏せる。

　こんなことくらいで拗ねるような、子どもじみた考えは捨てなきゃ。社員からの人気と信頼を獲得することは、直哉にとって重要なことだもの。

「それでは私はここで失礼するよ。午後の業務もお互いがんばろう」

　清々しい声で挨拶をして、直哉は颯爽と踵を返した。足早な歩き方でも忙せわしなさをまったく感じさせないのは、彼の心の余裕と自信ゆえだろう。

　若き専務の頼もしい後ろ姿を見送る乙女たちの顔はすっかり赤らんで、アルコールでも摂取したのかと思うほど。手作りのお弁当を差し入れしたらしき女性社員なんて、頬を両手で押さえて涙ぐんでしまっている。

　直哉が食堂から出ていって、ようやく夢みる乙女たちの止まっていた時間が動き出した。彼女たちは食堂中の女性社員から向けられる羨望の眼差しを、実に誇らしげに見返している。

　でも私と視線がバチッと合った途端に、その得意そうな顔からスーッと表情が消え去った。赤く染まっていた頬から嘘のように色が抜け、妙に冷たい目つきになって、無言で散り散りに解散していく。

　別に、私がなにか悪いことをしているわけじゃないんだけれど、どうにもこの冷えた空気は気まずい。私は目立たないように背中を丸めて静かにコーヒーを飲んだ。

　でも私の真横を通り過ぎながら、ドスの効いた声で「……なに見てんのよ？」と捨てゼリフを吐く人もいたりして、露骨なデモンストレーションに身が縮む。

　まるでドラマのワンシーン。とりあえず、こんな場面は笑ってやり過ごすのが一番だ。

「次回の交流会からは手作りお弁当ラッシュになるだろうね。直哉、どうするんだろう。まさか全部食べるつもりかな？」

　おどけ顔で笑う私に、女性社員の後ろ姿を睨みつけていた瑞穂が、心配そうな表情で話しかけてくる。

「ねぇ成実、誕生日のこと専務にちゃんと言いなよ。大事なことは相手に言わなきゃダメだよ？」

「う……ん」

「それと、我慢を溜め込むのもダメだよ？　私の言ってることわかるよね？」

　瑞穂は私の目の奥を覗き込むようにして懇々と諭してくる。

　うーん、私、やっぱり無理してるように見えてるかな？　実際、女性社員たちが私に関する刺々しい噂話をしているのには、少しへこんでいるけど。

　でもそれは直哉が女性に人気があることの裏返しだし、それほど素敵な人だってことを知ってて好きになった私のほうが、彼に合わせるべきだと思う。そういう理性的な対応ができる女性にならなきゃ、セレブな直哉にはふさわしくないよね？

「瑞穂、話を聞いてくれてありがとう。専務の昼食が終わったから私も仕事に戻る。また一緒にランチしようね」

　心配そうな表情の瑞穂に背を向けて、トレー返却場所に向かった私は、周囲の喧騒に紛れて自分の名前が聞こえた気がして、ふと立ち止まった。

「遠山さんて、専務に散財させて贅沢三昧な生活を満喫してるんでしょ？」

「いつも高級品を自慢そうに見せびらかしてるもんねぇ。でもそういう内面の成熟していない人が、いくらブランド品を身につけてもぜんぜん似合ってないのよ」

「男に貢がせて贅沢な暮らしを楽しむなんて、見ててこっちが恥ずかしいよね」

　少し離れた場所の席で、数人の女性社員たちが額を突き合わせながらコソコソ話し込んでいる。

　はぁ、またこの手の噂話か。このまま知らない顔して立ち去ればいいのだろうけれど、聞きたくない言葉ほど気になって耳をそばだててしまうのが、人のサガだ。

「だって遠山さんてさ、亡くなった会長の愛人だったんでしょ？」

「本当!?　知らなかった！」

「じゃあ、金づるだった会長が死んだ直後に専務に色目を使って、モノにしたってこと？　すっごお～い」

　クスクスと聞こえる忍び笑いに、嘆息する。これ、もしかしたらわざと私に聞こえるように言っているのかなぁ？　でも反論したら余計に根も葉もない噂話を広められそうだし、そうなったら直哉にも迷惑をかけてしまう。

　だから私はため息をひとつついて、その場から黙って離れるしかなかった。




　給湯室で午後一番に直哉に届けるためのアップルティーを淹れているうちに、さっきまでの重い気分がどんどん回復していく。

　直哉お気に入りのティーカップは、職人の手で描かれた緻密な植物模様の柄がとても繊細で美しい。まろやかな白地の中に滔とう々とうと注がれる鮮やかな紅色と、リンゴの爽やかで甘い芳香が鼻腔をくすぐり、目も鼻も心も癒やされていく。

　直哉は私が淹れたアップルティーを飲むために、交流会のときはコーヒーもお茶も口にしないで戻ってくるんだ。彼は今日も、『遠山が淹れるアップルティーはいつも最高だ』と言って、極上の笑顔を見せてくれるはず。

　それは私だけに見せてくれる、特別な笑顔なんだ。あぁ、早くあの笑顔が見たい。

　彼のために淹れた紅茶をトレーに乗せて、いそいそと専務室へ向かった私の足どりが、専務室の前で立ち話をしているふたつの人影を見てピタリと止まった。

　直哉が、私の見知らぬ若い女性と向かい合って楽しそうに談笑している。その人は白茶色の地に鮮やかな菊花の色留袖を身にまとい、艶々した黒髪を白と金の真珠の髪飾りで品よくまとめた、とても綺麗な女性だった。

「あぁ、遠山」

　立ち止まっている私に気づいた直哉が手招きをする。

「紹介しよう。こちらは『タカザキグループ』社長令嬢の高たか崎ざき涼りょう子こさんだ。涼子さん、彼女は私の秘書の遠山です」

　タカザキグループ。子どもでも知っている世界規模の自動車メーカーだ。

　一之瀬商事の専務秘書をしていると、ものすごいブランドの関係者と普通に接見する機会が多くて、庶民な私はいつも気後れしてしまう。緊張しながらふたりに近づいた私は、丁寧に頭を下げて挨拶をした。

「初めまして。遠山成実です。一之瀬専務の秘書を務めております」

「初めまして。高崎涼子です。突然伺って申し訳ありません」

　美しい所作でお辞儀をする高崎さんを見ながら、直哉はなんだか妙に上機嫌だ。

「遠山、高崎さんは華道の展覧会の帰りにわざわざ立ち寄ってくださったんだ。以前、彼女の作品を拝見させてもらったが、実に素晴らしかった」

「そんな。無駄に長くご指導を受けているだけで、まだまだ至らぬことばかりです」

　ほんのり染まった頬に手を当てる高崎さんの恥じらんだ仕草が、とても上品で艶めかしい。すっきりした襟足から細い首筋にかけての色白なラインが、女の私でも見惚れてしまうほど綺麗だ。

　直哉付きの秘書見習いになってから、何人かのご令嬢を見かける機会があったけれど、こんな楚々とした美女は珍しい。今どきの世慣れた感じがまったく見受けられない、これこそ本物のご令嬢だ。

　眉目秀麗な直哉と、清楚で美しい佇まいの高崎さんが並ぶ姿は、まるでカタログ写真のように完璧で別世界を眺めているよう。ふたりが楽しそうに談笑している姿を前にして、私の心は取り残されたような心細さと、ジリジリする痛みを感じていた。

「そうだ。涼子さん、これからご一緒に、外にお茶を飲みに行きませんか？」

　ふたりの笑顔を交互に眺めていた私は、直哉のその言葉にピクリと反応した。

　直哉のために、心を込めて淹れたアップルティーを乗せたトレーを掴む指先に、知らず力がこもってしまう。顔は平静さを装いながらも、胸の奥がざわざわと不穏に波打っていた。

　……いや、こんなことで動揺なんかしちゃダメだ。専務が重要な取引先の関係者とお茶の席をご一緒することくらい、当然のお付き合いなんだから。

　そうして嫉妬心を抑え込もうとしている私の心情など知る由もない直哉は、私の目の前で熱心に高崎さんを誘っている。

「ちょうど昼食後のお茶が飲みたかったんです。ご一緒してくださいませんか？」

「でも突然お伺いしたのに、そんなお時間までとらせてしまっては申し訳ありません」

「お願いしていたあなたのお写真を、わざわざこうして持ってきていただいたんです。せめてそれくらいのお礼はさせてください」

　……写真!?　写真ってなに!?

　頭を殴られたような衝撃を感じて心臓がドクンと騒ぎ、指の先がスッと冷えていく。

　直哉、高崎さんの写真を欲しがっていたの？　なんで？　そんな物もらってどうするつもり？

「ぜひ、あなたとご一緒したいんです。どうかお願いします涼子さん」

「それではせっかくですので、ご親切に甘えさせていただきます」

「よかった！　ではさっそく行きましょう！」

　パッと顔を輝かせた直哉は、懸命に普通に振る舞う私に、こんなことを口にした。

「私はこれから涼子さんと外出してくる。これは非常に大事な用件で誰にも邪魔されたくないから、私が戻るまで一切の取り次ぎはしないでくれ」

「……はい。わかりました」

　私は頭を下げてそう答えた。平然と指示を下す専務に対して、秘書の遠山成実はそう答えるしかない。

「ではよろしく頼む。さあ、涼子さん」

「はい」

　半歩だけ高崎さんの前を歩く直哉の後に、裾を乱さぬ美しい歩き方で高崎さんが静々とついていく。きっと子どもの頃から着物を着慣れているんだろう。

　直哉にプレゼントしてもらったばかりの、慣れない高価なスーツに着られている私は、ふたりが揃って遠ざかっていく姿を黙って眺めていた。

　高崎さんの写真が入っているらしい封筒を見ながら歩いていく直哉は、とてもうれしそうに微笑んでいる。その笑顔は、私にしか見せない特別なあの笑顔だった。

　どういうこと？　そんなに彼女の写真をもらったことがうれしいの？　私だけの笑顔だと思っていたのに、あなたは他の人にもそんな顔ができるの？　私はあなたの、この世でたったひとりのイヴじゃなかったの？

　ふたりの姿が完全に見えなくなって、ひと気のない廊下に静寂が訪れる。ひとりになった私は、グッと強く唇を噛みしめて小走りで給湯室に戻った。

　腹立ちまぎれにシンクの中にバシャリと紅茶を捨てると、リンゴの爽やかな香りが給湯室中に立ち昇る。清々しく甘酸っぱい、まるで初恋のような純粋な香りを嗅いだ私の心が、ギュウゥッと絞られるように痛んだ。

「直哉の、バカやろーっ」

　胸の痛みを少しでも楽にしたくて、せめて声に出して直哉を罵倒してやったら、余計に苦しくなって涙が出てきてしまった。

　ステンレスの銀色の上に、紅い液体が乱雑に散っている。私の頬を伝った透明な雫しずくがひと粒、ポツリとその中に混じり込んだ。




「……で、嫉妬に耐えかねて、私の部屋に突然転がり込んできたってわけね？」

「すみません。しばらくご厄介になります」

「ま、いいけど。我慢するなって言ったのは私だし」

　ペコリと頭を下げる私に、ベッドの上でお顔の手入れをしているパジャマ姿の瑞穂が、明るく笑って言ってくれた。

　結局あれから、直哉は会社に戻ってこなかった。なんでも急な打ち合わせが入ったとかで、外出先で牧村さんと合流して、それからずっと外回りをしていたようだ。

　事前に言いつけられていた仕事を終えた私は、定時に退社してマンションに直行。そして数日分の着替えや化粧品やらをバッグに詰め込んで、瑞穂のひとり暮らしのアパートにこうして転がり込んだわけだ。

　あの部屋に帰ってくる直哉を、何事もなかったように笑顔で迎える自信がない。いろいろ鬱積した感情が、高崎さんをきっかけにプツンときたようだ。私の心だって、それなりに繊細なんだから。

「専務には伝言もなにもしてないんでしょ？　もうこんな時間だけど、成実から連絡くらいしてあげたら？」

　ベッド横のカーペットの上に瑞穂が敷いてくれたお布団の中に、パジャマ姿で寝そべっていた私は、枕もとのスマホを横目でチラリと眺めた。もう夜中の十二時をすぎたというのに、うんともすんとも鳴らないスマホが恨めしい。

「心配なら向こうから連絡してくるはずだもん。なんの音沙汰もないってことは、直哉が私のことなんて気にしてないって証拠でしょ」

「なに言ってんの。専務に限ってそんなことあるわけないじゃん。どうせ私の所にいるってわかってるからでしょ？」

　強がる私の心を見透かしたように、瑞穂は欲しい言葉を与えてくれる。その優しさに気が緩んだ私は、腹這いになって頬ほお杖づえをつきながら自分の本音を吐き出した。

「私ね、直哉と高崎さんを見て、お似合いだなって思っちゃったんだ」

　瑞穂はなにも言わずに、美容液を熱心に顔に塗り込んでいる。それは『好きなように話せ』ということだと理解した私は、言葉を続けた。

「バカみたいでしょ？　直哉は私の恋人なのにね。私はイヴで、直哉はアダムのはずなのに」

　この世の男と女が直哉と私だけならば、私たちが結ばれるのは必然だろう。でも現実に世界には、私たち以外に男も女もごまんと存在しているんだ。

　この世界は神話でもおとぎ話でもないから、『めでたし、めでたし』では終わらない。お互いをアダムとイヴと呼び合ったところで、それはなんの保証にもならないことを、大人の私はよく知っている。

「私よりもずっと直哉にふさわしい、素晴らしい女性が直哉の周りにたくさんいるってことが、怖いんだ。だから引け目を感じるし、きっと無理もしちゃうんだよね」

　少しでも直哉と対等でいたいと思うから、生活費の負担にこだわる。どうにかして自分をセレブに見せたくて、慣れないブランド品を身にまとう。自信があるふりをしたいから、理解のある女を装って嫉妬心を抑え込む。

　それらはすべて、直哉を失ってしまうことを恐れているから。その可能性が皆無ではないと自分で知っているからだ。

「成実はさ、専務の愛を信じていないの？」

「そうじゃないよ。でもベタなセリフだけど、愛しているから不安なの」

「あ、それすごくわかる」

　速攻で力強く肯定されて、思わず苦笑してしまった。私も、瑞穂も、恋をしたことのある女なら、誰もが経験するこの気持ちに翻弄されているんだ。

　人の心に愛する喜びや、幸せや、温かさが生まれたなら、それと同時に不安や、嫉妬や、苦しみだって一卵性双生児のように生まれてくる。

　誰かを愛する決意をしたら、背中合わせのような負の感情を抱えて、耐え続ける覚悟をしなければならない。

「恋愛って、そういうとこが面倒くさいよね。でもどんなに面倒くさくても、成実は専務のことを愛しているし、信じているし、失いたくないんでしょ？」

「うん。すごく愛しているし、やっぱり信じてるし、絶対に失いたくない」

「ちゃんと答えは出てるじゃん。なにウジウジしてんの？」

　うん、わかってる。わかっていながら堂々巡りの不安は消えない。トンネルの出口からようやく出たと思ったら、それが次のトンネルの入り口でしたって感じだ。

　そんなことをボンヤリ考えていたら、瑞穂があくびをしながら照明のリモコンに手を伸ばした。

「成実、もう電気消すよ。おやすみ」

「うん。おやすみ」

　答えの出ない会話は、唐突に終了した。部屋の灯りが消えて、防犯のための遮光カーテンが外界からの明かりも遮り、深い暗闇が眠気を誘う。

　直哉のいない瑞穂の部屋は、言いたいことを気兼ねなしに、いくらでも言える居心地のいい場所だ。なのにこんなにも私の心は、直哉のことばかりを一途に考えて、切なく焦がれて求めている。

　……あぁ、恋愛って本当に、複雑で面倒だ。

　目を開けても閉じても変わらない真っ暗なカンバスみたいな視界の向こうに、愛する人の姿を思い描きながら、私はゆっくりと眠りに引き込まれていった。




　翌日は連休初日だったから、私も瑞穂もうんと寝坊をした。

　朝食だか昼食だかよくわからない食事を済ませて、のんびり洗濯をしていたら玄関チャイムが鳴った。

「あ、成実ごめん、出てくれる？　頼んでた集荷が来たみたい」

「わかった。はーい、いま開けます」

　台所で食器を洗っている瑞穂に頼まれて玄関を開けた私は、すぐ目の前に立っている人物を見て息をのみ、固まってしまった。

「……直、哉？」

「やあ、成実」

　ゴージラインの高いモダンカジュアルな上着とチノパン姿の直哉がヒョイと片手を上げた。

　……なんで？　なんでここに直哉が微笑みながら立っているの？

　あまりに唐突な状況と、あまりに普通な彼の態度に、どうすればいいのかわからない。とりあえず私は、開けたドアを反射的にパタンと閉じて、自分を困惑させる現状からの強制ログアウトを試みた。

　すると瑞穂が、濡れた手をタオルで拭きながらこっちにやってきて文句を言う。

「ちょっと成実、なにドア閉めてるの？　集荷頼んだって言ったじゃん」

「いや、来たのは集荷じゃなくて、直哉なんだけど……」

「うん、だから集荷よ。成実を引き取ってもらいにきたの」

　は!?と口を開いた私の目の前で、瑞穂はドアを開けようとしている。

「ちょっと、なに勝手に開けようとしてんの!?　しかも私を引き取るって!?」

「勝手もなにも、家主は私だもん。ドアを開けるのも、成実を泊めるのも追い出すのも決定権は私にあるから。あ、専務どうも」

「やあ、飯田くん。いい天気だな」

　唖然としている私の目の前で、ふたりはにこやかに挨拶を交わしている。……なに、このとっても普通な会話は。

「それでは、成実はたしかに受領した。これはお礼のチケットだ。牧村と一緒に楽しんできてくれ」

「このお芝居、どうしてもチケットが取れなかったんです。ありがとうございます」

　それを聞いた私は目を剥いた。芝居のチケットぉ？　瑞穂ったらチケットに目がくらんで私を売ったの!?

「瑞穂、ひどい！」

　チケットに伸ばした私の手をサッとかわして、瑞穂は鼻歌まじりに部屋の入口に置いてある私のバッグを手に取り、私に押しつける。

「じゃあね、成実。お互い素敵な連休を過ごしましょ」

　瑞穂は私の背中をグイグイ押して外へと追い出してしまった。

　鼻先でバタンとドアを閉められて、思わず顔をしかめた私に直哉が話しかけてくる。

「いい友人だな」

「……それ、嫌味？」

「昨夜、飯田くんから電話があったんだ。久しぶりに女子トークがしたいから、ひと晩だけ成実を貸してくれってな」

　私を貸してくれ？　瑞穂、直哉にそんなこと言ったの？　私がいきなり部屋まで押しかけて泊まらせてもらったのに。

「今朝、彼女からまた電話があったよ。『うだうだウジウジしている、しょうもない女を早く引き取りに来てくれ。鬱陶しいから』って」

　瑞穂ったら、いつの間にそんなことを？　知らないふりして、気を回してくれていたなんて……。

　私は胸が熱くなって、なにも言えなくなってしまった。

　瑞穂は、いつもこうだ。私が疲れて立ち止まると、すぐに隣にやってきて、ちょっとの間だけ付き合って、それから私のお尻を『とっとと歩け』と蹴っ飛ばすんだ。

　唇をキュッと閉じて胸の熱さを噛みしめている私の手からバッグを取って、直哉は歩き出した。

「行くぞ。これからお前の誕生祝いだ」

「え!?　今日が私の誕生日だって知ってるの!?」

　手を引っ張られて歩きながら驚く私に、直哉は声を上げて笑ってみせる。

「言っとくが、飯田くんに教えてもらったわけじゃないからな？　お前の誕生日くらい、とっくの昔にリサーチ済みだ」

「そ、そうだったの？」

「当然だ。俺をナメるなよ？」

　軽くウィンクする直哉に、なんだかフッと気が抜けてしまった。

　なぁんだ、とっくにバレていたのか。なのに私ったらずっとひとりでアタフタ悩んで、バカみたい。ふたりの間の問題を、ひとりで悩んでいたって、仕方ないのかもしれない。それで結局のところ答えなんて出ないのなら、悩むだけ時間の無駄だ。

「で？　高崎涼子嬢とのティータイムは楽しかったですかぁ？」

　思い切って明るく口に出してみたら、少し気が楽になった。うまく笑って言えたけど、それでもやっぱり胸の奥が波打ってチリチリするのは内緒だ。

「ああ、とても有意義だった。彼女から写真をもらったおかげで、うまくイメージが固まったからな」

「え？　イメージってなんのこと？」

「パーティーで彼女を紹介されたとき、スロベニアにホームステイしていたと聞いて、相談に乗ってもらっていたんだ」

　私は眉間に皺を寄せて直哉を見上げた。

　さっきから、なんの話をしているんだろう？　どうも私が思っていることと、直哉の考えていることがズレている気がする。

「これだよ」

　直哉は、一枚の写真をジャケットの胸ポケットから取り出した。ひょいと覗き込んだ私の目が、驚きで丸くなる。

「直哉、これって……」

「準備はもう整っている。さあ、一緒に三ツ杉村へ直行だ」

　上機嫌の直哉は、私の肩をポンと叩いて抱き寄せる。

　彼の言葉通り、それから二時間後には直哉が予約していた便に乗って、私たちは三ツ杉村へと向かっていた。




　秋になってから初めて訪れた三ツ杉村の雄大な山々が、赤や、黄や、緑のパーツで仕上げられたモザイクアートのように、紅葉による造化の妙を見せている。

　日中でも都会よりだいぶ涼しい気候が、遅い夕方のこの時間帯になって一段と冷え、胸がすくような冷気をまとった風が、スゥッと静かに通り抜けていった。

「成実、寒くないか？」

「上着を着てるから平気。ここはいつ来ても素敵だね」

　直哉と並んで砂利道を歩きながら見上げる空は、赤い夕陽にすっかり染まり、影絵のような数羽のカラスが憂いを含んだ声で鳴きながら渡っていく。

　田舎の秋の夕暮れ時は本当に短くて、こうして少し歩く間にも、すべてを染める夕焼け色が夜色へと移っていった。通り過ぎる田んぼの脇に立つ電信柱や、バスの停留場が、眠るように藍染の空気に包まれていく。

「さあ成実、見てくれ。これがお前への誕生日プレゼントだ」

　夜の闇の中、黒色の木々のシルエットに囲まれた湖がついに見えてきて、その圧巻の光景に私は絶句し、呆然と立ち尽くした。

　たまらず深く吐き出す息が、声にならない感嘆となる。

　湖一面、炎の灯った無数のキャンドルが、ユラユラと湖水の上を漂っていた。

　どれほど膨大な数のキャンドルが浮いているものか、予想もつかない。黒い水鏡のように澄んだ湖に、見渡す限りの小さな炎の明るさが映り込み、よりいっそう輝きを増す様は、切り取られた満天の星空がそのまま湖に舞い降りたようだ。

「綺麗。綺麗。本当に綺麗……」

　本当に美しい物を見たとき、人は言葉を失ってしまう。感動のあまり声も掠れる私に、直哉が心の底から満足そうな声で答えた。

「スロベニア共和国にあるブレッド湖で、こういった祭りがあるんだよ。卵の殻で作ったキャンドルを湖一面に浮かべるんだ。以前に小さな資料で見たことがあって、その美しさに心を奪われた。まるで楽園のようだと思ったよ」

「楽園。本当だね……」

「涼子さんが、実際に何度か現地でその祭りに参加したらしい。恋人に特別な時間を捧げたいからぜひ詳しく教えてくれと頼んだら、快く協力してくれたんだ。あ、ちなみに消防署やらの役所関係には、ちゃんと許可をもらったから問題はない」

　夢みるようにウットリしている横で、そんな現実的な話を真面目な顔で言われてしまい、いかにもな直哉らしさに笑ってしまう。

　直哉もつられて笑い出しながら、私の手を取った。

「一緒にボートに乗ろう」

「え!?　いいの!?」

「もちろん」

　子どものようにハシャぐ私をエスコートして、直哉は桟橋に連れていってくれた。手て漕こぎぎボートで、無数の炎がチラチラ揺れる湖へと漕ぎ出せば、まるでファンタジー映画の世界に迷い込んだようだ。黄色と朱色の混じり合った光の大群が、黒い湖水の上を煙るようにぼうっと照らしている。

　キャンドルが赤い小さなリンゴの形をしているのがまた、心憎い。この演出は高崎さんからのアドバイスなのかもしれないと思った。

「成実、すまなかった」

　オールの軋む音と一緒に、直哉の謝罪が聞こえてくる。

　こんな素晴らしいプレゼントを用意されて謝られる理由がわからず、私はキョトンとしてしまった。

「お前が涼子さんのことで傷ついたのは、目を見ればわかった。でも……」

「このサプライズを知られたくなかったんでしょう？　だからもう、いいよ」

「それだけじゃない。心ない噂話にお前が苦しめられていることも、俺との日常生活に悩んでいたことも、俺は知っていたんだ」

　オールを漕ぐ手を止めた直哉が、じっと私を見つめている。ビロードの闇を背にした彼の沈痛な面持ちを、優しい炎の光が慰めるように照らしていた。

「俺がバカみたいに散財するのを、苦々しく思っていたろう？」

「苦々しいっていうか……申し訳ないな、とは思っていた」

「俺の恋人になったばかりに、お前は傷つけられている。だからいつお前に愛想を尽かされるか不安で、自分を誇示しまくっていたんだ。クジャクの求愛行動だよ。『どうだ、俺はすごいだろう？　だから俺から離れるな』ってな。……情けない話だろ？」

　私は瞬きすることも忘れて、そう告白する直哉の恥ずかしそうな顔を見つめていた。

　まさか直哉がそんなことを考えていたなんて……。

「本気で愛した女性は成実が初めてなんだ。だからどうすればいいかわからなくて、戸惑ってばかりだ。お前を失いたくない気持ちが強すぎて、冷静な自分を見失う」

　いつも自信に満ちあふれ、頭脳も容姿も財力も、人がうらやむ物すべてを持っている直哉が、私に去られる不安に怯えていたの？　あの贅沢な甘やかしは、すべて私を繋ぎ止めるために必死のアピール？　……あぁ、それじゃ私たちはずっと、言えない同じ思いを抱えていたんだね。

「この世に絶対なんてないことを、俺はこれまでの人生で学んだ。でも、たったひとつの例外が成実なんだ。お前が俺のイヴであることだけは、絶対に絶対に変わらない。だから……」

　そう言って上着のポケットから直哉が取り出した物を見て、私の心臓が破裂しそうに高鳴る。

　彼の手の中には、シンプルな楕だ円えん形けいのリングケースが乗っていた。

　ゆっくりとケースの蓋が開かれて、大きなダイヤモンドの指輪が姿を現す。本来なら無色透明な宝石が、無数のキャンドルの光を受けて、美しい琥こ珀はく色いろに輝いていた。

　それを私に捧げる直哉の姿が、一枚の写真のように心の中に強烈に刻まれる。

「成実、俺のたったひとりのイヴ。俺と結婚してください」

　その言葉を聞いた瞬間、私の両目からボロボロと涙がこぼれ落ちた。言葉にならない感情が全身に渦巻き、炎のように燃え上がる。次から次へと喜びの花が体中で開花して、それが熱い涙となって頬を伝った。

「どうか今ここで、お前の返事を聞かせてほしい」

　見たこともないほど真剣な面持ちで懇願する直哉の声が、小さく震えている。

　私は何度もしゃくり上げながら、それ以外には決してありえない答えを彼に伝えた。

「……はい」

　息を詰めて顔を強張らせていた直哉が、私の返事を聞いて目を大きく見開いた。そして音を立てて息を吸い込み、天を仰いで感無量の叫び声を上げる。

「あぁ、神様！　俺と成実を出会わせてくれてありがとう！」

　最高の喜びの声を聞いて、思わず微笑む私の頬に、また幾粒もの涙がこぼれた。これからの人生を共に生きると決めた人の歓喜する姿が、ぼんやりと霞んで見える。

「成実！　俺の成実！」

「直……うわ!?　あ、危ない！」

　興奮した直哉が湖の上だということも忘れて立ち上がりかけ、ボートがグラリと揺れて引っくり返りそうになる。ふたりで血相変えてバランスを取り、なんとか転落せずに済んでホッと息を吐いた。そして顔を見合わせ、大きな声を上げて笑い合う。

「さあ俺のイヴ、左手を出して」

　満面の笑みを浮かべた直哉が、私の左手の薬指に指輪をはめてくれて、優しくキスをした。

　薬指から全身に、とろけるような甘い痺れが伝わって、目もくらむ幸福感に自分が生まれ変わったような気がする。

「直哉、ありがとう。私のアダム」

　直哉と私はアダムとイヴ。その事実を、この指輪と目の前のお互いにかけて誓い合う。

　そう、私たちは永遠を誓い合うんだ。それは愛であり、喜びであり、不安であり、苦しみでもある。だからこれからも悩んだり泣いたりすることが、きっとまたあるのだろう。

　それでも、いい。あなたと共に生きることができるなら、そのすべてに感謝を捧げよう。絶対や保証なんてない世界で、奇跡のように出会った唯一無二の存在と、お互いのすべてを分かち合って、大切に育てていこう。

『愛している』

　この無上の言葉を、共に胸に抱きながら。

　天に星。やわらかな垂れ衣のような闇。湖上に燃える朱色の輝き。地に楽園。

　お互いの愛を確かめ合った私たちは、この美しい世界を共に生きていくためにしっかりとオールを掴み、再び力強く漕ぎ出した――。
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　初めまして。岩長咲耶と申します。このたびは『御曹司さまの言いなりなんてっ！』を手にしていただき、ありがとうございます。

　本作は『第６回ベリーズ文庫大賞』で、優秀賞をいただいた作品です。大人女子向けの小説は電子書籍では二作品を出版しておりますが、ベリーズ文庫では本作がデビュー作となります。

　受賞のご連絡をいただいたときは、とても驚きました。どれくらい驚いたかというと、数年前に横断歩道を青信号で渡っていたとき、左折してきた車にいきなり跳ね飛ばされてアスファルトに叩きつけられ、救急搬送されたときと同じくらい「そんなバカな！」と思いました。

　世の中って、本当になにが起こるかわからないですね。こっちは微塵も望んでいないのに、突発事故は向こうから勝手にやってくることを実感させられたあの災難が、この物語が生まれるきっかけなのですから人生って不思議です。しかも奇跡的に骨にも内蔵にも損傷がなかったという事実が、またすごい（笑）。

　本作のヒロインである成実も、思いもよらない出来事に翻弄されてしまいます。それでも周囲から多くの助けを得て、自分の中にある本当の願いを追い求めた結果、直哉との愛を成就させることができました。

　私も本作が書籍になるまで、たくさんの方々に助けていただきました。改稿作業に頭を抱える私を、明るく優しく励ましてくださった担当編集者の増子様。うっかりミス地雷原のような原稿を、抜群なフォローで支えてくださったヨダ様。素敵なデザインに仕上げてくださった前田様。魅力的でかわいらしいイラストを描いてくださった青井レミ様。この作品に関わってくださったすべての方々に、心より御礼申し上げます。あと、この場を借りて我が娘にもこっそりお礼を。励ましてくれてありがとう。

　そして応援してくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。皆様のおかけで、こうして貴重な体験をさせていただくことが叶いました。精いっぱい書き上げた本作が、少しでも読者様への恩返しになりましたら幸いです。

　またどこかでお会いできますように、心からの感謝と願いを込めて。





岩いわ長なが咲さく耶や
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